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　ただ、転んだだけだ。それなのに、どうしようもないほどに膝ひざが痛くて堪たまらなかった。

「ふぇっ……。うぅ……っ……。いたいよぉ……」

　膝には細い布が巻かれており、ほんの少し苦い匂においが鼻を掠かすめていく。怪け我がをした小こ春はるに治ち療りようを施ほどこしてくれたのは母だ。母は小春の膝に緑色の何かを薬だと言って塗ぬってくれた。

　ぽろぽろと涙なみだを零こぼす小春の頭を母は優やさしく撫なでてくれる。その手はとても温かくて、触ふれられるたびに、小さな安心が得られた気がした。

「でも、お薬を塗っておかないと、治るものも治らなくなってしまうの。痛いのは今だけだから……」

　そんな母の言葉に、小春はふるふると頭を横に振ふる。

「いたいの、やだっ……。いたいもんっ……」

　頬ほおを膨ふくらませつつ、自身の痛みの辛つらさを訴うつたえるように小春は母を見上げる。母はどこか困ったような笑えみを浮うかべていた。

「……それじゃあ、小春におまじないをかけてあげましょうか」

「うぅっ……ひっく……。……おまじ、ない？」

　それがどのようなものなのか、よく分からなかった小春は首をこてん、と傾かしげる。

「そうよ。痛いのが消える、秘密のおまじない」

　唇くちびるの前に人差し指を押し当てている母の言葉を不思議に思いながらも、小春は頷うなずいた。

　母は穏おだやかに微笑ほほえみ、小春の膝へと手を置いてから、温めるように撫でていく。

「──玉の緒おを……、──……。この身に──……」

　何と言っているのかは、分からない。それでも母が小春のためを思って、膝を優しく撫でてくれることが嬉うれしくて、それまで痛かったことは忘れかけていた。

「……どうかしら。痛いのは消えた？」

　膝を撫でていた手をゆっくりと下ろしてから、母は目を細めつつ、小春に訊たずねる。

　いつの間にか、膝の痛みが消えてしまっていたことに驚おどろいた小春は、それまで涙を零していた瞳ひとみを何度も瞬まばたかせる。

「……あっ！　いたいの、ない……。かあさま、すごいねっ！　いたいの、ないよ！」

　小春が凄すごい、凄いとはしゃぐと母はほっとしたような表情を浮かべつつも、苦く笑しようする。

「それなら、良かったわ。……痛いことや苦しいことから、助けるのが母様のお仕事だもの」

「おしごと……？」

「そうよ。母様は医くす師しなの。だから、小春が怪我をしたり、病気になった時には痛いものから助けてあげるわ」

　ふふっ、と笑ってから母は小春を抱だきしめてくる。優しい温ぬくもりが小春を包み込んだ。

　……くすし。いたいのからたすける、おしごと。……あたたかくて、やさしいこと。

　膝が痛い時は不安でいっぱいだったのに、母が「お仕事」をした後は、温かな心ここ地ちになっていた。医師というものは凄いに違ちがいない。そして、それを仕事にしている母の姿が見上げるほどに大きくて、眩まぶしいものに見えた。

　自分も母のように、人に温かいものを渡わたすことが出来るようになりたい。そうすれば、母が痛くて泣いている時には自分が温かいものをあげて、笑顔にすることが出来るはずだ。

　小春は自分を抱きしめている母を見上げて、ぽつりと呟つぶやく。

「小春も、かあさまみたいに、なりたいなぁ」

　母がゆっくりと視線を小春へと向けてくる。丸い瞳には自分の姿が映っていた。

「……あら、小春も医師になりたいの？」

　母の問いかけに小春は小さく頷き返す。すると母は困ったような、嬉しいような、不思議な表情を浮かべてから、小春の頭をそっと触れるように撫でた。その心ここ地ち好よさに、小春は目を瞑つぶってしまう。今日は怪我をして、たくさん泣いたので疲つかれてしまった。

　少しずつ瞼まぶたが閉じかけている小春に向けて、母は優しい声で呟いた。

「それなら母様もお手伝いしないといけないわね。……小春が後こう悔かいしない道を選べるように」
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　年が明け、あとふた月もすれば桜が咲さく今日この頃ごろ、小春は己おのれが抱いだき続けた夢のために一歩を踏ふみ出そうとしていた。

「それではこの者──小春の典てん薬やく寮りようでの出仕を認め、女によ医い生せいとして今日からその身を置くことを許可する。……女によ医い博士はかせの下もとでしっかりと学び、一人前の医師になれるように励はげみなさい」

「……はい。この小春、典てん薬やく頭のかみのお言葉、しかと受け取りました。日々、精しよう進じん致いたします」

　目の前に座っている男は典薬頭という役職の者で、今日から小春にとっては立場上の上司にあたる。初老の男に向かって、小春は深々と頭を下げた。

　……私、ついに母様と同じ場所まで来たんだ……！

　典薬頭からの言葉を受けた小春は自分が今、「典薬寮」にいることを改めて実感した。

　多くの官人達が働いている大だい内だい裏りのとある一角に置かれている「典薬寮」は医い療りようを司つかさどり、新たな医師の養成をしている。そこはかつて、母が勤めていた場所でもあった。

　母に憧あこがれ、立派な医師になるという夢は自分の全すべてだった。夢を叶かなえるために小春は必死に努力し続けてきた。そんな時、女医の人手不足から新しい女医生を募ぼ集しゆうしていることを知り、この好機を逃のがすわけにはいかないと入寮の試験を受け、出仕の機会を得たのである。

　ついにここまで来たのだと実感しては、浮うき足あし立だつ心に引きずられるように表情が緩ゆるんでしまいそうになる。しかし、小春の脳のう裏りに心配していることが過よぎっていく。

　……多分、私が貴族の娘むすめだと知っている人はいないと思うけれど、出自が知られないように気を付けなくちゃ……。

　何故なぜならば、医師を目指していることは、親には秘密にしているからだ。小春の父、藤ふじ原わらの頼より雅まさは大だい納な言ごんであり、娘が下級官人として出仕することを許すような寛かん容ような性格ではない。

　小春は五年前、母が亡なくなるまで二人暮らしだった。その後は母と同じ医師になるつもりでいたが、自分の存在を知った父によって引き取られてしまう。外に出ることを許されない生活に嫌いや気けが差した小春は一度、父に反はん抗こうしようとしたが容よう赦しやなく暴力を振るわれ、それが今も心の底に恐きよう怖ふとして根付いていた。もし、出仕の件が父に知られてしまえば、怒おこられる程度では済まず、もしかすると二度と屋や敷しきから出られなくなる可能性だってあった。

　……でも、諦あきらめることなんて、出来なかったもの。

　小春の母は忙いそがしい人だったがそれでも治療を求めて頼たよってくる人には親身に対応し、尊敬と感謝の眼まな差ざしを向けられていた。そんな母の姿に小春はずっと憧れていた。

　それに母と死ぬ間ま際ぎわに約束をしたのだ。いつか必ず、母のように立派な医師になると。だからこそ、たとえ危険を冒おかしてでも、典薬寮に出仕する絶好の機会を逃すつもりはなかった。

　憧れていた場所にやっと足を踏み入れることが出来た小春は、抱いている小さな不安を心の奥底へと押し込めて、これから始まる日々に胸を躍おどらせていた。

　頭を下げていた小春はゆっくりと顔を上げる。典薬頭は軽く頷いてから、小春の後ろに視線を向けた。

「……では、雪ゆき路じ。小春をそなたの仕事場へと案内してやれ」

「はい」

　典薬頭の声に答えたのは凜りんとした声こわ色いろの女によ人にんだ。小春が部屋の入り口辺りに立っている女人へと窺うかがうような視線を向けると、彼女は口元を小さく緩めて笑みを浮かべた。

「小春。こちらへ付いて来なさい」

「はい。宜よろしくお願い致します、女医博士」

　小春は女医博士に恭うやうやしく頭を下げてから、典薬頭の前から辞した。女医博士の後ろを付いていくように歩きつつも、小春は視線をあちらこちらに向けてしまう。

　……どこも薬草と墨すみの匂いばかり。私も早く、薬を調合出来るようになりたいな……。

　ふと、簀すの子こに隣りん接せつしている部屋から自分に向けられた、見定めようとする視線に気付く。

　……やっと典薬寮に入ることが出来たんだもの。歓かん迎げいされていないくらいで、竦すくんだりするものですか。

　小春は唇を結び、背筋を伸のばして、視線を無視するように堂々と歩いた。

　元々、医師は男の仕事であり、調薬、外げ科か、針しん灸きゆうなどを担当している。一方で女医が担当するのは助産などの血の穢けがれに触れるものだけだった。それ故ゆえに女医は身分が低い女人の仕事とされており、男の医師と比べると下に見られる傾けい向こうが今もある。

　……でも、母様がそれを変えようとした。

　小春が案内されたのは典薬寮の北舎に置かれている「女によ医い処どころ」と呼ばれている場所だ。

　本来は男の役職である女医博士は女医を養成する立場だ。だが、十年ほど前に抜ぬきん出て優ゆう秀しゆうだったことから初の女人の女医博士として任命されたのが小春の母、小こ竹たけである。

　今から六年前に女医処は小竹によって典薬寮に新設された。ここでは男の医師と同じ分野の医療を学び、適切な治療が行える女医を養成しているらしい。

「ここが……女医処……」

　小春は女医処を見回してみる。診しん察さつをする部屋の他ほかに、患かん者じやが待機する部屋、薬を作るための部屋、そして一番奥には患者が身体からだを休めるための部屋が置かれている。女医処では女人の患者を主に診みるため、属する者は全て女人だ。それ故に患者に配はい慮りよしているのか、女人の姿を外から隠かくすための御み簾すが下げられているだけでなく、几き帳ちようが立てられていた。

「さて──」

　ここまで案内してくれた女人がこちらへと振ふり返る。長い髪かみをうなじ辺りで一つに括くくり、少々つり目の女人は小春を見てから、にやりと楽しげな笑えみを浮うかべた。

「女医処へようこそ、小春。……ああ、今は二人だけだから、いつも通りで構わないよ」

「では……。今日から女医生として、精せい一いつ杯ぱい学んでいきたいと思いますのでご指導を宜しくお願いしますね、雪路さん」

　いつもと同じように呼ぶと雪路は満足げに頷うなずいた。小春自身、思っていたよりも緊きん張ちようしていたようで和なごやかな空気が流れると、肩かたに入っていた力がゆっくりと抜けていくのが分かった。

「雪路さんのおかげで、やっと典薬寮に入ることが出来ました。……この五年間、本当にありがとうございました」

　雪路に向けて、小春は深々と頭を下げた。

　母が亡くなり、父に引き取られてからの五年間、小春は貴族の姫ひめ君ぎみとしての教養を覚えさせられる日々を送ってきた。それにもかかわらず、屋敷内での小春の扱あつかいはかなり酷ひどく、いつか医くす師しとして独り立ちして、あの屋敷を出たいと思っていた。

　窮きゆう屈くつ過ぎるあの大納言家に自分の居場所はないと分かっていたし、思い入れなどない。自分はただ、己の意思に関係なく無む理り矢や理りに「貴族の娘」にされただけだとさえ思っている。

　小春の母は実力で女医博士まで上り詰つめたが身分は高くない。しかし、美人だったことで女おんな癖ぐせが悪く横暴な父に一度、手を付けられただけで捨てられたという。

　身勝手な父は小春のことを実の娘というよりも、どこかの貴族に嫁とつがせ縁えんを作るための道具のように扱い、それ以外に興味はないと言わんばかりに小春を無視した。

　そんな主あるじに倣ならうように屋敷に住まう者達は小春の存在を蔑さげすみ、見下してきた。衣服や食事は最低限与あたえられていたが、父の正妻やその子らが指示しているのか、貴族の姫君が口にするようなものではない物を寄よ越こされることもあり、明らかないじめを受けていたほどだ。

　馴な染じめない暮らしに加え、目指していた医師への道が閉とざされ、悲観的になっていた小春へと手を差し伸べてくれたのが母の弟で子しだった雪路だ。母を亡くしたばかりの自分をずっと気にかけてくれており、医師になると小春が母と約束したことを知っている人物でもあった。

　雪路は父や女によう房ぼう達には内ない緒しよで時々屋敷を訪おとずれ、小春に医学や漢字について教えてくれた。

　また、雪路の同どう僚りようの女医が辞やめたことで新たな女医生を募集していると教えてくれたのも彼女だ。女医処へと入ることが出来たのは雪路のおかげだと思っており、お礼を告げるだけでは足りないほどに感謝していた。

「頭を上げなさい、小春。私はただ、自分が持っている知識を教えただけで、それを学び、吸収したのは小春自身だ。入寮試験だって、とても良い成績だったと聞いている。……この場所にお前が立っているのは他でもない小春自身の努力の成果だよ」

　自信を持てと言わんばかりの表情で告げられた雪路の言葉に、喉のどの奥に何かが詰まってしまう。そんな小春の様子に気付いているのか、雪路は小さく肩を竦めた。

「さて、この話はおしまいにしよう。ここからは仕事の話だ。……小春は女医というものが、どのような意義を持っているか、分かるか？」

「え……。意義、ですか？」

　女によ医い、それはつまり女によ人にんの医師という意味ではないのだろうかと小春が首を傾かしげると雪路は苦く笑しようしながら頷き返す。

「女医処は女人に治ち療りようを施ほどこす場所だが、利用する人は身分の低い者だけではない。顔を晒さらせない高貴な身分の女人を診ることもあるんだ。……医師が男という理由で治療を受けない女人もいるから、そんな方々を診ることが出来るのが、女医の一番の存在意義だろうな」

　雪路は腕うでを組みつつ、真面目まじめな表情で言葉を続けた。

「しかし、現状では女医処には私と小春しかいないからな。これから新しい女医をどんどん養成していこうと思っている。まぁ、典薬寮の男どもの中には女医処も女医も必要ないと喚わめき散らす奴やつが多いけれどな。……全く、性別が違ちがっても人を救う『医師』であることには変わりないというのに……」

　その言葉に小春は女医処に来る道中で自分へと向けられていた視線を思い出す。

　雪路は嘆たん息そくした後、気持ちを切り替かえるように背筋を伸ばし、部屋の奥に置いてある唐から櫃びつへと向かった。唐櫃の蓋ふたを開けた雪路は中に手を突つっ込んで、何かを探しているようだ。

　やがて、目的のものが見つかるとそれを持って小春の方へと戻もどって来る。

「はい、小春。……開けてみなさい」

「え？」

　雪路が手て渡わたしてきたのは蓋付きの木箱だ。中には何かが入っているのか、重みがあった。

　突とつ然ぜん、渡されたことに驚おどろいた小春だったが雪路に促うながされるまま、その場に座り、そして箱の蓋を開けてみる。

「……わぁっ」

　中身を確かく認にんした小春は喜びのあまり、つい声を上げてしまう。箱には乳にゆう鉢ばち、乳棒、篩ふるい、秤はかり、箸はし、匙さじといった薬を作る際に必要とする新品同然の道具、そして小さな薬くすり壺つぼや小皿が入っていた。道具が小さめなのは、持ち運びがしやすいように考こう慮りよされているのだろう。

　薬を作る道具を実際に目にするのは初めてだ。小春は目を輝かがやかせて、雪路の方へと勢いよく顔を上げる。

「ゆ、雪路さんっ、この道具っ……！」

　小春の反応を楽しんでいるのか、雪路は肩を小さく震ふるわせながら笑っていた。

「私からの入にゆう寮りよう祝いだ。遠えん慮りよせずに受け取るといい。……道具は自分の技術と心を映す鏡みたいなものだ。道具を粗そ末まつにする者は、薬作りを失敗すると言われている。大切に手入れをしながら、使いなさい」

「……はい！　ありがとうございます、雪路さん！」

　雪路は小春のために、わざわざこの薬箱を用意してくれたのだろう。その心こころ遣づかいと自分への期待が嬉うれしくて、小春は道具を一つ一つ手に取っては宝物のように眺ながめた。

「それともう一つ、小春に渡すものがある」

　雪路は続けて唐櫃の中から布の包みを取り出した。その場に座ってから、小春の前へと包みを置いて、布を広げていく。中に入っていたのは二冊の書物と、五色の組くみ紐ひもが柄つかに結ばれている朱しゆ色いろの刀とう子すだった。これらは一体、何だろうかと小春が首を傾げていると、雪路は書物の一冊を指先でなぞりつつ、懐なつかしむように目を細めた。

「この書物は小竹さんがお前に遺のこしたものだ。小春が成人しても医師になる夢を追い続け、典薬寮に入る日が来たならば渡して欲しいと頼たのまれていた」

　雪路の言葉に、小春は息が止まってしまったように、目の前にあるものを凝ぎよう視しした。

　母亡なき後、かつて住んでいた家やそれまでの持ち物は全すべて父によって処分されたため、母の遺品は一つもなかった。だからこそ、雪路に差し出されたものを見て、驚かないわけがない。

　震えそうになる右手を伸のばして、朱色の表紙の書物を掴つかんだ。鼻先を掠かすめたのは「侍じ従じゆう」の香かおりだ。母はこの香こうを好んで使っていたから、書物にも香りが染しみ込んでいたのだろう。

　それまで閉じ込めていた、懐かしさと寂さびしさのようなものが沸わき上がって来る。だが、ここで泣き出してはならないと唇くちびるをぎゅっと結んで何とか耐たえた。

「朱色の表紙の書物は小竹さんの日記だ。藍あい色いろの方は小竹さんが考えて調合した薬の作り方、それぞれの症しよう状じように対する処置の仕方などが細かく書かれている。……どちらも小春のために遺してくれていたんだよ」

「……知りませんでした。母様が私に……遺していたものがあったなんて」

　小春は震える指先で、母の日記を捲めくってみる。そこには見事なほどに流りゆう麗れいな手しゆ跡せきが刻まれていた。幼い自分はこの文字を読むことは出来なかったが、それでも母が書き物をしている姿を見るのは好きだったことを思い出す。そして、母の手跡に憧あこがれたことも。

　今ならば読むことが出来る文字に目を通すとそこに書かれていたのは娘むすめである自分のことだった。その日、小春が何をしたのか、どんなことを話したのか、そんな他た愛わい無いことが書かれているだけなのに、胸の奥が熱くなって仕方がなかった。

　久しぶりに母を身近に感じたことで、泣き出してしまいそうになった小春は必死に涙なみだを押し止とどめる。小春は話を逸そらすように、もう一つの遺品を指差した。

「雪路さん、こちらの刀子のようなものは……？」

　刀子は雑用に使われる小形の刀で、主に削けずったり、切ることに使用されている。あまり刃は物ものを扱ったことがない小春は注意しながら朱色の刀子を手に取り、鞘さやから抜ぬいてみた。刃は潰つぶされているが、刀身は銀色に輝いて見えた。

　刀子の刃渡りは五寸ほどだが、柄には二尺ほどある赤、青、緑、黄、白の五色の組紐が結ばれている。まるで正月に、室内に飾かざる邪じや気き払ばらいの卯う槌づちのような不思議な色の取り合わせだ。しかし、このような刀子を見たことがないため、少しだけ奇き妙みように思ってしまう。

　組紐には水すい晶しようが通されており、透すき通っている水晶に映し出された自分の姿が一いつ瞬しゆんだけ、亡き母の面おも影かげと重なった気がした。

　小春の問いかけに雪路は一瞬、何かを飲み込んだように唇を結び、ほんの少し、刀子から視線を逸らしつつ答えてくれた。

「これは……小竹さんが大切にしていたものだ」

　このような刀子、母は持っていただろうか。五年以上も昔のことならば、覚えていなくても仕方がないのかもしれない。

「まぁ、お守りのようなものだと思えばいい。刀子の刃は潰されているから、実用的なことには使えないけれどね」

　雪路は逸らしていた瞳ひとみを再び戻し、どこか遠くを見るような眼まな差ざしで呟つぶやいた。

「遺品として大切に持っておきなさい。……たとえ、どのようなものであったとしても、思い出の品に変わりはないのだから」

　最後の言葉が聞き取れなかった小春は、雪路に訊たずねようとしたが彼女は空気を変えるように、ぱんっと手を打った。

「さて、道具は一度、唐櫃の中に仕し舞まっておこうか。入寮初日だが、覚えてもらうことは山ほどあるからな。だが、焦あせらず、確実に一つずつ覚えていくと良い。分からないことがあれば、分からないままにしておくのではなく、ちゃんと私に訊ねるように」

「は、はいっ」

　小春は持っていた刀子を鞘の中へと収めて、他ほかの書物と重ねるように布で包んだ。そして、薬箱も一いつ緒しよに唐櫃の中へと仕舞いこむ。

「それでは最初に、薬くすり棚だなについて説明しよう。保管されている薬草の中には似ているものが多くあるからな。それぞれの特とく徴ちようを捉とらえて、間違えないように覚えなさい」

「はいっ！　宜よろしくお願い致いたします！」

　元気よく返事をする小春を雪路はどこか微笑ほほえましいものを見るような瞳で見下ろしてくる。しかし、その表情は一瞬で、すぐに凜りんとした女によ医い博士はかせの顔へと戻っていた。

「では、薬棚の右上に入っている薬草から教えよう。ここには天日干しにした藍あいの葉と藍の実が入っている。染せん料りようとして使われている藍だが、薬にもなるんだ。そして効能は──」

　雪路が薬棚から薬草を取り出し、作業台の上へと並べていく。小春は瞬まばたきを忘れたように見つめつつ、説明を一言一句、聞き漏もらすことがないようにと真しん剣けんな表情で聞いていた。




　入寮初日の小春の仕事は薬棚の中身を全て覚えることだった。その後、竈かまどの使い方を教わり、薬を作る際に使う道具の使い方の説明を聞き終えた頃ころには体力の限界を迎むかえていた。

　父の屋や敷しきに引き取られてから、一歩も外に出ることが出来ない日々を過ごしていたので、子どもの頃に培つちかっていた体力はすっかり落ちてしまっていたようだ。

　道を覚えるために一緒に屋敷まで歩いてくれた雪路からしっかりと休みなさいと苦笑交じりに言われてしまったほどに、疲つかれが顔に出ていたらしい。

「──お帰りなさいませ、姫ひめ様さま。まぁ……。随ずい分ぶんとお疲れのようですが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　帰宅した小春を出で迎むかえてくれたのは唯ゆい一いつ、自身に仕えてくれている女によう房ぼうの松まつ江えだ。小春が大だい納な言ごん家で何とかやってこられたのは彼女が自分を気にかけ、支えてくれているからだ。松江の気き遣づかうような穏おだやかな問いかけに、小春は身体からだの強こわ張ばりが解けたような笑えみを返した。

「ただいま、松江。……私の留守中、対の屋に誰だれか訪ねてきた？」

　小春の父や正妻、腹はら違ちがいの兄弟や姉し妹まい達は寝しん殿でんや東の対の屋で暮らしているため、小春が住んでいる西の対の屋に訪ねて来る者はあまりいない。しかし、もしもの場合があるため、松江に留守を頼んでいたのだ。

「ふふっ、ご安心下さいませ。この松江、殿とのや寝殿の女房達に姫様の不在を勘かん付づかれることなく、しっかりとこの対の屋を守らせて頂きましたよ」

「良かったぁ……。留守をお願いしてしまって、ごめんなさい。……でも、松江が味方でいてくれるのが、とても嬉しいの。協力してくれて、本当にありがとう」

「お礼を言うのは早いですわ。姫様はこれから典薬寮でたくさん学び、立派な女医になられるのですから。お礼はその日までお預けです。……さぁ、夕ゆう餉げの前に着き替がえましょうね」

「うん」

　松江が持って来てくれた着替えを受け取ろうと、小春は腕うでの中の荷物をその場に降ろした。

「あら、今朝、出仕なさった際にはこの荷物は持っていませんでしたよね？」

「あ、こっちは薬箱なの。中には薬を作る道具が入っていて、もう一つの包みには母様が私に遺してくれていた書物が入っているの。雪路さんが預かってくれていたんだって。私が成人しても医くす師しを目指しているならば、その時に渡わたして欲しいって母様に頼まれていたみたい」

「まぁ、小竹様が……」

　松江は小さく呟き、涙ぐむ。彼女もまた、母の死を偲しのんでくれた一人だ。以前、松江の妹が病を患わずらった際に、母に救われたことで恩を感じているのだ。それ故ゆえに小春が医師を目指していても松江は咎とがめることも呆あきれることもなく、ただ静かに頷うなずいて、ずっと見守ってくれていた。

　この屋敷には母の身分が低かった小春を疎うとんじては陰かげながら嘲ちよう笑しようする者が多いが、松江だけは唯一の味方である。だからこそ、小春も全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを寄せていた。

「松江にはこれからも色々と迷めい惑わくをかけるかもしれないけれど……。頑がん張ばって、立派な医師になってみせるから」

「姫様……」

　松江の瞳が揺ゆらいだように見えたため、小春は苦く笑しようしてから、着替えの衣ころもを受け取った。

「自分で着替えられるから、夕餉を持って来てくれる？　松江もまだ食事を摂とっていないなら、一緒にこの部屋で食べない？」

　貴族の姫君は女房と一緒に食事を摂ることなどしないようだが、一人だと寂しく思ってしまう小春はよく、松江に同席をお願いしていた。松江は涙を薄うっすらと瞳に浮うかべつつ、すぐにお持ちしますと答えてから、その場を去って行く。

　その間、小春は着替えを済ませようと着ていた表うわ着ぎを脱ぬいだ。動きやすいようにと裾すそが短めに仕立てられており、通常のものとは違って、袖そで括くくりの緒おが通されているこの表着は松江が出仕のために一から仕立ててくれたものだ。そして、穿はいている切きり袴ばかまも単ひとえも彼女が縫ぬってくれたものである。小春自身、あまり縫い物が得意ではないため、松江の腕には憧れるばかりだ。

　用意してもらっていた紅梅色の小こ袿うちぎに袖を通した小春は、荷物として持って帰って来ていた包みを開き、母が自分に遺のこしてくれた藍あい色いろの表紙の書物を手に取った。

「……」

　無言のまま、綴つづられている文字に目を通していく。丁てい寧ねいな字で薬草の特徴や採取時期、保管の仕方、効能、調合の際の秘ひ訣けつなどがびっしりと綴られている。

　だが、そこには読み手への配はい慮りよが隠かくすように施ほどこされていた。つまるところ、小春が読むことを考えて、母はこの書物を書き残したのだろう。いつか、役立てる日が来るようにと。

　……母様。

　読んでいたはずの文字が少しだけ、ぼやけてしまう。小春は涙を書物の上に落とさないように、天てん井じようへと顔を向けた。そして、傍そばにはいない、母に告げる。

　……ちゃんと、受け取ったよ。きっと、母様みたいな立派な医師になってみせるから。だから、見守っていてね。

　心の中で呟き、小春はせっかく着替えたばかりの衣の袖で目元を拭ぬぐう。

　結局、松江が夕餉の膳ぜんを持って戻もどってくるまで、溢あふれたものを止めることは出来なかった。
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　小春が典薬寮の女医処に出仕し始めて、数日が経たった。松江の協力により、今のところは父や他の女房達に出仕の件は気付かれていないようだが、念には念を入れて、顔を布で隠しつつ、用心しながら典薬寮へと出仕している。

　雪路の指導の下もとで実際に薬草から薬を調合したり、傷の手当ての練習をしたりしていた小春だったが、やはり得ていた知識と実際に行う技術は別物なのだと再さい確かく認にんしながらもしっかりと学んでいた。

　そんな小春でも、少しだけ戸と惑まどうことがある。それは大だい内だい裏りの広さだ。広いだけでなく、敷しき地ち内には様々な役所が置かれており、建物の名前やそこで仕事をしている人達の役職名を覚えるのは薬草の効能を覚えるよりも大変だった。

　また、覚えるべきは大内裏だけでなく、内裏の中も同様だ。後こう宮きゆうと呼ばれている場所が内裏の中にはあり、そこには多くの女によ人にんが勤めている。仕事場を離はなれることが出来ないほどに忙いそがしい彼女達のために、小春は雪路によって調合された薬を届けに行く役目を担になっていた。

「──では、また五日後に同じ薬を届けに参りますので」

　小春は内裏の後こう涼りよう殿でんに勤める女官に、小さな壺つぼに入った薬を渡し、空の壺を受け取った。

「ええ、ありがとう。雪路さんにも宜しく伝えておいてね。あの人の薬のおかげで、すっかり胃の調子が良くなったのだから」

「はい。お伝えしておきますね」

　失礼します、と告げてから小春は女官の前から辞する。女官は薬を受け取ると階きざはしを駆かけ上がり、後涼殿の御み簾すの内側へと戻っていく。彼女に渡した薬は雪路が作ったものだ。新入りである小春は人が口にする薬を練習以外で作ることは許されておらず、まだ修しゆ行ぎよう中である。焦あせってはいけないと分かっているが、早く一人前になりたいと思ってしまう気持ちは抱かかえたままだ。

　女医処へと戻り、薬を作る練習をもう一度、雪路に見てもらおうかと考えている時だった。

「──ふえぇぇん……」

　幼おさな子ごの泣き声が聞こえたため、小春が周囲を見回すと、女めの童わらわが砂じや利りの上に座り込んでいる姿を発見した。切り揃そろえられている髪かみは肩かたより下くらいで、歳としは四つほどだろう。女童は瞳ひとみから涙なみだをぽろぽろと零こぼしながら泣いている。

「どこかの殿舎に仕えている女童かな……？」

　小春は急いで女童の傍へと駆け寄り、目線を合わせるために腰こしを落とした。

「大丈夫？　どうしたの？」

「うぅっ……。痛いよぉ……」

　女童が痛い、と答えたため、怪け我がをしているのかもしれないと思った小春はすぐに彼女の身体を注意深く見てみる。女童は衵あこめを着ているが、濃こき袴はかまを穿いている膝ひざ辺りの布は破れており、擦すり傷が出来た箇か所しよには薄っすらと血が滲にじんでいた。草ぞう履りは履はいておらず、足の汚よごれを見る限り、砂利の上で転んだようだ。

「膝が痛いの？」

　小春が訊たずねると女童はこくりと頷き返しつつも、涙を零し続ける。痛い、痛いと舌足らずな声で呟つぶやく女童の姿がとても痛ましい。

　このままでは可か哀わいそうだ。すぐにでも女童の怪我を治ち療りようしたいが、この場は砂利の上なので処置がしにくいし、怪我をしている女童を抱えて歩けるほど、小春の腕わん力りよくは強くない。

　どうすればよいのだろうかと迷っていると、小春の後ろから、見知らぬ声が発せられた。

「……どうかしたのか？」

　耳に残るような低い声がした方へと振ふり返ってみれば、そこには小春よりも少々年上に見える青年が訝いぶかしげな表情を浮かべてこちらを見ていた。

　青年は小春が見た中で誰よりも背が高く、凜り々りしい顔立ちだった。特に涼すずしげな目元が印象的だ。纏まとう雰ふん囲い気きには気品が感じられたが、細身ながらに身体からだが引き締しまっているのは、彼が武官だからだろう。腰には太刀たちが下げられており、青年が着ている装しよう束ぞくは内裏の中を見回りしている近衛このえの者と同じだった。

　小春の顔を見た青年は、一いつ瞬しゆんだけ目を見開いた。

　青年の美び貌ぼうに見み惚とれてしまっていた小春は、頬ほおが赤くなるのを隠すように女童の方へと向き直った。あまり、人の顔をじろじろと見るものではないだろう。

「ええっと、この子が怪我をしているみたいで……」

　青年は女童へと少し視線を向けてから、微かすかに眉まゆをひそめる。

「……この者がどこの殿舎に勤めているか、分かるか？」

　青年に訊ねられた小春は女童にどこの殿舎から、ここまで来たのか聞いてみたが、彼女は小さく首を振るだけだ。つまり、迷子ということなのだろう。このくらいの歳ならば、殿舎の名前や場所が分からなくても仕方がない。

　青年は小さく息を吐はいた。

「……ならば、右う近衛このえ府ふの詰つめ所でその女童を預かろう」

「え……」

「ここから近い場所に詰め所がある。そこでその者の怪我の処置をしよう。放ほうっておくと化か膿のうしかねないからな」

　まさか、そのような提案をされるとは思っていなかったため、小春は驚おどろきを覚さとられないように、青年から少しだけ視線を逸そらした。
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　青年は女童の前に跪ひざまずくと、冷たい印象の無表情とは裏腹に穏おだやかな口調で、抱えてもいいかと訊ねている。恐おそらく、女童を怖こわがらせないためなのだろう。青年は女童をいとも簡単に抱え上げた。子どもの相手に慣れているように見えた。

「……あの、私もこの子に付き添そっても宜よろしいでしょうか」

　青年と同時に立ち上がりつつ、小春は窺うかがうように訊ねた。

「申し遅おくれました。私、典薬寮の女医処に女によ医い生せいとして勤めております、小春と申します」

「女医生……」

　小春が名乗ると青年は目を細めながら、こちらへと視線を向けて来る。感情が読めない視線に戸と惑まどいつつも、小春は背筋を伸のばして、青年へと向き直った。

「医くす師しとしての心得がある者が怪我の処置をした方がいいのではと思いまして。もし宜しければ、同行させて下さい」

　小春の申し出に対して、青年は小春と女童を交こう互ごに見てから、やがて頷うなずき返してくれた。

「……分かった。君さえ良ければ、付き添って欲しい。……女人がいた方がこの女童も安心するだろう」

　青年の返事に、小春は安あん堵どの息をそっと零した。

「では、宜しくお願い致いたします。……その、申し訳ありません。差し支つかえなければ、お名前を伺うかがっても宜しいでしょうか」

　青年をどのように呼べばいいのか分からなかった小春は直接、本人に訊ねてみる。彼は小春から視線を逸らし、ぶっきらぼうな声こわ色いろで答えた。

「……坂さかの上うえの冬ふゆ次つぐだ。右近衛府に勤めている」

「坂上様ですね」

「……ああ」

　小春が青年の名前を呼ぶと、彼は無表情のまま頷いた。あまり感情が表に出ない人なのか、黙だまっていると怒おこっているように見えて、少しだけ近寄り難がたく感じてしまう。

　……武官の方って、皆みんな、こんな感じなのかな……。

　知り合いに武官がいないので確かめようがないが、少なくとも冬次はお喋しやべりな人間ではないようだ。

　冬次に抱だかれている女童は膝が痛むのか、泣き止やむ気配はない。そんな彼女に小春はすぐに治療するからね、と声をかけて励はげまし続けた。

　女童は矢や代しろという名前で彼女の母の呼び名が若わか狭さ、だということは分かったが、小春も冬次もその呼び名の女によう房ぼうがどこの殿でん舎しやに勤めているのかまでは分からなかった。矢代は殿舎で飼っている猫ねこが外へと逃にげたため、それを勢いのまま追いかけたところ、迷子になったようだ。

　冬次の歩ほ幅はばがそれほど大きくはないので、小春は駆け足にならずに付いていくことが出来たが、突とつ然ぜん冬次がぴたりと立ち止まったため、思わず彼の背中に接せつ触しよくしそうになってしまう。

　何事もなかったように装よそおいつつ、自分達の周囲を軽く見回してみる。

「……ここが右近衛府の詰め所だ」

　冬次に案内された場所は、重要な書物や文書の管理が行われていることから「文ふ殿どの」とも呼ばれている校きよう書しよ殿でんだった。その東ひがし廂びさしの南となる場所に詰め所が置かれていた。

　冬次は両りよう腕うでで抱えていた矢代を階きざはしの一番下の段へとそっと下ろした。

「ここならば、他ほかの武官達の視線も気にならないだろう。……怪我の処置に必要なものがあるならば、言ってくれ。すぐに用意しよう」

「では、綺き麗れいな布切れはございますか。それと水を張った桶おけも。……膝辺りに土が付いているようなので、落としてあげたいのです」

「分かった。少し、待っていてくれ」

　小春の要望に冬次はすぐに頷いてから、その場を去って行く。

　小春はさっそく、作業がしやすいようにと、表うわ着ぎの袖そで括くくりの緒おを絞しぼった。

　荷物として持っていた布の包みをその場に広げて、中に入っていた薬箱の蓋ふたを開いた。薬箱は自分の一部として常に持ち歩くようにと雪路に言い渡されていたが、まさかこんなにもすぐに必要となる機会が訪おとずれるとは思っていなかった小春は密ひそかに雪路に感謝した。

　薬箱の中には雪路から練習用として渡されていた薬草が数種類ほど入っており、その中から外傷に使える薬草として蓬よもぎの生の葉を選び取った。

　そこへ布切れと水を張った桶を抱かかえた冬次が戻もどって来たため、小春はお礼を告げた。

　蓬を一度、桶に入っている水で洗い、冬次から受け取った布で包み込む。その作業を冬次はじっと見ているようで、小春の手元に視線が向けられている気がした。

　……み、見られると緊きん張ちようする……。

　しかし、手元が狂くるわないようにと小春は作業に集中する。蓬を包んだ布を何度か揉もんでいけば、それまで白かった布には緑色の汁しるが滲にじみ始めた。この汁を切り傷や擦り傷などに擦すり込むことで、止血の効能が発揮されるのだ。

　……そう言えば、練習以外で人に治療を施ほどこすのは初めてかも。

　内服薬に関してはまだ、人に出す許可を雪路から貰もらっていないが、軽い怪我の処置は許しを得ている。小さな緊張を抱いだきつつも、矢代を安心させるために小春は笑えみを浮うかべた。

「それじゃあ、今から膝ひざにお薬を塗ぬるための準備をするね。少しだけ膝を見せてもらってもいいかな？　水をかけるから、土を落とす時に沁しみるかもしれないけれど、我が慢まん出来る？」

「うん……。がまん、する……」

　小春の言葉に従うように、矢代は自分で濃こき袴はかまを膝上まで捲まくり上げてくれた。木製の椀わんを手に取ってから、桶に入っている水をたっぷりと掬すくい、擦すり傷が出来ている矢代の膝へと水を流していく。

　水が沁みて痛がっている矢代の様子を気にしつつも小春は手早く、蓬の汁を染しみ込ませた布を彼女の膝へと巻いていった。関節が動きやすいことを確かく認にんしてから、小春はこれで大だい丈じよう夫ぶだと言うように矢代へと小さく笑いかける。

「はい、怪け我がの処置はおしまいだよ」

　だが、処置は終わっても痛みが消えることはないため、矢代は表情を歪ゆがませたままだ。

「うぅっ……。おひざ、痛いよぉ……」

　小春も小さい頃ころは家の庭先でよく転んでは泣いていた。そのたびに母に怪我の治ち療りようをしてもらい、おまじないをかけて慰なぐさめて貰っていたな、と懐なつかしい思い出が頭に過よぎる。

　……あ、そうだ。

　自身の小さい頃を思い出した小春はとあることを矢代に提案してみる。

「痛みが消えるおまじないをしてあげようか」

「痛くなくなるの？　したいっ」

　即そく答とうで答える矢代に小さく微笑ほほえんでから、治療を施した膝に左手で優やさしく触ふれた。

　……えっと、この後はどうするんだっけ。

　昔のことを思い出そうと小春が何気なく右手を胸に添えれば、硬かたいものに触れた。そういえば、母の遺品の刀とう子すが懐ふところに入っていたことを思い出し、口元をつい緩ゆるめてしまう。

　……母様は確か左手を置いて、優しく撫なでながら、こんな言葉を言っていたような……。

　母との記き憶おくの中から、おまじないの言葉を思い出した小春は矢代の膝を左手でそっと撫でながら、少しでも矢代の気が紛まぎれますようにと願った。

「玉の緒を……結び固めて、身に負わず。この身に依よりて……身結び給たまう」

　まるで歌のような言葉だ。小さい頃はその意味が分からずにいたが、今は少しだけ分かる気がした。

　……恐らくだけれど、相手が痛みを背負いませんように、という意味なのかも。

　次の瞬しゆん間かん、柔やわらかな熱が左手を伝って、自分の身体からだへと流れてくるような奇き妙みような心ここ地ちがした。

　……何だろう、今の……。気のせいかな？

　自分の方へと引き戻した左手を見てみても、特に変わった様子はない。一いつ瞬しゆん、胸むな元もとに違い和わ感かんのようなものを覚えた気がしたが、先さき程ほどの感かん触しよくは気のせいだったようだ。

「わぁっ……。ほんとうだっ！　痛いの、なくなっちゃった！」

　それまで痛みで泣いていたはずの矢代は柔らかな笑みを浮かべていた。子ども騙だましのおまじないだったが、どうやら矢代に効いたらしい。

　小春は良かったね、と矢代に笑いかけつつも、人差し指をぴんと立てる。

「でも、痛くないからと言って、走ったりしたら駄だ目めだよ？　治りかけているものも治らなくなってしまうから」

「うんっ！　ありがとう、くすしのおねえさま！」

　背後から強い視線を感じたため振ふり返ってみれば、冬次が自分の方を何故なぜか探さぐるように見ていた。どうかしたのだろうかと小春が問いかける直前、その場に騒さわがしい声が響ひびく。

「おーい、冬次ぅー……。助けてくれぇ……」

　校書殿と安あん福ぷく殿でんの境目にある月げつ華か門もんから、詰つめ所の方へと入ってきたのは黒毛の猫を抱えた武官だった。猫はかなり暴れていたようで、武官の装しよう束ぞくは破れている部分が多く見られた。

「夏なつ久ひさ……」

　どうやら冬次の知り合いのようで、彼は眉まゆを寄せつつ、低い声で名前を呟つぶやいた。

「冬次、助けてくれ。籠かごか何か入れるものを……って、あーっ！　おい、こら！　暴れるな！」

「ふにゃぁっ！」

　猫は身体を大きくうねらせることで、武官の手から見事に逃のがれた。地面に着地した猫はそのまま逃とう走そうすると思われたが、小さな足は矢代の方へと向かっていく。

「あっ！　中ちゆう将じよう！」

　矢代は駆かけて来た猫を瞳ひとみに映すと安あん堵どしたような笑みを浮かべつつ、名前を叫さけんだ。この猫は「中将」という名を貰っているようだ。

「この黒くろ猫ねこが捜さがしていた猫か？」

　冬次の問いかけに矢代は頷うなずきつつ、すり寄ってくる猫の身体を手慣れたように撫で始める。

「うん、濡ぬれ鴉がらすの中将だよ。でも、人に抱えられるのが嫌きらいなの」

「あー、だから俺が抱えた時、もの凄すごく暴れたのか……」

　夏久と呼ばれた武官は苦く笑しようしつつ、乱れた装束を手早く整えていた。

「武官さま。中将を見つけてくださって、ありがとうございました！」

　矢代は丁てい寧ねいに頭を下げつつ、お礼を告げる。夏久は満まん更ざらでもないと言わんばかりの表情を浮かべ、頬ほおを指先で掻かいていた。

「いやぁ、お役に立てたようで何よりだ」

　矢代に爽さわやかな笑顔を向ける夏久の脇わき腹ばらを冬次は肘ひじで強く突ついてから、軽く咳せき払ばらいをした。

「……確か、中将という名の猫が清せい涼りよう殿でんで飼われていたな」

「この子、清涼殿に勤めているのか？　それなら、俺がこの子と猫を送ってくるよ。……でも、清涼殿に辿たどり着くまでが大変そうだな……」

　ここに来るまで、猫を抱えてきた夏久はどこか諦あきらめたように苦笑する。

「繋つなぐための紐ひもがあれば良かったのだが……」

　猫は舶はく来らいの貴重な存在であるため、屋や敷しきや内だい裏りの中で飼われている猫は首くび綱つなを付けられ、逃にげないように繋がれていると聞いたことがある。この猫も元々は首綱に繋がれていたのだろう。

　どのような方法で猫を清涼殿まで連れて行こうかと悩なやんでいる冬次達に向けて、小春はそっと言葉をかけた。

「あの……。もし、宜よろしければ私の髪かみ結ゆい紐をお貸し致いたしましょうか」

「んっ？」

　夏久は小春がその場にいることをやっと認識したようで、驚おどろいた表情で振り向いた。

「……彼女はこの女めの童わらわの怪我を治療してくれた典薬寮の女によ医い生せいの──小春どのだ」

　小春の代わりに冬次が夏久へと紹しよう介かいしてくれたため、頭を下げておくだけに止とどめておいた。

「へぇ、女医生なんだ！　あっ、俺は在あり原わらの夏久。冬次の同どう僚りようで、親友なんだ。よろしくね！」

　夏久の背せ丈たけは冬次とそれほど変わらないが、すっきりと整った顔立ちの彼の瞳は丸く、表情が柔らかいため、全体的に明るいだけでなく、人ひと懐なつこそうな印象を抱いだいた。冬次を静かに佇たたずむ冬の月にたとえるならば、夏久の雰ふん囲い気きは夏日の爽やかな青空といったところだろう。

　気安さを交えた口調で話しかけてくれる夏久は、女医生である自分にも好意的のようだ。典薬寮では何となく疎うとまれているような視線を向けられていたので、夏久の態度に安堵しつつも、小春は柔らかい笑みを浮かべて頷き返した。

　一方で、冬次は頭が痛そうな顔で溜ため息いきを吐ついている。

「おい、話が逸それているぞ」

「あ、そうだった。……えーと、それで小春さんの髪結い紐の話だっけ？」

「は、はい。……私の髪結い紐ならば、五尺ほどの長さがあるので猫の首に付けるにはちょうど良い長さだと思うのです」

　小春は自身の髪をまとめていた桜色の組紐を解ほどいてから、矢代へと差し出す。ぱさりと自身の黒髪が落ちていくが、ふくらはぎ辺りまでの長さなので地面に着くことはなかった。

「くすしのおねえさま、貸してくれるの？」

「もし、矢代のお役に立てるなら」

「わぁ、ありがとう！」

　小春の厚こう意いを矢代は喜んで受け入れてくれたようだ。受け取った組紐を中将の首へと手慣れたように付けてから、矢代は嬉うれしそうな笑え顔がおで小春を見上げて来る。

「くすしのおねえさま、武官さま、助けてくれてありがとうございましたっ」

「今度は転んだりしないように気を付けてね」

「はぁい」

「よし、それじゃあ清涼殿まで案内するからな。組紐を握にぎっている手を離さないように気を付けるんだぞ」

　矢代の準備が出来たことを確認してから、鞾かのくつを脱ぬいだ夏久は階きざはしを上っていく。矢代が裸足はだしであるため、校書殿の中を通って清涼殿へと向かうようだ。

　矢代達を見送った小春はふっと息を吐はいてから、広げていた薬箱の中身を片付け始める。

　だが、やはり髪を一つにまとめておかないと動く際にはかなり邪じや魔まだ。いっそのこと、髪を腰こし辺りまで切ってしまいたいが、父や松江以外の女によう房ぼうに知られた際には面めん倒どうなことになると分かっているので切ることは出来ずにいた。

　……雪路さんならば、髪を結う紐を持っているかもしれないし、貸してもらおうかな。

　今日に限って、袖そでを捲まくり上げるための組紐を忘れてきてしまったので、代用も出来ない。髪をまとめるだけならば長さはそれほど必要としないので布の切れ端はしでも良いくらいだ。

　手で髪をまとめてみたが、離はなせば一瞬のうちに背中へと広がってしまう。多少、邪魔だが典薬寮まで我が慢まんするしかないと思っていると、まだその場にいた冬次から声をかけられた。

「……もし、君さえ良ければ、この手て貫ぬき緒おを貸すが」

　そう言って、彼は腰に下がっている太刀たちの柄つか頭がしらに結ばれている紺こん色いろの組紐を指差した。

「太刀の装そう飾しよくとして使っているが、髪を結うほどの長さはあるはずだ」

「ですが……」

「そのままの状態で典薬寮に戻もどるのは大変だろう。返すのは後日で構わないから使うと良い」

　冬次は太刀の柄頭に結んである組紐をいとも簡単に解いてから、小春へと手て渡わたしてくる。

　……あれ？　この組紐……どこかで見たような気がする……。

　そう言えば、母が生きていた頃ころにはよく組紐の組み方を教えてもらっていたなと思い出す。それ故ゆえに、作った組紐の中の一つと似ているように感じたのかもしれない。

「お借りしても宜しいのですか？」

「ああ」

「……ありがとうございます、坂上様」

　髪がまとまっている方が動きやすいのは確かだ。小春はお礼を告げながら頭を下げて、貸してもらった組紐で手早く髪を一つにまとめていった。

「……それと、名前は冬次でいい」

「え？」

　髪を括くくった小春は顔を上げたが、冬次は視線を逸らしたまま、抑よく揚ようのない声で静かに呟く。

「右近衛府には数人、坂上の姓せいの者がいる。君さえ良ければ名前で呼んでくれて構わない」

「わ、分かりました……。では、冬次様とお呼びさせて頂きます」

　姓が同じ者が他ほかにもいれば、呼ばれた際に判別が付かずに戸と惑まどうだろう。小春が頷き返すと、冬次はどこか安堵するような表情を一瞬だけ浮かべた気がした。

　しかし、それ以上の話題が見つからず、無言の状態が続いてしまう。典薬寮に戻ってもいいのかと迷っていると再び冬次の口が開いた。

「……君は女によ医い博士はかせだった小竹さんの娘むすめ、だろう？」

「……っ！　母様のことをご存知なのですか!?」

　冬次の口から母の名前が出てくるとは思っていなかった小春はつい、彼に詰め寄ってしまう。小春の周りで母のことを知っているのは父を除いて、雪路と松江だけだ。

　典薬寮に長く勤めている者ならば母を知っているかもしれないが、訊たずねてしまえば自分の素す性じようが露ろ見けんし、小春が出仕していることが父の耳に入るのを危き惧ぐしていた。

　それ故に、母の話を聞きたくても周りの人に訊ねることが出来ずにいた。

「あ、ああ。……昔、世話になったことがあってな」

　懐なつかしむように冬次は目を細めた。彼とならば、母のことを懐かしみながら話をすることが出来るかもしれない。そんな気持ちが沸わき起こった時だった。

「……だが先さき程ほど、女童にかけていた呪じゆ禁ごんは、小竹さんに教わったのか？」

　冬次は少しだけ鋭するどい目付きで訊ねてきたが、小春は彼が発した一言に首を傾かしげてしまう。

　……呪禁、って何だろう？　初めて聞いたけれど……。

　冬次はまるで小春がその呪禁というものを知っている前提で喋しやべっているようだった。

「あの、冬次様。……呪禁って何ですか？」

「……」

　そこで冬次の表情が固まり、次し第だいに強こわ張ばったものへと変わっていく。

　彼は小春が呪禁を女童にかけていた、とはっきりと言っていた。だが、小春が矢代へと呟つぶやいたのはただのおまじないだ。記き憶おくの中の母が自分へとかけてくれたおまじない──のはずだ。

　探さぐるように見つめていると冬次の瞳が一瞬だけ、揺ゆれた気がした。しかし、冬次は感情の読めない表情で、何事もなかったように静かに首を振ふった。

「……いや、俺の気のせいだ。気にしないでくれ」

「え……。ですが、あの……」

「すまないが、この後は見回りの仕事がある。……ここで失礼させてもらう」

　小春がそれ以上を問いかける前に、冬次はその場から早足で去ってしまう。だが、呼び止める言葉が咄とつ嗟さに思い付かない小春は彼の背中を眺ながめることしか出来なかった。

　……何だったんだろう、今の……。私に何かを隠かくしたように思えたけれど……。

　冬次の態度に対して、思い当たるのは「呪禁」というものについてだ。本当は呪禁というものが何かを冬次は知っているのだろう。そして、それが母と関かかわっていることも。

　冬次は知っているというのに、母の娘である自分が何も知らないことに対して、釈しやく然ぜんとしない小春は靄もやのようなものを心に抱いてしまう。

　胸の奥に沈しずんでいる何かが大きく波を打ったような心ここ地ちがした小春は、「呪禁」というものを知りたいという強い感情に揺れていた。




「ただいま、戻りました」

　典薬寮の女医処へと戻った小春は書き物をしていた雪路へと声をかけた。診しん察さつの時間が終わりへと近付いているからなのか、どうやら患かん者じやはいないようだ。

「ああ、おかえり。迷わなかったか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶでした。女官の因いな幡ばさんが雪路さんの薬で胃の調子がすっかり良くなったと仰おつしやっていましたよ」

「それなら良かった。彼女は責任感が強いから、精神的負ふ荷かが胃にかかっているんだろうね」

　患者の調子が良くなったことを知り、雪路は少しだけ表情を緩ゆるめていた。やはり、診みている患者の身体からだの調子が良くなっていくのは嬉しいのだろう。

　小春は雪路の前へと腰を下ろし、彼女が書き物を終えるのを待ってから、そっと訊ねた。

「あの、雪路さん」

「ん？」

「雪路さんは、呪禁というものを知っていますか」

「っ……」

　一瞬だった。それまで穏おだやかな様子だった雪路の表情が強張っていき、顰しかめたものへと変わっていく。その反応を受けて、小春は心の中で確信を得た。

　……雪路さんも知っていることなんだ。

　そして、自分だけが知らないのだ。まるで取り残されたような気分に寂さびしさを覚えた。

　しかし、雪路の視線は鋭いものとなり、小春を窘たしなめるように目は細められていく。

「……どこで呪禁のことを知ったんだ」

「えっと、内だい裏りの中で母様と知り合いだった人と会いまして、その方が仰っていました」

「他に聞いていた者はいないな？」

「い、いないと思います……」

　それまでとは違ちがった雪路の厳しい態度に驚おどろいた小春はごくりと唾つばを飲み込み、彼女の口から次の言葉が発せられるのを待った。

「小春。呪禁のことは誰だれにも話さないようにしなさい。聞いたことも忘れてしまいなさい」

「……何故なぜですか」

「話すべきではないからだ。そして、知るべきではない。……知らない方がいいこともある」

　雪路は苦く汁じゆうを飲まされたように顔を顰め、小春の視線から逃のがれるように顔を背そむける。

　頑かたくなに話そうとしない雪路に対して、小春は詰つめ寄るように膝ひざを進める。知らない方が良いと言われて、そうですかと納なつ得とく出来るわけがなかった。

「……どうして、私は知ってはならないのですか。雪路さんは知っているのに……」

「小春……」

「呪禁というものが母様に関わりのあることならば、私は知りたいです」

　冬次は呪禁を母に教わったのかと言っていた。それならば、母と呪禁には絶対的な関わりがあったはずだ。胸のつかえは大きくなるばかりで、治まる気配はない。

　小春が縋すがるように雪路を見つめていると彼女は小さく唇くちびるを噛かみ、やがて深い溜ため息いきを吐ついた。

「……やはり、お前と小竹さんはよく似ているよ。顔立ちだけじゃない。……大人しそうに見えて、意外と強ごう情じようなところもそっくりだ」

　二度目となる深い溜息を吐いてから、雪路は言葉を続ける。

「どうせ、このままはぐらかしても、また訊ねて来そうだからな。……分かった、呪禁について教えよう」

　雪路は深呼吸を何度かしてから、ゆっくりと口を開いた。

「呪禁とは……口に出すことさえも憚はばかられるほどに危険なものなんだ」

「危険なもの……？」

　予想していなかった言葉に、小春は思わず眉まゆをひそめてしまう。

「そうだ。これは呪のろいの力だ。……人を苦しめ、害する力を持っている。最悪の場合、死に至った者がいるほどだ」

　世間では「呪い」とは、怨うらみがある相手に不幸を与あたえる悪あしき行こう為いだと言われている。

　呪禁が人を傷付けるものだと聞いた時、重ねていた両手の指先が少しだけ冷えていく気がしたが、ここで聞くことを止やめるのは出来ずにいた。

「だからこそ、賊ぞく盗とう律りつに添そって禁じられているんだ。──誰も傷付かないために」

　賊盗律が謀む反ほんや殺人、厭えん魅みなどの犯罪に対して罰ばつ則そくを規定するものだと知っている。つまり、呪禁というものは律の中で、犯罪の一つとして禁じられている対象なのだろう。

「そ、の……。もし、呪禁について話したり、力を使っているところを見られた場合はどうなるのでしょうか……？」

　震ふるえそうになる声を抑おさえて、小春は恐おそる恐る訊ねてみる。雪路は苦いものを食べたような表情を浮うかべ、小春から再び視線を逸そらした。

「牢ろうに入れられるだけならばまだ良いが、場合によっては流る罪ざいもあり得るだろう。罪が重い事件の際には、親族も一いつ緒しよに配流された場合があったらしい」

　流罪は最も重い刑けい罰ばつだ。唾を飲み込もうとしたが、上手うまく飲み込むことが出来なかったのは喉のどに何かがつかえたからかもしれない。それでも小春は話の続きを聴きこうと耳を傾かたむけ続けた。

「小竹さんは……」

　そこで雪路は一度、言葉を紡つむぐことを止めた。口に出すことを苦しんでいるように。その言葉を吐はくことを罪としているように。そしてゆっくりと、ただ重く、静かに呟いた。

「……小竹さんは、呪じゆ禁ごん師しだったんだ」

「呪禁師……」

「呪禁を扱あつかう人のことをそう呼ぶ。あの人は世間で禁じられた危険な術を使っていたんだ」

「……っ」

　雪路から告げられた言葉を小春は素す直なおに受け止めることが出来ずにいた。まるで、後ろから頭を殴なぐられたような衝しよう撃げきが自分へと降りかかっていた。

「じょ……冗じよう談だん、ですよね……？　だって、母様は……っ！」

　医くす師しだった、そう告げようとした小春の言葉は途と中ちゆうで途切れてしまう。

「嘘うそではない。人を傷付ける力をあの人は確かに使っていた。……そして、自身も呪禁のせいで亡なくなったんだ」

　ひと呼吸を置いてから、続けられた言葉に小春は動けなくなっていた。自分以外の全すべての時間が止まってしまったように、息も心も何もかもが動かなかった。

「……呪禁は本当に危険なものなんだ。それにその危険性がお前にも宿っている」

「どういう……ことですか……？」

「おまじない程度の単純な呪禁であれば、学べば身に付けられるだろう。だが、一部の呪禁はそうではない。強力な呪禁は血筋によって遺伝するもので、特に小竹さんは強い力を持った呪禁師だった。……つまり、小春にも同じ呪禁の力が宿っている可能性があるということだ」

　どくん、と心臓が大きく脈を打ち、小春はまさかと言わんばかりに目を見開く。

「小竹さんが呪禁師であるということを知る者は極ごくわずかだ。だが、小竹さんの娘むすめであることが露ろ見けんすれば、小春を利用する者が現れるかもしれない。だからこそ決して、呪禁に関することを他言してはならないし、知ろうとしてはならない。……いいね？」

　雪路の顔を真っ直すぐ見ると、彼女は険しい表情を浮かべていた。雪路という人は、このような表情を浮かべながら冗談を言える性格ではないことを小春は知っている。

「そんな……」

　背筋を伸のばして座っていた身体は力が抜ぬけてしまったように、軸じくを失っていく。

　信じたくはなかった。母が人を傷付ける力を持っており、そして使っていた事実など、受け入れたくはなかった。何故ならば、自分の母は痛みや苦しみから救ってくれる医師であるはずだからだ。それなのに母が人の命を脅おびやかす呪禁師という存在だったことに衝撃を隠せず、抱いだいていた母への憧あこがれと現実の間に大きな差異が生じ、頭が混乱していた。

　自分にも母と同じ危険な力が宿っているなんて信じられないし、ましてや、母が呪禁によって亡くなったなど、受け入れられるわけがない。

　……母様の死の原因が、呪禁……？　呪禁師だったから、死んでしまったということ？

　喉の奥から吐き出してしまいそうになる何かを抑えるために小春は両手で口元を押さえた。

　全身に駆かけ巡めぐっていくのは悪お寒かんにも似たもので、いつの間にか鳥とり肌はだが立っている。小春の身体全てが、母が呪禁師だった事実と死の真実を受け入れることを拒きよ否ひしていた。

　……母様は、医師だった。優やさしくて、立派で、憧れの医師──。

　だが、それが偽いつわりだったならば、自分が信じて目指していたものは一体、何だったのだろうか。大きかった背中は最初から存在していなかったというのか。そう思ってしまえば、今まで抱き続けてきた強い想おもいが大きく揺ゆらぐ。

　がらがらと何かが崩くずれ去っていく音が頭の中で響ひびき、優しい笑えみを浮かべている母の姿が、ぼやけていく気がした。

「……大だい丈じよう夫ぶだ。普ふ通つうにしていれば、呪禁を使うことも関かかわることもない」

　目の前から気き遣づかうような雪路の声が降り注いだが、小春はすぐに顔を上げることは出来なかった。きっと、今の自分の顔は青ざめてしまっているだろう。

　暗くら闇やみの中でもがくように呼吸をしてから、小春がゆっくりと視線を向けると雪路は痛ましいものを見るような瞳でこちらを見ていた。そんな彼女に小春はかろうじて頷うなずき返したが、それでも心の中は思考の整理をすることさえ難しいほどに乱れていた。

「……小春。お前が医師になりたいと思ったきっかけはどうであれ、今の道を選んだのはお前の意思だ。……その気持ちを大事にしなさい」

　雪路は知っている。小春が母に憧れて、医師を目指していたことを。小春と母が交かわした約束のことを。だからこそ、その言葉を告げるのだろう。

「……はい」

　雪路にそう答えつつも、小春の心は今までのように強固なものにはなれなかった。

　母のような医師になりたいとそれだけを望んでいた。だからこそ、父に見つかる危険を承知で、典薬寮までやってきたというのに。

　……私は、これから──どうすれば良いのだろう……。

　目標だった存在を失った今、何を目指して、どこに向かえばいいのか、分からなかった。
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　──小春。母様と約束をしましょう。……自分の選せん択たくに後こう悔かいしないように、努力することだけは決して怠おこたらないで。そして、どうか……最後まで人を救うことを諦あきらめない──そんな医師になってね……。

　脳内で何度も繰くり返されるのは、倒たおれた母が最さい期ごの力を振ふり絞しぼるように小春へと告げた言葉だ。今まで、何度も心の中で反はん芻すうしては、母が望んだ医師になるために頑がん張ばって来たというのに、その想いは淡あわく砕くだけ、崩れてしまった。

　母が呪禁師だったという真実を告げられた小春の心には、濃こい靄もやがかかったままで晴れることがない。

　……母様はどうして……あの言葉を私に遺のこしたんだろう。

　医師を目指す小春を応おう援えんする言葉だと思っていたが、母が呪禁師だったことを知り、今となってはその真意も分からなくなってしまう。

　小春は頭を軽く振ってから、重い足取りのまま、目的地に向けて歩みを進める。

　小春のもとへと先日、助けた女めの童わらわの母親からお礼がしたいとの文ふみが送られてきたため、待ち合わせ場所である内だい裏りの後涼殿へと赴おもむいていた。

　後涼殿の西にし廂びさしの北側の階きざはしで待ってくれていた女によ人にんは女郎花おみなえし色いろの唐から衣ぎぬを纏まとっており、歳としは二十代半ばに見える。穏おだやかで優しげな面おも差ざしは矢代と少しだけ似ていた。矢代の母、若狭は帝みかどが居住する清涼殿で、身の回りの世話をする女によう房ぼうとして勤めているらしく、その所作や言こと葉ば遣づかいはとても優ゆう雅がで気品があった。

「先日は娘の矢代を助けて頂きまして、ありがとうございました。こちら、矢代がお借りしていた組くみ紐ひもと……お礼の柑こう子じです。宜よろしかったら、召めし上がって下さい」

　若狭から小春に手て渡わたされたのは貸していた桜色の組紐だけではなかった。布に包まれた重いものが小春の手に載のせられたため、驚おどろいてしまう。

「そんな……。私は自分に出来ることを行っただけで、お礼を頂くほどのことでは……」

「どうか、遠えん慮りよなさらないで下さい。……矢代は私にとって大事な娘です。その娘に対して、丁てい寧ねいに接して頂いたのですからお礼を受け取って頂けなければ、私の気が済みませんわ」

　そこまで言われたならば、受け取らないわけにはいかないだろう。これ以上、遠慮するのは相手にも失礼である。

「……では、ありがたく頂きますね」

　小春の返事に若狭は柔やわらかな笑みを浮うかべながら頷き返す。

　若狭は失礼しますと告げて、その場から去って行った。物もの腰ごしが柔らかく、丁寧な人だったなと思いつつ、小春は組紐を懐ふところへ仕し舞まい込み、貰もらったばかりの柑こう子じの包みを抱かかえ直した。

　鼻を掠かすめていくのは爽さわやかな香かおりだ。一人で食べるには勿もつ体たい無い気がして、あとで雪路にも分けたいとそんなことを思いながら、典薬寮に戻もどるために踵きびすを返そうとした時だ。

「──半人前で女のくせに、さっそく清涼殿の女房に取り入るなんて、随ずい分ぶんと尻しつ尾ぽを振るのが上手うまいようだな」

　まるで氷の棘とげのような言葉が背後から響き、驚いた小春はゆっくりと振り返った。視線の先には小春よりも三、四歳ほど年上の青年が三人、睨にらむようにこちらを見ていた。

　……あ、この人達は……。

　無位であることを表す浅あさ黄き色いろの袍ほうを制服とし、黒の頭ず巾きんを被かぶった青年達は同じ典薬寮の医い生せいだ。彼らは小春が入にゆう寮りようした当初から冷めた視線を向けてくるため、その顔をよく覚えていた。

　医生達も何かの用事で内裏に来ていたのかもしれない。彼らとはあまり関わり合わない方が良いだろうと普ふ段だんは避さけているのだが、ここ数日は母が呪じゆ禁ごん師しだったことに動どう揺ようし、心ここにあらずの状態が続いていたため、気付くのが遅おくれてしまった。

　今にも迫せまって来そうな三人の威い圧あつを感じ取った小春は、思わず肩かたを震ふるわせてしまう。後ろに下がろうと思っても、そこには後涼殿の階があるため、簡単に逃にげることは出来なかった。

「薬を届けるだけのおつかい程度のことしか出来ないくせに、入寮したばかりの見習いの分際で、随分と調子に乗っているみたいだな？」

　典薬寮には女人の医くす師しのことを快く思わない者がいると聞いていたが、目の前の彼らは小春に対して明らかに敵意のようなものを向けて来ていた。

「わ、私は……。ただ……」

「女が口答えするな。どうせ、頭が堅かたくて可か愛わいげがないからって、まともな縁えん談だんが来なかったんだろ？　婿むこ探しなら他所よそでやってくれよな。媚こびを売っているみたいで目め障ざわりなんだよ」

　嘲あざけるような言葉を浴びせられた小春の胸を冷たく鋭するどいものが貫つらぬいていった。まさか、自分がそのように見られていたとは思わず、小春は慌あわてて首を横に振った。

「ちっ……違ちがいます、私は医師に……なりたくて……」

　だが、自分で呟つぶやいた言葉に疑問を感じ、小春は小さく動揺する。

　……私は本当に、医師に……なりたいのかな……。

　自分のことなのに、分からないのだ。言葉に詰つまった小春はそれ以上を紡つむぐことが出来ず、唇くちびるを結んでしまう。

　小春が動揺したことを医生は勘かん違ちがいしたのか、鼻で笑ってから冷めた言葉を続けた。

「女人の医師なんて、たいしたことなど出来ないだろうに。典薬寮には不要なだけだ」

「医師は男の職なんだよ。どれだけ知識と技術を得ようが所しよ詮せんは男の医師の真ま似ね事ごとだ。覚えるだけ無む駄ださ」

「っ……」

　嘲りと侮ぶ蔑べつに耐たえるように、小春は抱だいている柑子の包みをきゅっと握にぎり締しめてしまう。

　……どうしよう、怖こわい。こんな時、どう返せばいいのか、分からない……。

　威圧的な人間は父と重なってしまうので苦手だ。それでも以前までならば、絡からまれても気き丈じようでいられる自信があった。今、その自信がないのは、自分の中で医師になるという想おもいが揺らいでしまっているからだ。だからこそ、医生達に反論する言葉が思い浮かばなかった。

「それに入寮試験も本当は裏で根回しでもして合格したんじゃないのか？　お前、さっきの女房みたいに誰だれかに取り入るのが上手そうだもんな」

「ほら、俺達にも尻尾を振ってみろよ。色々と丁寧に教えてやるぜ」

「ははっ、どうせまともに教える気なんてないくせに」

　その嘲ちよう笑しように対して、小春は唇を小さく噛かんだ。どうして、これほどまでに言われなければならないのだろうか。自分はただ、憧あこがれていたものを求めて典薬寮に入っただけだというのに。

　悔くやしさと恐おそろしさが入り混じり、小春はとうとう顔を下に向けてしまう。

「──何をしているの」

　小春の瞳ひとみに涙なみだが浮かびかけていた時。凜りんとした声がその場に響ひびき、一いつ瞬しゆんで意識を奪うばわれる。振り向いたのは小春だけではなく、医生達も同じだった。

　声がしたのは後涼殿の階を上った先の簀すの子こからで、視線の先には数人の女人達がこちらを見ていた。その中心に誰かが立っているのか、二人の女人が几き帳ちようを掲かかげて、他者からの視線を隠かくしているようだ。つまり、几帳の内側にいる女人は並の身分の者ではないのだろう。

「あなた方があまりにも大きな声でお話ししているから、隣となりの殿でん舎しやまで聞こえていましたよ」

　二十歳はたち前後の女人が一歩、前へと出て鋭い声で咎とがめる。ただならぬ雰ふん囲い気きを纏っている女人達を前にした小春と医生達は、気け圧おされるようにその場に膝ひざを折った。

「……話は全すべて聞こえていました。あなた方は典薬寮の者なのでしょう」

　几帳の内側に隠されている女人の声は決して大きいものではないというのに、その場を掌しよう握あくする力を持っているようだった。

「そっ……そうでございます」

　医生は青ざめながら、引き攣つったような声で返事をしていた。

「そして、そこの娘むすめは典薬寮に入ったばかりの新人だとか」

「……さようでございます」

　問いかけられた質問に対して、小春は声を震わせながら答える。相手は恐らく、後こう宮きゆうの女房などではない。それよりももっと身分が上の者に違いないと自身の直感が告げていた。

「随分と棘のある言葉で追つい及きゆうしていたようですが……己おのれの意思で典薬寮へと入寮した彼女の存在とそれまでの努力を貶おとしめる資格があるほど、あなた達は尊く、偉えらい立場なのでしょうか？」

「っ……」

　凜とした声こわ色いろの中には丁寧さとともに、口答えが許されない静かな威圧が感じられた。

「そこのあなた。……あなたは医師になりたくて、典薬寮に入ったのよね？」

　直接的な問いかけに小春は一瞬だけ驚いた表情を浮かべそうになったが、掠れかけた声で「はい」と返事をした。

「それならば、胸を張って堂々としていなさい。顔を伏ふせることは己の意思を自分で否定していることと同じよ。……あなたは自分の力で、今の場所に立っているのでしょう？」

　先さき程ほどまでの力強い口調とは違い、柔らかな優やさしさが含ふくまれた言葉だった。そこに芯しんが通っているものを感じ取り、はっとした小春はすぐに背筋を伸のばした。

　几帳の隙すき間まから小春の様子が見えているのか、女人の声は再び、医生達へと向けられる。

「……自分の意思で目標に向かって一いつ生しよう懸けん命めいに努力している人を嘲あざ笑わらうのは楽しいですか」

　ぜひ教えて欲しいと言わんばかりに女人の声色は低いものへと変わっていく。

「他人の努力を笑っている者が、自分の望むものになれるとお思いで？　そして誰かを貶め、嘲笑した者が、他ほかの誰かに自身が信用されると思っているのですか」

「……」

「もし、心からそのように思っているのならば、それは改めるべき行いだと思いますよ」

　女人の言葉に、医生達は顔を青白くしたまま、額に汗あせを浮かべている。呼吸が出来ているのか確かく認にんしたくなるほどに、彼らは石のように固まっていた。

　一方で小春は心の底から驚おどろいていた。まさか、自分のような見習いの身の上の者を庇かばう人がいるとは思っていなかったからだ。男ばかりの仕事場で、女によ人にんが同じように仕事をすれば嘲笑や悪意などは付き物だと分かっていた。耐えることが出来ないのは自分が悪意や敵意に慣れていないからで、そして実力を人に認められていないからだと思っていた。

　……でも、違う。この方は……肯こう定ていして、尊重してくれているんだ。私の、意思を。

　高貴な雰囲気を纏まとった女人は、見知らぬ自分を守ろうとしてくれている。庇ってくれる理由は分からないが女人の言葉は小春の胸の奥へと響き、温かいもので覆おおわれていく心ここ地ちがした。

　医生達は先程までの勢いを失ったまま、項うな垂だれている。誰も言葉を発しようとはせず、沈ちん黙もくだけがその場に流れていた。

　一つ、小さな溜ため息いきが響く。その溜息に、医生達は肩を大きく震わせているようだった。

「そこのあなた。……履はき物を持って、こちらへいらっしゃい」

　几帳の隙間から、細く白い手を出した女人は小春へと手招きしていた。

「へぁっ？　あっ……は、はいっ……」

　女人の言葉に従うように膝を折っていた小春は慌てて立ち上がり、草ぞう履りを脱ぬいだものを空いている手で抱かかえつつ、足音を立てないように気を付けながら階きざはしを上った。

　小春が階を上り切ると、几帳の内側へと隠すように周囲の女人達に押し込まれてしまう。だが、驚いたのは几帳の内側に隠されていた女人が目の前にいたことだ。

　濃こき紫むらさきの単ひとえに、表が淡あわい紅梅色から濃こい蘇す芳おう色いろの袿うちぎを重ねた梅うめ重がさねの襲かさね、薄うす色いろの表うわ着ぎ、そして浅あさ紫むらさき色いろの唐から衣ぎぬを纏まとい、裳もを引いている女人は桜の絵が描えがかれている扇おうぎを広げている。顔半分は扇で隠れていたが、思わず溜息が出てしまうほどの美人がそこに立っていた。
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　高貴な女人は小春を一いち瞥べつすると周囲の者達に頷うなずいてから、踵きびすを返して歩き始める。彼女に付き従っている女人達は再び几帳を掲げてから、貴人の姿を周囲から隠しつつ歩き始めた。

　何が起きたのか分からなかったが、立ち止まることも出来ず、小春は女人達の中に交じって、その場を去るように歩くしかなかった。

　去り際ぎわ、少しだけ振ふり返った小春は、膝を折ったままの医い生せい達の方へと視線を向けたが、彼らはいまだに顔色を悪くしたまま、動くことはなかった。

　高貴な女人によって、医生達の前から連れ出してもらった小春だったが、この足がどこに向かっているのかは分からない。ただ、無言のまま、付いていくことしか出来なかった。

　……先程のお礼を言いたいけれど、身分が下の者から声をかけるのは憚はばかられるし……。

　声をかけることも出来ず、ただ歩くだけだ。それでも、小春は雪路に教えてもらっていた内だい裏りの内部について思い出そうとしていた。

　……ええっと、後涼殿と繋つながっているこの渡わた廊ろうの先は……。

　確か、この先にあるのは藤ふじ壺つぼと呼ばれている飛ひ香ぎよう舎しやと梅うめ壺つぼと呼ばれている凝ぎよう花か舎しや、雷かん鳴なりの壺つぼと呼ばれている襲しゆう芳ほう舎しやの三つの殿舎があったはずだ。

「……ごめんなさいね、つい口を出してしまって」

　それまで無言で歩いていた女人がぴたりと足を止めてから、小春の方に少しだけ振り返る。

「でも、どうしても見み逃のがせなかったの。あなたが震ふるえているように見えたから……」

「っ……。あの、見ず知らずの自分を助けて頂き、ありがとうございました」

　小春は頭を深く下げて、女人へとお礼を告げる。だが、お礼は不要だと言わんばかりに女人は扇の裏で笑っていた。

「いいのよ。……けれど、わたくしが出しゃばったことであなたの立場を更さらに悪くしてしまったら、ごめんなさいね」

「いえ、そんな……」

　小春がお礼の言葉を続けようとした時だった。

　突とつ然ぜん、女人の身体からだがふらり、と前のめりに揺ゆれたのである。

「女によう御ご様！」

　その場にいた他の女人達が慌あわてたように、「女御様」と呼んだ女人の身体へと手を伸ばす。

　幸いにも女人の身体が床ゆか上うえに倒たおれることはなかったが、小春は突然のことに反応が遅おくれてしまったため、見ていることしか出来なかった。

「ああ、もう……。熱が出ているではありませんか」

「いくら気分が良いとは言え、無理をしてはまた寝ね込こむことになりますよ」

　恐らく、女人達は女によう房ぼうなのだろう。そして、少し呼吸を崩くずしている女人は女御だったのだ。

　現在、帝みかどには三人の女御が入じゆ内だいしている。弘こ徽き殿でんの女御、常じよう寧ねい殿でんの女御、そして──藤壺の女御。つまり、藤壺へと続くこの渡廊を通っている彼女こそが、藤壺の女御なのだと気付く。

　想像以上に尊い身分の女人を目の前にして、小春は瞳を丸くしてしまっていた。

「だって……。主上おかみに朝あさ餉がれいの壺つぼの前せん栽ざいを整えたから見に来ないかと、せっかくお誘さそいを頂いたのよ？　少しくらいの無理はするわ……」

　先程と比べると、女御の口調が弱々しくなっており、身体が辛つらいことが窺うかがえた。

「はい、はい。ですが熱が出ては主上に心配をおかけしてしまうでしょう。庭は逃にげませんので、まずは体調を整えましょうね」

「……そうね、分かったわ。主上には後で文ふみを出すわ……」

　どこか残念そうに女御は呟つぶやく。それから小春の方へと振り返り、女御は小さく苦く笑しようした。

「見苦しいところを見せてしまったわね」

「い、いえっ、そのようなことは……。あの……」

　自分が具合を診みましょうか、とその言葉を告げることを小春は躊躇ためらってしまう。今の自分の腕うででは、患かん者じやが内服する薬を作ることは許されていないからだ。

　小春は伸ばしかけた手をぐっと引っ込めてから、別の言葉を告げるしかなかった。

「お熱があるとのことですが女医処の医くす師しをお呼びしましょうか……？」

「心配してくれるの？　……ありがとう。……けれど大だい丈じよう夫ぶよ、いつものことだから」

　そう言って、女御は薄うっすらと笑えみを浮うかべつつ断ったが、顔色は悪いように見えた。

「あなた、時間は大丈夫？」

「えっ、あ、はい……」

「それならば内裏の北にある玄げん輝き門もんまで遠回りしてから典薬寮へと戻もどるといいわ。……先程の者達があの場に居ては帰る際に鉢はち合あわせしてしまうでしょうから」

　女御は自身の身体が辛いにもかかわらず、小春のことを静かに案じてくれている。小春を思い遣やってくれる心遣いに、なんと優しい人なのだろうと胸を打たれた。

「それでは、またね」

　女御は女房達に支えてもらいながら、渡廊のさらに奥へと進んでいく。小春はその後ろ姿を眺ながめつつ、深々と頭を下げた。

　……女御様のような素す晴ばらしい心根を持った方が苦しんでいたのに、私は──何も出来なかった。典薬寮に身を置いているのに、何て不ふ甲が斐いないんだろう……。

　医師として未熟な自分を実感し、それがとてつもなく歯がゆく感じられた。小春は唇くちびるを一文字に結びつつ、奥歯を強く噛かみ締しめる。

　目の前で苦しんでいる人がいても、今の自分では助けることは出来ないのだ。「医師」ならば、患者を見逃すなど、絶対にあってはならないというのに。

　……もっと、技術と知識を身に付けないと、私は何も出来ないだけの人間になってしまう。

　小春はゆっくりと顔を上げる。簀すの子こにはもう誰だれもおらず、どこか遠くから女人の話し声のようなものが微かすかに響ひびいていた。自分が立ち入ることが出来ない空間がこの先には広がっているのだろう。入れないのは、自分が「女によ医い」ではないからだ。

　……女医としての力量を認められれば高貴な人を診ることだって、出来るようになるはず。

　むしろ、それこそが女医処に勤める者としての本質であり、意義だ。

　今度は俯うつむくことがないように、小春は背筋を伸のばしていく。女御から貰もらった言葉は、自分にとっては支えとなり、そして誇ほこるべきものとなっていた。

　……私がこれまでやってきた努力は自分のためのものであったけれど、その努力が辿たどり着く先は「女医」として、患者となる人達と向かい合うためだもの。

　今も母と呪じゆ禁ごんに関することは割り切れないまま靄もやがかかるような心地を抱いだいているし、純じゆん粋すいに心から「医師」になりたいかどうかは分からないままだ。

　それでも、心には新しい想おもいが生まれていた。

　……今みたいに、自分の不甲斐なさに嘆なげいたり、後こう悔かいしたくない。私は──自分だけの力が欲しい。自分の力で、人を救えるようになりたい。

　荷物を持つ手に力を込める。先さき程ほどまで冷え切っていた指先には新しい熱が宿っていた。

　目の前で苦しんでいる人を助けられないのは嫌いやだと強く思った。ならば自分は、助けたい人を助けられる力が欲しい。それを自覚した小春は止まっていた足を一歩ずつ、進めていく。

　……真っ直すぐ、前を向かなきゃ。私を助けてくれた女御様に恥はじない自分になるために。

　高貴な女によ人にんである女御と再び、会えるかどうかは分からない。それでも、いつか女御と会うことがあれば、胸を張った自分でいたかった。

　小春は挑いどむような表情のまま、教えてもらった玄輝門に向かうために簀子を歩き続ける。

　自分は今、求めるものが得られる場所に立っている。それならば、立ち止まっている暇ひまなどなかった。
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　女御との出会いにより、心に再び熱いものが宿った小春はそれまで以上に、医学に関する知識を得ようと貪どん欲よくになっていた。その成果が実ったのか、半月後に行われた医生達を試ためす定期試験では一番の成績を取り、雪路に褒ほめちぎられたほどである。

　とある日、大内裏の外に置かれている検け非び違い使し庁ちようから典薬寮へと応おう援えんの要よう請せいが届いた。

　京の治安などを担当し、時には荒あら事ごとを処理しなければならない検非違使は生傷を作りやすい仕事だ。昨晩から早朝にかけて盗とう賊ぞくの大おお捕とり物があったようで、死人はいないが怪け我がをした者が多く出てしまい、検非違使庁の医師だけでは対処しきれなくなってしまったらしい。それ故ゆえに小春を含ふくめた医生達が実じつ践せんの研修も兼かねて、怪我人の治ち療りようのために訪おとずれていた。

　医い生せい達の中に交じって検非違使達へと治療を施ほどこしていたが、女人である小春を侮あなどり、治療を断る者もいた。それでも小春はめげずに真しん摯しな態度を崩さず、治療をし続けた。

　何人か怪我人を診た後、次に担当することになったのは歳としが四十に近い、小お野のの蔵くら好よしという検非違使だった。顔はどちらかと言えば四角で、髭ひげが伸びていて厳いかつい面つら構がまえである。

　藁わらで編まれた筵むしろの上に座る蔵好の視線に合わせるように小春は腰こしを下ろし、軽く挨あい拶さつをしてから治療を始めた。彼も小春が治療することを拒こばむだろうかと危き惧ぐしていたが、問もん診しんをする際の受け答えからは嫌けん悪おするようなものは感じられず、少しだけ安あん堵どしていた。

　小春へと差し出された腕には赤く生々しい一線が刻まれていた。見たところ、血は止まっており、傷もそれほど深くはないようだ。

「……大丈夫か？　嬢じようちゃんには少し、血なまぐさくはないか？」

「いいえ、平気です。……こちら、太刀たちによって作られた傷でしょうか」

「ああ。まぁ、このくらいの怪我なら、命に関かかわるほどじゃないからたいしたことねぇよ」

　どこか自身の怪我を軽視している蔵好の言葉に小春は小さく首を振ふる。

「……大怪我でなくても、甘く見てはいけませんよ。小さいと思っていた怪我が取り返しのつかない事態を招くこともあるんですから。なので、どのような怪我を負っても医師に必ず診てもらって下さいね。……痛みというものは我が慢まんしてしまえば、医師からは見えなくなってしまいます。患者が痛みや苦しみを自覚して初めて、医師というものは救うために手を差し伸べることが出来るのですから」

　小春の言葉に蔵好は目を小さく見開いた。しかし、どこか気が抜ぬけたように目元を和やわらげて、それから苦笑する。

「……ああ、そうだな。……確かに俺の痛みは俺にしか分からないからな」

　納なつ得とくするように頷うなずいてから、蔵好は肩かたの力が抜けるような息を吐はいた。

「それじゃあ、嬢ちゃん。……治療を頼たのむよ」

「……はい」

　蔵好の様子が少し変わったことが気になったが、小春は治療の方を優先することにした。

　蔵好の右腕を手に取りつつ、水みず桶おけに浸ひたしていた柄ひ杓しやくで掬すくい取った水で血を洗い流し、用意していた布の切れ端はしを使って、丁てい寧ねいに拭ふいた。

　薬箱の中から切り傷と止血に効果がある石つわ蕗ぶきと藍あいの生の葉を取り出してから、指先で細く千切り、乳にゆう鉢ばちに入れていく。そこに水を数すう滴てきほど加えて、乳棒ですり潰つぶすように混ぜた。

　混ぜ合わせた薬草が細かく、柔やわらかい状態になったことを確かく認にんしてから、小春は蔵好の方へと向き直る。作ったばかりの塗ぬり薬を指先で掬い取り、蔵好の腕に刻まれている傷が広がらないように注意しながら、薄うすく、広く、丁寧に塗っていく。

　全すべて塗り終わった小春は次に、清潔で新しい細切りの布を取り出し、差し出されている腕にゆっくりと巻き、処置を全て完かん了りようさせた。

「これでおしまいです。……腕うでに違い和わ感かんなどはございませんか？」

「いや、動きやすいぞ。巻き方が上手うまいんだな」

「……ありがとうございます。しばらくの間は腕を激しく動かさないようにお願いしますね。巻いている布は数日経たってから取り換かえて下さい。その際に塗っている薬も水で洗い流して下さって構いませんので」

　小春は他ほかに注意するべき点や伝えておくことはあったかどうかを指折り数えていく。そんな小春を見て、蔵好は息を零こぼすように笑った。

「丁寧に処置を施してくれてありがとうな。……若いから腕前はどんなものかと思っていたが、想像以上に手て際ぎわが良くて、安心して任せられたよ」

　蔵好は右腕を少し上げつつ、満足気に笑っている。あまりにも真っ直ぐにお礼を告げられた小春はどのように反応を返せばいいのか、迷ってしまった。

「い、いえっ……。私はただ、小野様の怪我が一日でも早く治るように、医くす師しとして出来ることを行っただけですので」

　すると、蔵好は少しだけ目を見開き、独り言のように小さく呟つぶやく。

「……やっぱり、似ているな」

　まるで彼の中で何かが結びついたと言わんばかりに、蔵好は頷いていた。

「ええっと、あの……。似ている、とは……？」

　蔵好の呟きの意味が分からなかった小春は首を傾かしげながら訊たずねてみる。

「いやぁ、嬢ちゃんが言っていた言葉に似たものを六、七年ほど前にも言われたことがあるんだよ。……痛みは我慢してしまえば医師からは見えないものになってしまうから、どのような怪我だとしても声を上げて欲しい──。でなければ、救えるものも救えなくなってしまう、と女によ医い博士はかせだった女人に𠮟しつ責せきされたことがあってな」

　当時のことを思い出しているのか、蔵好はどこか遠くを見ているようだった。

「女医博士」と聞いた小春は一いつ瞬しゆん、息をのむ。五年以上前の女医博士ならば、蔵好が言っている女人は雪路ではなく、小春の母、小竹のことだろう。

「治療の後に俺がお礼を言えば、医師として出来ることを尽つくしただけだと、そう答えていた。……言葉だけでなく、患かん者じやに対する姿勢が似ているように感じたからだろうな。つい、嬢ちゃんとその女医博士が重なって見えたんだよ」

「……そう、だったんですね。私とその方が……」

　蔵好は懐なつかしむように目を細めている。最初は動どう揺ようした小春だったが膝ひざを一歩進めて、思い切って訊ねてみることにした。

「あの、その女医博士がどのような人だったのか、伺うかがっても宜よろしいでしょうか」

　小春が話に食い付いてくるとは思っていなかったようで、蔵好は少し驚おどろいていたが、すぐに気前が良さそうな笑えみを浮うかべてから頷き返してくれた。

「彼女に診みてもらったのは、俺が大捕り物で少し失敗した時だったな。腹の辺りに切り傷を作ったんだが、たいした怪我じゃないと思って隠かくしていたんだ。……俺よりもひどい怪我をしている奴やつは多くいたから、そっちを優先に治療してもらいたくて黙だまっていた」

　この辺りだ、と言って蔵好が自身の腹部を指差した。

「でも、俺がやせ我慢しているのを察して、すぐに治療を施してくれたのがその女医博士だった。彼女曰いわく、これ以上、怪我を放置していれば、取り返しのつかないことになっていたらしい。……彼女が気付いてくれなければ、俺はここにはいなかったかもしれないな。そういう意味ではあの人は俺にとっての恩人なんだよ」

　恩人だ、と蔵好が語る母の姿は小春が今まで夢見ていた像と重なっていた。

　性別や身分に関係なく、どのような怪我や病でも真摯に患者と向き合う医師──。それは小春が追いかけていた母の姿そのものだった。

「……今は、傷は痛みませんか」

　小春が蔵好の腹部へと視線を向けつつ訊ねると、彼は自身の腹をぽんっと軽く叩たたいた。

「ああ、痕あとは残ったが、傷は塞ふさがっているよ。……そういえば、治療が終わった後はいつの間にか痛みが引いていたな」

「え……。痛みが、引いた……？」

　蔵好の言葉に引っかかる何かを感じた小春は彼の言葉を反はん芻すうする。

「きっと、良い薬を使ってくれたんだろう。思っていたよりも傷の治りが早くて、すぐに仕事に復帰出来たから助かったな。……ここ数年は会っていないが、彼女は本当に腕が良い医師だったよ」

　痛覚に効果がある薬の存在など、自分は聞いたことがない。それに刃は物ものによって出来た切り傷の痛みがすぐに治まるわけがないため、あまりにも不自然に思えた。

　……もしかして、呪じゆ禁ごん……？

　小春は先日、自身が女めの童わらわに「おまじない」と称しようして、無自覚に呪禁を使っていた時のことを思い出す。あの時も、女童は痛みが消えたと言っていた。それならば、女童と蔵好が言っている「痛みが引いた」状じよう況きようが、同じ呪禁によるものではないかと思えたのだ。

　……母様はこの人にも呪禁を使って……そして、救ったということ……？

　心臓が大きく脈を打ち始める。小春は新たに抱いだいた動揺を覚さとられないようにと左手を自身の胸むな元もとへと添そえて、小さく息を吐いた。

　……でも、雪路さんが言っていた呪禁についての話と全く違ちがう。だって呪禁は人を傷付け、苦しめる力を持った、危険なものだと言っていたもの……。

　噛かみ合うことのない何かが頭の中で勢いよく巡めぐっていく。呪禁とは一体、何なのだろうか。蔵好の話を聞いた後では、本当に悪いものなのか、という疑問が心の中に生まれていた。

　……ちゃんと、呪禁のことを正しく知りたい。そうすれば、母様が危険だと言われている呪禁を使っていた理由や亡なくなった原因が分かるかもしれない……。

　何も知ろうとしないまま、決め付けてしまえば、呪禁の本質は分からないままだろう。それならば、得体の知れないまま、ただ恐おそれるよりも理解するための努力をするべきだ。たとえ、そこに自分が望んでいないものが待っていたとしても。

　考え込むように黙っていた小春の肩を蔵好は左手で軽くぽんっと叩いて来る。

「嬢じようちゃん。男ばかりの仕事場で大変だろうが、嬢ちゃんの心こころ遣づかいは身に沁しみる優やさしいものだ。相手を思い遣やることを忘れない、良い医師になってくれよ」

　蔵好が女によ人にんの医師見習いである小春に対して好意的だったのは、女医博士だった母に助けられたからだろう。母娘おやことは気付かなくても、小春と母を重ねていたのかもしれない。

　小春は唇くちびるを結び直してから、力強く頷き返した。

「はい。……いつか、きっと」

　そう返事をすれば、蔵好は穏おだやかな表情を浮かべ、目を細めていた。
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　呪禁について知りたいと思ったものの、雪路からは知ろうとしてはならないと注意を受けているため、彼女に訊ねることは出来ない。それならば、どのように調べようかと考えた小春はたった一人、呪禁について知っていそうな人物を思い出した。

　……冬次様ならば、知っていると思うけれど、訊ねたところで教えてくれるかなぁ。

　先日、呪禁と初めて耳にした際に詳くわしく訊ねようとしたが、彼は仕事を理由に静かに拒きよ否ひしていた。果たして、もう一度訊ねたとして、答えてくれるかどうかは分からない。

　……でも、呪禁を知るには、あの人に訊ねるしかないもの。

　それに冬次に会いに行く口実として、彼に貸して貰もらっていた手て貫ぬき緒おもある。これを返す際に訊ねてみよう。

　典薬寮での出仕が終わった後、小春は先日訪おとずれた詰つめ所ではなく、右近衛府へと向かった。行き違いになる可能性もあるが、その場合はまた後日、訪ねるつもりである。

　右近衛府は上じよう西さい門もんと殷いん富ぷ門もんの間に置かれており、典薬寮からそれほど遠くない。

　お礼の品を何にするべきか考えたが、高価なものが買えない小春は、松江に頼たのんで市で買ってきてもらった干し棗なつめを持って行くことにした。そもそもお礼に何かを贈おくることが初めてなので、この選せん択たくが正しいのかは分からないが。

　小さな緊きん張ちようを抱きつつも小春は右近衛府の門の内側へと足を踏ふみ入れていく。

「うーん……。建物が思っていたよりも多くて、どこに向かえばいいのか……」

　右近衛府の敷しき地ちは典薬寮の二倍ほどの広さがあるようで、小春はさっそく迷子になりかけていた。誰だれかに訊ねた方がいいかもしれないと小春が迷っていると、すぐ後ろから訝いぶかしがるような声こわ色いろで声をかけられる。

「──どなたかお探しで？」

　小春が振ふり返るとそこには武官装しよう束ぞくを着た青年が二人、こちらを見ていた。右往左往している小春を見かねて、声をかけてくれたのかもしれない。

「もしよければ、力になりますよ」

　青年達は気安い様子で小春へと訊たずねて来る。同じ武官ならば、彼らに訊ねた方が冬次を見つけやすいと思い、小春は思い切って聞いてみることにした。

「あの……。右近衛府に勤めている、坂上冬次という方を探しているのですが……」

「……坂上冬次だと？」

　だが、それまで穏やかな雰ふん囲い気きだったはずの青年達の表情は一瞬で険しくなっていた。突とつ然ぜん、表情が変化した彼らに、小春は戸と惑まどってしまう。

　不ふ穏おんな空気が流れる中、淀よどみを洗い流してしまうほどの明るい声がその場に響ひびいた。

「──あれっ？　もしかして、小春さん？」

　名前を呼ばれた小春が勢いよく振り返るとそこには冬次の同どう僚りようの夏久がいた。顔見知りである彼の登場に小春は少しだけ、安あん堵どしてしまう。

「在原様……」

「夏久でいいよ。こんなところまで来て、どうしたの？　右近衛府に何か用事？」

　武官装束の夏久は内だい裏りの見回りを終えて、衛え府ふに戻もどってきたところらしい。

「あの、冬次様に用事がありまして……」

　夏久は小春の言葉を聞いた後に、すぐ傍そばにいた武官達へと視線を向ける。その瞳ひとみは小春に向けられるものよりも少しだけ鋭するどいように見えた。

「俺が彼女を案内するから、お前達は衛府に戻っているといい」

「わ、分かりました……」

「失礼致いたします……」

　夏久の口調がどこか刺とげ々とげしく聞こえたが気のせいだろうか。

　武官達は夏久に軽く頭を下げてから、そそくさとその場から去って行った。そんな彼らを夏久はどこか呆あきれたように眺ながめつつ、視線を小春へと戻してくる。

「いやぁ、突然、声をかけてごめんね？　同僚達に絡からまれているのかなと思って、変な気を回しちゃった」

「いえっ……。私としましても、知り合いの方とお会い出来て良かったです」

　むしろ、何故なぜか空気が悪くなっていたので話しかけてもらって助かったほどだ。

「それで冬次に用事があるって言っていたけれど、どうかしたの？」

「あの……先日、冬次様に手貫緒を貸して頂きまして。それを返しに来たのです」

「えぇっ!?　冬次があの手貫緒を貸したの？」

　夏久は心底驚おどろいているのか、目を大きく見開いた。

「意外だな……。他ほかの奴やつには太刀たちさえも触ふれさせないというのに」

「え……」

　夏久の言葉に戸惑ってしまう小春だったが、彼は何故か一人でしきりに頷うなずいていた。

「あ、ごめんね。こんな場所で立ち話しちゃって。冬次なら多分、右近衛府の部屋にいると思うから、呼んでくるよ」

「お手数をおかけして、すみません……」

「いいよ、いいよ。冬次のもとに女人が訪ねてくるなんて、滅めつ多たにないからね」

　夏久がこっちにおいでと手招きしてくれたため、追いかけるように小春は付いて行った。退勤の時間に近いからなのか、近衛府の者はそれほど多くは行き交かっていないようだ。

　夏久は建物の一つへと近付き、階きざはしの下から名前を呼ぶ。

「おーい、冬次っー！」

　呼び声に反応は返ってこない。冬次は不在なのではと思っていると夏久はにやりと笑った。

「ふ、ゆ、つ、ぐー！　やーい、冬の少しよう将しようっー！　冬のぉ、少将ぉっ！」

　気の抜ぬけるような声がその場に響いた。さすがに小春もその声のかけ方は冬次が気の毒だなと思ってしまう。しかし、建物の中にまで夏久の声はしっかりと届いたようで、すぐに奥から足音が聞こえてきた。冬次の足音だと分かっているのか、夏久はからからと笑っている。

「いやぁ、この呼び方だとすぐに走ってくるんだよね。あいつ、冬の少将って呼ばれるのが嫌きらいだから」

「冬の少将？」

「俺が付けた呼び名じゃないけれどね。多分、後こう宮きゆうの女によう房ぼうの誰かが付けたんじゃないかな。近衛府には二人ずつ少将がいて、それぞれ四季の呼び名が付いているんだよ。それで、俺は夏の少将って呼ばれていて──」

　夏久との話の途と中ちゆう、誰かによって妻つま戸どが勢いよく開け放たれる。どこか苛いら立だっているような表情で簀すの子こへと出て来たのは冬次だった。

「その呼び方はやめろといつも言っているだろう、夏久！　……っ!?」

　しかし、夏久の斜ななめ後ろに小春の姿があることを確かく認にんした冬次はそれまで上へと上げかけていた右手をゆっくりと下ろしていった。

「冬次、お前にお客さん。……それじゃあ、またね、小春さん」

「あ、はい。案内して頂き、ありがとうございました」

　手を振りながら去って行く夏久に対して、小春は頭を深々と下げてから冬次の方へと身体からだの向きを変える。

　冬次は何故、小春がここにいるのかと言いたげな表情をしており、どこか戸と惑まどって見えた。しかし、すぐにはっとした顔をしてから、冬次は階を降り、鞾かのくつを履はく。

「……ここは人目があるから、こっちに来ると良い」

「えっ？　あ、はいっ」

　冬次がこの場から移動するようにと促うながしてきたため、小春は彼の後ろに付いていった。

　右近衛府の敷地内だが、建物の陰かげとなる場所へと案内された小春は何気なく周囲を見回した。確かにこの場所ならば、人通りが少ないので落ち着いて話せるだろう。

「……申し訳ありません。冬次様の都合を考えずに訪ねてしまって……」

「都合？」

　どういう意味だと言わんばかりに冬次は首を小さく傾かしげる。小春は夏久が言っていた言葉を少し気にしており、小さく視線を逸そらしてしまう。

「ええっと、あの……女によ人にんの私が冬次様を訪ねれば、その関係性を誰かに問われるかもしれないと思いまして……」

　周囲の人に自分と冬次の関係を勘かん違ちがいされることを想像した小春は、気き恥はずかしさと冬次への申し訳なさで自身の頬ほおが紅潮するのを感じていた。見られないようにと顔を下へと向けたが、果たして気付かれてしまっただろうか。

「……ああ、なるほど」

　小春の言いたい意味が分かったのか、冬次は肩かたを竦すくめつつ、小さな溜ため息いきを吐ついた。

「まぁ、俺のもとへと女人が訪ねてくることは少ないから、しばらくは噂うわさされるだろうな」

「うっ……。ご迷めい惑わくをおかけしてしまい、申し訳ありません……！」

　世間の男女の付き合い方というものを詳しくは知らないため、傍はたから自分達を見られた場合のことを考えていなかった。小春が謝ると冬次は慌あわてたように首を横に振った。

「いや、事実でないのであれば、否定するだけだ。迷惑には思っていないから、それほど気に病やまなくていい」

「ですが、冬次様に恋こい人びとがいたならば……」

「いや、いない。恋人など、いたことがない。……それよりも、俺に何か用があって、ここへ来たのだろう？」

　話を切り上げるように冬次は話題を移しつつ、何故か視線を小春から逸らしていた。

「あ、そうでした。あの……先日、お借りした手て貫ぬき緒おを返しに参りました」

「ああ……。それでわざわざ右近衛府まで来てくれたのか。すまなかったな、典薬寮からここまで遠くはなかったか？」

　冬次は何気なく、といった様子で小春が今、髪かみを結ゆっている組くみ紐ひもの方へと視線を向けてくる。もう手貫緒は必要ないと分かったのか、納なつ得とくするように頷いていた。

「いえっ。こちらこそ、文ふみも送らずに訪ねてしまい、申し訳ありません。こちら、お借りしていた手貫緒とお礼の干し棗なつめです」

「お礼など、必要なかったのに……。だが、ありがとう。仕事の合間に食べるとしよう」

　淡たん々たんとした口調だったが、冬次は小春から手貫緒と干し棗が入っている小さな布の包みを受け取ってくれた。干し棗が入っている包みをそのまま懐ふところの中へと仕し舞まい、冬次は手貫緒を自身の腰こしに下げている太刀の兜かぶと金がねへとさっそく結び始める。

　……やっぱり、この組紐、何となくだけれど見覚えがある気がする。

　小春の視線が手貫緒にじっと注がれていることに気付いたのか、冬次は少々気まずそうに口を開いた。

「……何か気になることでも？」

「えっ、あっ、申し訳ありません……。……冬次様はその手貫緒を他の人には触さわらせないと夏久様が仰おつしやっていたので、本当は大事なものだったのではと思いまして」

　見覚えがあるなどと言われたら、冬次が戸惑うだろうと思った小春は、夏久が先さき程ほど話してくれたことを話題にした。

　冬次はほんの少し目を細めてから、手貫緒を指先で優やさしく撫なでる。

「……この組紐は俺が恩人から貰もらったお守りなんだ」

「恩人からのお守り、ですか？　……って、そのような大切なものを私に貸して宜よろしかったのですかっ？」

「構わない。組紐に願われたものは、すでに叶かなっているからな」

「願い……？」

　だが、冬次は少し目元を和やわらげるだけで、それ以上を口にすることはなかった。

　きっと、彼にとって組紐に願われた願いとその思い出はずっと心に残しておきたいほどに大事なものなのだろう。初めて会った時は、目を瞠みはるほどの端たん整せいな顔立ちをしているというのに無表情ゆえに冷たそうな印象を受けたが、今の冬次はとても穏おだやかな雰ふん囲い気きを纏まとっているように見えた。いつの間にか、冬次に見とれていることに気付いた小春ははっと我われに返った。

　小春は袖そでの中に隠かくした手をぎゅっと握にぎりしめていく。穏やかに見える今の冬次の様子ならば、呪じゆ禁ごんについて訊たずねることが出来るかもしれない。指先は少し冷えているが、恐おそらく緊きん張ちようによるものだろう。気合いを入れるように小春は顔を上げ、冬次へと真っ直すぐ視線を向ける。

「……冬次様」

「何だ」

　小春は深く呼吸をしてから、探さぐるように言葉を吐はいた。

「私に、呪禁について教えて頂けませんか」

「っ……！」

　小春の言葉に冬次は目を見開き、身体を強こわ張ばらせた。

「私の母、小竹が呪禁師だったことは知っています。ですが、私には呪禁がどういうものなのか分からないのです。……私が先日、呟つぶやいたおまじないを呪禁だと言い切った冬次様ならば、呪禁について何か知っているのではありませんか」

「……」

「お願いします。……知り得なければ、私自身が進めないのです」

　握りしめていた手を胸の前へと添そえつつ、懇こん願がんするように小春は訴うつたえた。

　しかし、冬次は険しい表情を浮うかべてから静かに首を横に振ふるだけだった。

「……駄だ目めだ」

　先程までの穏やかさは消え去り、冬次ははっきりと拒きよ絶ぜつを表すように睨にらんでくる。思わず、身が竦んでしまいそうな視線の鋭するどさに小春の肩は小さく震ふるえた。

「君に教えることは何もない」

　威い圧あつを纏っている冬次は冷めた視線で小春を見下ろしてくる。まるで小春にそれ以上を問いかけることは許さないと言っているようだった。

「呪禁は禁術の一種だ。君が呪禁について知ろうとするたびに、その身を危険に晒さらしていることを自覚した方が良い」

「ですが……」

　だが、小春が言葉を紡つむぐ前に、冬次によって遮さえぎられてしまう。

「これ以上、呪禁に関かかわろうとするな。……それが、君のためだ」

　言い捨てるように冬次は低い声でそれだけを告げて、小春に背を向ける。振り返ることなく、右近衛府の建物へと向かっていく冬次を小春は止とどめることは出来なかった。

　上げかけていた右手をそのまま静かに下ろす。

　……これほど、拒絶するなんて……。この方にとって、呪禁はどういうものなのかな……。

　冬次の背中しか見えないため、表情は分からない。ただ、彼が呪禁に対して、何かしらの理由から強い負の感情を抱いだいていることは窺うかがえた。

　……呪禁が危険なものだからこそ、雪路さんだけでなく、冬次様も関わるなと言っていることは分かっている。……それでも、私は呪禁のことも母様のことも納得出来ないままでいたくはない。

　唇くちびるを結び直した小春は冬次が去っていった場所から視線を逸らす。

　……誰だれも教えてくれないならば、私は……自分の力で調べてみせる。

　他ほかの誰かに知られてはならない想おもいを胸に、小春は力を入れた足で一歩を踏ふみ出した。
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　呪禁を自分で調べることを心に決めた小春は屋や敷しきへと帰ってから、母が残してくれた二冊の書物に何か呪禁についての情報が記されていないか隅すみ々ずみまで調べていた。

「うーん……。どこにも載のっていないなぁ……」

　深い溜ため息いきを吐つきつつ、小春は畳たたみの上へと転がった。やはり、書物に記されているのは医学に関することばかりだ。日記の方は日々の出来事ばかりで、呪禁のことは全く出てこない。

「母様が……私に呪禁について遺のこしたものなんて、他には無いし……」

　母の遺品は二冊の書物と刀とう子すだけだ。早さつ速そく、手て詰づまりになってしまった小春は小さく呻うめく。

「……何か一つでもいいから、呪禁について知るための手がかりがあればいいのになぁ」

　たとえ、知ることが憚はばかられていても、禁止されているものだったとしても、母が亡なくなった原因や呪禁を使っていた理由をどうしても知りたかった。

　そして、調べている理由がもう一つある。自分も呪禁の力を持っている可能性があるならば、正しく理解したいという気持ちが大きかった。

「……呪禁。禁止されているもの……。危険なもの……。呪禁師……」

　悩なやみつつも小春は呪禁について知っていることを呟いていく。

「……あ。そういえば、賊ぞく盗とう律りつに添そって禁じられているって……。それってつまり、律りつ令りよう関係の記録書に記されているってこと……？」

　現在まで禁じられているならば、その情報を後世に伝えるために必ず、公的な記録に残されているはずだ。その保管場所として思い付くのは内だい裏りの「校書殿」だった。

「……校書殿には重要な書物や文書が保管されているって、雪路さんが言っていたし……」

　先日、初めて入った校書殿には右近衛府の詰つめ所だけでなく、蔵人くろうど所どころも置かれているらしい。蔵人は帝みかどに近きん侍じし、事務仕事をする者達のことで、仕し事ごと柄がら機密文書を扱あつかっており、校書殿の塗ぬり籠ごめには歴代の帝に関する書物や累るい代だいの重要な書物、文書が保管されていると、以前、雪路に内裏の建物について説明を受けた時のことを思い出す。

　寝ねころんでいた小春は勢いよく起き上がる。胸の奥がざわめき、何となく落ち着かない。

「……禁じられている呪禁ならば、機密扱いになっているはず。調べる価値はあるかも……」

　暗くら闇やみからやっと光を見つけた気分になっていたが、それでも校書殿という場所が問題だ。先日、校書殿の東ひがし廂びさしに置かれている右近衛府の詰め所に入ることが出来たのは武官だった冬次が付き添ってくれていたからだ。

「とりあえず、校書殿の中がどのようになっているのか分からないし、下見だけしてみようかな……」

　もしかすると、塗籠は鍵かぎがかかっているかもしれないので、その場合は別の策を考えて、準備を整えてから改めて忍しのび込んだ方がいいだろう。

　かなり危あやうさが含ふくまれた綱つな渡わたりかもしれないが、小春はその一点に懸かけてみることにした。




　次の日から、小春は出来るだけ雪路の耳に入らないように気を付けながら、校書殿について調べを進めた。

　蔵人所に勤めている蔵人の勤務は午前中で終わるが、帝からの急用に備えるために宿直とのいをする者もいるようだ。つまり、午後以降は校書殿の人の出入りが少なくなるということだ。

　忍び込むのは雪路が退勤する時間が早い日を選び、実行に移した。

　日は傾かたむきかけており、内裏の中を行き交かう人が少なくなっている今ならば、校書殿へと忍び込むには好機と言っていいだろう。

　……少しだけ、怖こわい。でも……この場所以外に手がかりはないもの。

　安福殿の丸柱の傍そばで小春は何度も深呼吸をする。心臓が口から飛び出るのではと思うほどに緊張した状態で、小春は前方に見える校書殿へと上がるための階きざはしを見み据すえた。

　もし、呪禁について知るために、忍び込んでいることが発覚した際には軽い処しよ罰ばつが待っているだけでは済まないはずだ。それでも気弱になってはならないと、気合いを入れ直すために、喉のどの奥から出そうになったものをぐっと飲みこんだ。

　……行こう。大だい丈じよう夫ぶ、今日は校書殿の中を下見するだけだもの。

　もし、誰かに見つかった際には校書殿に勤める者に薬を届けに来たと言い訳をするつもりだが、通用するとは限らないので、いつでも逃にげられるように心の準備だけはしている。

　小春は安福殿から出て、校書殿へと向かうために、一歩を踏み出していく。

　呪じゆ禁ごんに関する情報が得られるのはもう、この場所しかないのだ。誰も呪禁について教えてくれないというならば、この場所に全すべてを懸けるしかない。

　月華門に到とう着ちやくした小春は怪あやしまれない程度に周囲を軽く見回した。内裏の警備をしている近この衛えの者はまだ詰め所には戻もどって来ていないようだ。用心しつつも小春は気配を消したまま、月華門の前を素す早ばやく通っていく。

　誰ともすれ違ちがうことなく、無事に校書殿の中へと入ることが出来た小春は建物の陰かげに隠かくれつつ、深い息を吐はいた。気を張っていなければ、足が竦すくんでしまいそうだ。

　……校書殿の中には納おさめ殿どのがあって、南北に塗籠がひと部屋ずつ置かれているらしいけれど、どちらの塗籠に書物は保管されているのかな……。

　さすがにそこまでの情報を手に入れることは出来なかったため、実際に塗籠の中を確かく認にんするしかないだろう。小春は退勤後で誰もいない校書殿の中を警けい戒かいしながら進んでいく。物音がしないか用心深く、聞き耳を立てていたが聞こえるのは自分の吐と息いきと衣きぬ擦ずれの音だけだ。

　胸が押しつぶされそうになる緊きん張ちよう感かんを味わいながらも、小春は南の塗籠だと思われる場所へと辿たどり着く。他の場所とは違い、壁かべで囲まれている部屋であるため、塗籠だとすぐに察した。

　どうか、周囲に誰もいませんようにと密ひそかに祈いのりつつ、小春は塗籠へと近付いた。

　……あれ？

　思わず、首を傾かしげてしまう。そこには予想外の光景が広がっていたからだ。鍵がかけられ閉まっていると思っていた塗籠の枢くるる戸どが右側だけ開いていた。

　……塗籠の中に誰かいるのかな？

　小春は息を止めてから、音を立てないように注意しつつ、塗籠の中をそっと覗のぞいてみる。

　そこには小春の身長よりも高い書しよ棚だなが壁一面どころか、室内の隙すき間まを埋うめるようにずらりと並んでいた。塗籠の中で作業出来るようにと作業用の台や文ふ机づくえも置かれている。

　室内に保管されている書物や竹簡、木簡の数の多さに呆ほうけてしまいそうになっていた小春はすぐに意識を切り替かえて、外からの光に頼たよりつつ、薄うす暗ぐらい室内を隅々まで見回していく。

　……誰もいないのに、どうして開けっ放しにされているんだろう？

　重要なものが保管されているならば、鍵はかけられていると思っていたが、開けっ放しの現状に違い和わ感かんを抱いてしまう。

　……でも、これは好機かも。鍵が開いている時なんて、巡めぐって来ないかもしれないし……。

　ごくりと唾つばを飲み込み、逸はやる気持ちを抑おさえつつ、素早く周囲を見回した。人ひと影かげどころか物音一つ、聞こえない静せい寂じやくがその場に満ちている。

　……今しかない。調べるために、ここまで来たんだから。

　震ふるえそうになる身体からだを心の中で𠮟しつ責せきし、小春は枢戸から滑すべり込むように身体を入れていく。

　入ってしまえば、もう後あと戻もどりなど出来ないと分かっていた。今はとにかく、鍵が閉められてしまう前に呪禁に関するものをこの場所から探し出さなければならない。

　小春は慌あわてないように注意しながら、戸から入って来る光を頼りに書棚を調べ始めた。

　これだけの書物が保管されているならば、分類によって分けられているはずだ。

　……私が呪禁について知っているのは、使用を禁じられた危険なものということだけ。

　賊盗律によって呪禁が禁じられているなら、調べるべきは律令に関することだろう。小春は書棚を探さぐりつつ、律令関係の書物が保管されている場所へと向かった。

　夜目が利きくため、多少薄暗くても書物に記されている書名は簡単に読むことが出来た。

　焦あせる気持ちを抑えつつ、小春は読み進めていく。そして、手に取った書物が二十冊ほどに差し掛かかった時だ。

「……っ！　……見つけたっ」

　それは過去に起きた事件を記録としてまとめている書物に記き載さいされている一文だった。書物は古いがそれでもしっかりと文字を読むことは出来た。

「典薬寮の、呪禁師……。……え？」

　自身の目を疑った小春はもう一度、同じ文を読み直していく。だが、そこには「典薬寮の呪禁師」と確かに記されていた。

　……つまり、呪禁師は元々、典薬寮の中に存在していた役職だったということ？

　小春は首を傾げてしまう。現在の典薬寮にはもちろん、呪禁師といった役職は存在していない。それどころか、典薬寮内で呪禁師に関する話を耳に入れたことはなかった。

　……やっぱり、呪禁は医い療りようと関係があるものだったんだ……。でも、何だか矛む盾じゆんしているな……。雪路さんは人を傷付ける危険なものだと言っていたし……。

　分からないまま思案するのではなく、得られる情報を得てから考えた方がいいだろう。

　とりあえず、読み進めてみようと小春が書物へと再び視線を落とした時だった。

「──何故なぜ、ここにいるんだ」

「ひゃっ!?」

　低く探るような声こわ色いろが真後ろから降りかかり、心臓が飛び跳はねる。慌てて振ふり返れば、そこには腕うでを組んでこちらを不ふ機き嫌げんそうに見ている冬次がいた。何故、彼がここにいるのだろうか。鋭するどく細められた冷たい視線が向けられ、小春の背中には冷や汗あせが流れていく。

　いつの間に塗籠の中へと入って来ていたのか、目的の書物を探すことに集中し過ぎていたせいで、物音に気付けなかった。もっと早く、気配に気付いていれば、冬次に見つからなかったかもしれないのにと小春は心の中で自分を責めた。

「何故、ここにいるのかと聞いている。この場所がどこなのか、分かっているのか？」
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「っ……」

　声色には怒ど気きのようなものが含まれていた。一歩ずつ、近付いて来る冬次に対して、小春は後ろへと下がる。背中に触ふれたのは背後に立っている書棚だ。どうやらこれ以上の逃げ場はないようで、小春は焦ったように周囲に視線を巡らせたが、逃げ道は見当たらなかった。

　まるで蛇へびに睨にらまれた蛙かえるのようだと我われながら思ってしまう。もちろん、校書殿の塗ぬり籠ごめに忍び込んでいる自分が一番悪いと分かっているため、言い訳など出来るわけがなかった。

　このまま冬次に捕つかまったら、自分はどうなるのだろうか。それならば、何が何でも逃げるべきか。そんなことを思っていた時だった。

　塗籠の外から他ほかの誰だれかの足音が響ひびき、こちらへと近付いて来ていることに気付く。

　……どうしようっ。

　冬次も外からの足音に気付いたのか、眉まゆをひそめていた。

　もう、自分に逃げ場はない。ここで終わりかと思わず目を瞑つぶった次の瞬しゆん間かん、小春は冬次に腕を掴つかまれ、室内の奥へと連れていくように引っ張られた。

　……えっ!?　突とつ然ぜん、何をっ……!?

　冬次の思いがけない行動に小春は驚きの声を上げることも出来ず、訳が分からないまま、書棚の陰かげへと連れ込まれる。薄暗くてもお互たがいの表情がはっきりと見える程ほどの距きよ離りまで詰つめ寄って来た冬次は突然、その胸の中に抱だくように小春を包み込んできたのである。

「っ……」

　驚きのあまり、小春は引き攣つったような声を上げかける。

　……なっ、何で……。どういうことっ……？

　困こん惑わくした小春が身じろぎをすると、冬次は包み込む腕に少しだけ力を入れてくる。

「静かに」

　頭上から冬次の低い声が直接、脳内に響いてくる。もはや密着と言っていい状態に、小春の身体の熱は一気に高まっていく。

　しかし何故、彼は突然、自分を抱きしめてきたのだろうか。

　……もしかして……私を隠そうとしてくれているの……？

　身体が小さい小春ならば、覆おおわれてしまえば見えないかもしれない。現に冬次は小春を書棚の陰に隠し、入り口から見えないようにと壁になってくれている。

　冬次が小春を隠してから、数を数えるよりも早く、聞こえていた足音の持ち主がとうとう塗籠へとやって来た音が響いた。室内は薄暗いままだが、書棚の隙間に隠れている冬次の背中は入り口から見えているはずだ。

「──っ！　……だ、誰かいるのか？」

　年若い声が響いてきたため、小春は思わず身体を震わせてしまう。だが、そんな小春の背中を冬次は撫なでるように叩たたいた。まるで、安心しろと言わんばかりに。冬次の手があまりにも優やさしく頼たのもしいものに思えて、小春はつい彼の胸むな元もとに縋すがるように手と額を添そえてしまう。大きく高鳴っている心臓の音がどうか冬次に聞こえないで欲しいと密かに願った。

　小春の頭の上で、呼吸が一つ漏もれた音が聞こえた。

「──私だ。蔵人くろうどの少しよう将しようだ」

「……冬次どの？」

　どうやら塗籠へと入って来た人物は冬次の知り合いだったらしい。

「戸と締じまりの確かく認にんに来たのだろう？　……すまないが今、調べ物をしている最中だから、鍵かぎを閉めるとなると貴き殿でんを待たせることになる。私が鍵を閉めておくから、貴殿は退出してくれて構わない」

「は、はぁ……」

　冬次は知り合いをこの場から遠ざけようとしてくれているのだろう。それが何のためなのかと考えれば、恐おそらく小春のためだ。

　……この人はどうして私を庇かばってくれるんだろう……。

　冬次が小春を助けても、彼に利はないはずだ。だからこそ、彼が自分を隠かくしてくれる理由が分からなかった。

　入り口付近にいる官人から見れば、冬次が書しよ棚だなに顔を向けて、書物を読んでいるように見えているのかもしれない。特に訝いぶかしがる口調には聞こえなかった。

「気にするな。私は今夜、宿直とのいだからな」

「……分かりました。では、鍵の施せ錠じようを宜よろしくお願い致いたします」

「ああ」

　お先に失礼します、と告げてからその官人の足音は塗籠からゆっくりと遠ざかっていく。

　枢くるる戸どは開かれたままだが、人の気配が完全に消えたことを確認してから、冬次は小春を抱きしめていた腕をそっと離はなした。危機が去ったことに安あん堵どしつつも、それでも抱きしめられていた部分の熱がまだ、そこに残っているように感じられた。

　殿との方がたに抱きしめられたのは初めてだ。そして、その相手が美形で体格の良い冬次だったため、なおさら意識してしまう。きっと、自分の顔は赤くなっているに違ちがいないと、小春は冬次に見られないように小さく俯うつむいた。

　冬次も小春から腕を離した後、数歩ほど後ろへと下がっていた。口元を左手で覆っているのは、小春と同じようにお互いの顔が見られなくなってしまっているからかもしれない。

　冬次は視線を逸そらしたまま、窺うかがうような声色で訊たずねてくる。

「……すまない。この方法しか、思い付かなかった」

「い、いえ……。あの……隠して下さり、ありがとうございました……」

「いや……」

　何となく気まずい雰ふん囲い気きが漂ただよったため、小春は慌あわてて話題を変えることにした。

「えっと……。あの、冬次様は……右う近こんの少しよう将しようだけでなく、蔵人も兼けん任にんなさっていたのですね」

「言っていなかったか。……そうだ。だからこそ、君がここに忍しのび込むのを見かけた」

「えっ!?」

「静かに。声が大きい」

「す、すみません……」

　小春は書物を持っていない方の手で口を押さえつつ、小さな声で謝る。

「……今日は蔵人の方で、宿直があるんだ。それで蔵人くろうど所どころ町まち屋やにいた」

「蔵人所町屋と言いますと、確か……」

「校書殿の西側に隣りん接せつしている。その場所から君が校書殿に忍び込むところを全すべて見ていた。……だが、どうやって塗籠の中に入ったんだ？　鍵は閉まっていたはずだぞ」

「わ、私がここへ来た時にはすでに鍵は開いていて、中には誰もいませんでした……」

「……鍵が開いていただと？」

　冬次は訝しがるように眉をひそめ、少し考える素そ振ぶりを見せる。小春も塗籠の鍵が開いていたことには驚いたが、全て本当のことだ。

　出来るだけ気配を消して、周囲に人の目がないかを確認しながらここまでやって来たが、まさか別の場所から見られていたとは思わず、小春は情けない表情を浮うかべてしまう。

　すると、考え込んでいた冬次は小春が持っている書物に視線を落とし、そして顔を顰しかめた。

「……呪じゆ禁ごんについて調べているのか」

　彼の声こわ色いろは低く、怒気のようなものが混じっている。蔵人だからなのか、塗籠の中にどのような書物が保管されているのか頭に入っているのだろう。躊躇ためらうように頷うなずく小春に対して、冬次は深い溜ため息いきを吐ついてから、小春が持っていた書物を簡単に取り上げてしまう。

「……今すぐ、帰るんだ」

「っ！」

　睨んではいなかったが、冬次は目を細めつつ、諭さとすような声色で続きを発した。

「ここは校書殿に勤めている者しか入れない規則となっている。普ふ段だんから鍵がかけられているのは、この場所に重要な物が保管されているからだ」

「……」

「部外者である君がここにいれば、処しよ罰ばつされるかもしれない。早く、立ち去るんだ」

　突つき放すように彼はそう告げるが、小春の立場を思って言っているのは分かっていた。

　それでも、自分にも譲ゆずれないものがある。小春は強く首を振って、自身の想おもいを訴うつたえた。

「私の……私の母は、呪禁のせいで亡なくなったと聞きました。……ならば、母の身に何が起こったのか、母が使っていた呪禁が一体、どのようなものだったのかを知りたいのです」

「っ……」

　その瞬間、冬次の顔が顰められる。だが、小春は冬次の様子に怯ひるむことなく、一歩、前へと進む。

「呪禁とは、呪禁師とは一体、何なのでしょうか。母は悪いことをしていたのですか？　人を救う医くす師しではなかったのでしょうか？　……そればかりを考えてしまい、上手うまく先へと進めないのです」

「君は……」

　何かを言おうと冬次は言葉を零こぼしたが、すぐに口を噤つぐんだ。

「冬次様が言っていた通り、私も母と同じ呪禁が使えるというならば……そして、呪禁が本当に危険なものならば、私は正しく知りたいのです。呪禁を知り、母を知り、そして何より私自身が──自分の意思を持って、先へと進むために。……なので、お願いします。少しだけでも調べさせて頂けませんか」

　小春は己おのれが抱いだいている呪禁を知ることへの不安をぐっと喉のどの奥へと飲み込んでから、冬次に真っ直すぐ視線を返した。

　冬次の闇やみ夜よを彷ほう彿ふつとさせる黒い瞳ひとみは少しだけ揺ゆれているように思えた。涼すずしげな目元をしているが、ずっと見ていたら瞳の中に吸い込まれてしまいそうなほどに深い何かを宿していた。

　しばらくの間、お互たがいに無言の状態が続く。負けるものかと小春が冬次に挑いどむように視線を向け続けていると、彼は深い溜息を吐きつつ、ゆっくりと視線を逸らした。

「……強ごう情じようなところは相変わらずだな」

　ぼそりと冬次は何かを呟つぶやいたが内容を聞き取ることは出来なかった。だが、彼は逸らしていた視線を小春へと戻もどしてくる。彼の瞳は先さき程ほどと比べると、少しだけ諦あきらめの色が混じっていた。

「……分かった。そこまで言うならば、俺が呪禁について教えよう。納なつ得とく出来ていない君を放ほうっておけば、また校書殿に忍び込むかもしれないからな」

「えっ……。あっ、よ……宜しいのですかっ？」

　冬次の意外な返答に驚おどろいてしまった小春は、思わず上ずった声で返事をしてしまう。

「……ああ。だが、俺が分かる範はん囲いのことしか教えられないからな。……とにかく、今はこの場から去るんだ。他ほかの官人に見つかれば更さらに面めん倒どうなことになる」

　右手の指先で眉み間けんを押さえつつ、冬次は深い溜息を吐く。気苦労をかけて大変申し訳ない気持ちももちろんあるが、小春にとってありがたい申し出を勢いのまま受けることにした。

「分かりました。冬次様に教えて頂けるならば、その通りに致します」

　再び上ずってしまいそうになる声を抑おさえつつ、小春は答えた。

「昼過ぎの時間帯で、空いている日はあるか。退勤後に俺が典薬寮を訪ねよう」

「それならば……。明後日あさつてが空いていると思います」

　確か、訪問診しん療りようで昼前から雪路は不在のはずだ。小春が思い出しつつ答えると冬次は了りよう承しようしたというように頷き返した。

「分かった。呪禁についてはその日に話そう。……それで構わないか？」

「構いません」

　こくりと力強く小春が頷き返すと、冬次は何度目か分からない溜息を吐いていた。

　冬次は小春に少し待っていろと言い置いてから、塗ぬり籠ごめの枢戸の方へと近付き、外に誰だれもいないか確かめる。何だかんだで、冬次は世話焼きな性しよう分ぶんらしい。

「今ならば誰もいないだろう。……十分に気を付けて帰るように」

「はい。……あの、ありがとうございました」

　冬次は周囲に人がいないか、まだ警けい戒かいしてくれているようだ。小春はもう一度、頭を下げてから塗籠を出た。

　一度も振ふり返ることなく、校書殿の中を早足で突っ切っていく。外は日が暮れ始めており、淡あわい光だけが小春が進む先を照らしてくれていた。

　校書殿を出た小春は周囲に人ひと気けがないことを注意深く確かく認にんしてから、月華門の前を通り過ぎ、安福殿へと滑すべり込むように入った。薬くす殿どのと呼ばれている安福殿には帝みかどに仕える侍じ医いが控ひかえており、典薬寮の者がよく出入りしている。ここまで来れば、女によ医い生せいである小春を怪あやしむ者はいないだろうと安堵の溜息を深く吐いた。

　……やっと、呪禁を知るためのきっかけを手に入れることが出来た……。

　一歩だけ近付くことが出来たのだと実感しては、緊きん張ちようしていた心が緩ゆるんでいく。内だい裏りの外に出るために永えい安あん門もんを目指して歩く足取りは飛んでしまいそうなほどに軽かろやかになっていた。

　明後日は冬次に呪禁について、色々と訊ねよう。心の中では早く知りたいという昂こう揚よう感かんが静かに湧わき上がっていた。




　冬次と約束してから二日後、小春は少しだけ落ち着きなく過ごしていた。

　もちろん、仕事の最中は集中している。だが、平静を装よそおっているのは、冬次から呪禁について教わることを雪路に覚さとられたくはないからだ。

　昼の時間に迫せまる頃ころ、雪路が少し焦あせった様子で話しかけてきた。

「訪問診療の後はそのまま直帰するつもりだから、小春も片付けを終えたら退勤してくれて構わないからね」

　雪路が受け持っている患かん者じやは大内裏や後宮で働いている女によ人にんだけではない。要よう請せいがあれば、大内裏の外に住まう高貴な女人を相手に、今日のように訪問診療することがよくあった。

「分かりました。お疲つかれ様です、雪路さん」

「お疲れ様。それじゃあ、宜よろしく頼たのむよ」

　訪問診療の準備を整えた雪路は慌てたように女医処から出て行った。現在、雪路と小春以外に女医処に身を置いている者はおらず、人手不足が続いており、特に患者を掛かけ持ちしている雪路は毎日のように忙いそがしくしていた。

　雪路に頼まれた片付けを終えた小春は、軽く床ゆかでも掃そう除じしようかと思案していると、誰かが簀すの子こを歩く音が聞こえたため、何気なく振り返った。

　丸柱の傍そばに立っていたのはいつもと同じ、武官装しよう束ぞくを着ている冬次だった。

「あ……」

「……今、時間はあるか？」

　視線が合った冬次は女医処の中に入ることを躊躇っているようで、周囲を気にするように視線を巡めぐらせている。

「はい、大だい丈じよう夫ぶです。……あの、お越こしいただきありがとうございます」

「いや……」

「この部屋には入りにくいですよね……。宜しければ、こちらにどうぞ」

　小春はすぐ隣となりにある部屋へと冬次を案内する。

「こちらの部屋、普段は患者が診しん察さつの順番を待つための場所なんです」

　先程の部屋は診察する場所であるため、冬次は入りづらかったのだろう。小春以外には誰もいないというのに、本当に律りち儀ぎで誠実な人だなと感心してしまう。

　小春は部屋の端はしに積んでいた円座わろうだを二枚引っ張り出し、冬次の前へと置いた。

「どうぞ、こちらにお座り下さい」

「ああ、失礼する」

　冬次が円座に座ったことを確認してから、小春も彼の目の前に腰こしを下ろす。

　冬次は少しだけ躊躇ためらいながらも、まるで重いものを引っ張り出すように、懐ふところから一冊の書物を取り出した。表紙が藍あい色いろに染められた書物には書名らしきものは書かれていない。

「そちらは……？」

　訊たずねると冬次は小春の方へと書物を差し出し、そして中身が見えるようにと一枚、捲めくった。

「この書物は俺が呪じゆ禁ごんについて調べたことを書き記したものだ」

「っ！」

「とある事情から、俺は呪禁について調べている。……蔵人所に勤めているのも、一番情報が得られやすいからだ。もちろん、他の人間には秘密にしているけれどな」

　冬次も小春と同じように周囲には秘密で呪禁を探さぐっていたようだ。

「君は呪禁と呪禁師について、どれほどのことを知っている？」

「……呪のろいの一種で、世間では禁じられているほどに危険なもので、呪禁師だった母の死に呪禁が関かかわっていること……。それと先日、校書殿の塗籠の中で見つけた書物の中に、呪禁師が典薬寮に属していたという文を見つけました」

　小春が思い出しながら答えると、冬次は小さく頷うなずき返した。

「そうだ。……数百年前に唐とうの国から呪禁の技術が渡わたってきたが呪禁師は本来、典薬寮に属する役職の一つだった。呪いの性質も持っているが、治ち療りようの補助として使っていたらしい」

「治療の補助？」

「つまり、呪禁は治療の一種として用いられ、治療時には道具や霊れい符ふなどを媒ばい体たいとし、呪文を唱えることで術を発動させ、身体からだに宿る病や怪け我がの原因を祓はらう役割を持っていたんだ」

「病や怪我そのものを治療することは出来ない……ということですか？」

　小春が疑問に思ったことを訊ねれば、冬次はそうだと言わんばかりに頷いた。

　冬次の話を聞きつつも、小春は少し複雑な気持ちを抱いだいていた。確かに呪禁は呪いの一種だったのだろうが、雪路が以前、教えてくれた内容とは異なっているように思えたからだ。

「……ですが、どうして現在の典薬寮には存在していないのでしょうか」

　小春の問いかけに冬次は一いつ瞬しゆんだけ、口を閉とざした。

　そして、床ゆか上うえに置いている書物に冷めた視線を向けながら言葉を続ける。

「……昔、とある事件があった。権力を持った者に典薬寮の呪禁師が密ひそかに雇やとわれ、そして時の帝を相手に──呪じゆ詛そをかけたらしい」

「じゅっ……」

　呪詛とは人を呪い殺すための呪術だ。驚いた小春は思わず、自分の両手で口を覆おおった。

「呪禁師は治療する力だけでなく、同時に人に苦痛を与あたえる力も持っていた。……すなわち、呪禁師は術者次し第だいでは薬にも毒にもなり得る存在なんだ」

　冬次が書物に綴つづられている一文を指差す。そこには「呪殺」の文字が記されていた。

「当時の帝の怒いかりに触ふれたことで呪禁を含ふくむ呪術そのものが危険視されるようになり、禁術として定められたらしい。そして、呪禁師が危険な存在だと認識されるようになり、世間から消えたのだろう。……それ故ゆえに、今の典薬寮には呪禁師は存在していない。もし、呪禁の使用が見つかってしまえば、処しよ罰ばつされるのは確かだろうな」

　ざわりと小春の中に流れている血が蠢うごめいたように感じられた。呪禁師だった母と同じ血が自分には流れている。自覚はなくても、自分にも人を呪い殺すことが出来る力が宿っているのではと考えてしまった小春は思わず、自身の右手を左手に添そえるように強く握にぎり締しめた。

「……君が探しているのは小竹さんがよく使っていた、苦痛を消す呪禁だろう？」

　掠かすれた声で問いかけてくる冬次に対して、小春はぎこちなく首を縦に振り返す。

「だが、呪禁はあくまでも治療の補助に使われていたものであって、苦痛を無くすほどの著いちじるしい効果を持った術は本来、存在しない。……それにどれほど調べても、小竹さんが使っていたような呪禁は見つからなかった」

「そんな……」

「嘘うそではない。……俺も調べられるだけは調べた。呪禁に関することで記録に残っているのは、俺が今、告げたものだけだ。……これ以上調べても、無意味だろう。分かったならば、呪禁についてはもう、関わるな」

　冬次は言葉の刃やいばで両断するように、はっきりと述べる。まるで目の前に線を引かれているようだった。これ以上、入ってはならない、と。

　ならば何故なぜ、冬次は危険だと分かっているのに呪禁を知ろうと思ったのだろうか。小春はゆっくりと顔を上げ、再び冬次の視線と自分のものを重ねていく。

「一つ、聞いても宜しいですか」

「何だ」

「冬次様はどうして……。呪禁が危険だと分かっているのに調べようと思ったのでしょうか」

　問いかけに対して冬次は瞼まぶたを閉じ、黙だまり込む。やはり聞いてはいけなかっただろうか。

　小春がそれ以上追つい及きゆうすることを止やめようとした時だった。冬次はゆっくりと口を開いた。逸そらすように閉じられていた冬次の瞳ひとみが開き、小春をじっと見つめ返してくる。

「……少し、昔の話だ。小竹さんは俺の母の主治医だった。あの人は一いつ生しよう懸けん命めいに治療してくれたが結局、母は亡なくなった。そして、何故か小竹さんは治療後、体調を崩くずしていた」

「……」

「最初は母の死がこたえたのだろうと思っていた。……だが、違ちがうと気づいたのはそれから数年後、俺の従姉いとこが助かる見込みがないほどの重い病を患わずらった際に、治療をしてくれた時だ」

　冬次は一度、言葉を切ってからほんの少し、躊躇うように続きを告げる。

「あの人は従姉を救い切った。……しかし治療後、力ちから尽つきたように小竹さんは倒たおれ──そして、程ほどなくして亡くなったと聞いている」

　母が呪禁によって死んだことを聞いていた小春はまさかと思い、目を見開いていく。

　冬次は小春が言いたいことが分かっているのか、色のない瞳を小さく逸らした。

「従姉に訊ねてみれば、治療後は痛みや苦しみが和やわらいでいたと言っていた。……だが、彼女に使われた薬を調べてみても、痛みが和らぐようなものは一つとしてなかった」

　冬次は自身が書き記したという書物をゆっくりと捲っていく。

「普ふ通つうの治療法ではないのかもしれないと思った俺は、小竹さんが倒れた理由を調べることにしたんだ。そこで注目したのが、小竹さんが唱えていた『おまじない』だった」

　小春は書物から、はっと顔を上げる。冬次の瞳には薄うす暗ぐらい感情が宿っているように見えた。

「俺自身、一度だけ小竹さんの呪禁を受けたことがあり、その時に従姉と同じように痛みが和らいだことを覚えていた。俺は呪文だけを頼たよりに調べを進め、そして──呪禁師という存在がいたことに辿たどり着いた」

　色を無くした表情のまま、冬次は淡たん々たんとした口調で続けた。

「呪禁師は呪いの力を操あやつることが出来る存在だ。そして、術を行使するには代だい償しようが必要となるらしい」

「代償……？」

「さすがに俺もそれがどのようなものなのかは分からない。ただ……小竹さんは治療後、いつも体調を崩していたから、何かしらの代償を受けていたのではと考えている」

　だが、と冬次は言葉を続ける。鋭するどさが含まれた視線が小春へと向けられたため、思わず肩かたを小さく揺ゆらしてしまった。

「小竹さんが使っていた呪禁が良いものなのか、悪いものなのかは分からないが母と従姉に使用していたのは確かだろう」

「っ……」

「思い返せば、母の死は明らかに不自然だった。病で身体が弱っていたとは言え、会話をする気力はあったというのに小竹さんが治療した後、急激に容体が悪化し、亡くなったからだ。……だからこそ、疑わずにはいられなかった。小竹さんの呪禁が人の感覚に作用する力を持っているならば、その逆として苦しめることも出来る可能性があるのではと思ったんだ」

　冬次の口から零こぼされる言葉に、自身の身体の奥底から熱が沸わき立ってくるのが感じられた。

「母の死に関わっているかもしれないからこそ、俺は小竹さんの呪禁について調べているんだ。あの呪禁が──人にどのような影えい響きようを与えるものなのかを見み極きわめるために……」

「──母様は人を傷付けるようなことはしませんっ！」

　思わず、叫さけんでいた。熱いものが身体全体に巡めぐっていき、小春は肩を震ふるわせながら訴うつたえる。

「母様は確かに呪禁師だったでしょう。でも、呪禁が危険なもので、人を傷付ける力を持っていても……母様は、絶対に患かん者じやをわざと苦しめるようなことはしませんっ……！」

　雪路は危険なものだと言っていたが、呪禁が治療の補助として使われていたと知った今、母が人を傷付けるために呪禁を使用していたとはとても思えなかった。

　冬次は母を疑っているのだ。人を傷付けることが出来る力を持った呪じゆ禁ごんで、彼の母を──死に至らしめたのではないかと。その真実を知りたいが故に、彼は呪禁を調べていたのだ。

　小春は肩で息をするように、何度も深く呼吸する。いつの間にか涙なみだが零れてしまっていた。それが怒りによるものなのか、悲しみによるものなのかは分からない。

　だが、否定しなければならなかった。母は、自分が憧あこがれていた人は、決して人を傷付けたりはしないと、大きい声で言いたかった。

「……ならば、君は小竹さんについて、何を知っている」

　感情を持たない低い声で冬次は呟つぶやく。怒りや悲しみで心が満ちている今の小春を窘たしなめるように、その声はただ静かだった。

「君は知らないだろう。小竹さんがどのような理由で、何を思い、呪禁を使っていたのかを」

「それはっ……」

　言い返すことは出来なかった。彼の言う通りだと思った小春は唇くちびるを噛かみ、小さく俯うつむいた。

　母がどんな患者を相手にしても、諦あきらめることなく全力を尽つくす人だったと知っている。だが、それは小春自身が見て来た姿ではなく人から聞いた姿で、恐おそらく「小竹」という人間の一部でしかないのだろう。それ故に自分が母を語るには言葉が少ないことに気付いてしまった。

「……とにかく、呪禁について君が出来ることは何もない。いい加減に諦めてくれ」

　冷たく突つき放すように冬次は小春へと吐はき捨てる。何も言い返すことが出来ない小春は拳こぶしを握り締め、胸の奥に抱かかえた痛みを誤ご魔ま化かすように掌てのひらに爪つめを食い込ませた。

　書物を掴つかみ取った冬次は懐ふところへと仕し舞まい込むとそのまま立ち上がり、小春へと背を向けてから部屋を出ようと歩き出す。

　去り際ぎわ、足を止めた彼は視線だけをこちらに向けつつ、ぼそりと呟いた。

「……俺だって、本当は疑いたくなどない。あの人は……俺の母の親友だったんだからな」

「っ……！」

　冬次が告げた言葉に反応するように小春は顔を上げたが、彼はすでにその場から去っていった後だった。足音が遠のいていくが、小春は冬次の後を追いかけることはしなかった。

　……母様と冬次様のお母君が……親友、だった……？

　母が生きていた頃ころ、そのような話を聞いたことはなかった。

　……私は母様のことを何も知らない。……でも、だからこそ、知りたい。

「医くす師し」として、そして「呪禁師」としての「小竹」を知りたいと強く思った。

　小春はぎゅっと拳を握りしめ、浮うかんでいた涙を手の甲こうで拭ぬぐい去る。母を信じたいという強い気持ちだけを胸に、小春は顔を上げた。




　翌日、出仕した小春は朝の挨あい拶さつの後、抱いだいたものを吐き出すように雪路に訊たずねた。

「雪路さんにとって、母様がどのような人だったのか、教えて頂けませんか」

「……それはまた、随ずい分ぶんと唐とう突とつだな」

　雪路は肩を竦すくめつつも、表情は柔やわらかいままだ。

「私が知っている母様が『小竹』という人間のほんの一部だけだと思い知り、母様がどのような医師で、どのような人ひと柄がらだったのか、他ほかの誰だれかの目から見た姿を知りたいと思ったのです」

　小春の問いかけに、雪路は少しだけ思案する素そ振ぶりを見せてから言葉を呟いた。

「ふむ……。どのような人かと言われれば、ひたすらに立派としか言いようがないな。どんな身分の者であれ、正しく等しい治ち療りようを心こころ掛がけていて、まさに医師の鑑かがみだったよ。私やかつての同どう僚りよう達はずっとあの人の背中を追いかけていた。……いや、きっと今も追い続けている」

　自身の師を心底、慕したっていたのだろう。眩まぶしいものを見ているように、雪路は目を細めている。雪路も小春と同じような想おもいを母に抱き、憧れ続けていたのかもしれない。

「今だって女によ医いという役目は必要性を何度も問われるものだ。それでも、あの人はいつだって自分の意志と覚かく悟ごを持って進んでいた。だからこそ、憧れずにはいられなかったんだろうな」

「……」

「そして、あの人が創つくり、守り続けて来たこの女医処という場所には確かに意味があったのだと証明したい。──そう、思わせてくれる人だよ」

　それまで寂さびしさを交えていた表情を一いつ蹴しゆうするような晴れやかな笑えみを浮かべていた。

　……母様は雪路さんに、それほどの想いを抱かれていたんだ。

　雪路は、今はここにはいない母に胸を張りたいのだろう。手塩に掛かけて育ててもらった自分は、これほどの女医になったのだと伝えるために。

「まぁ、私が知っている小竹さんは医師として、そして師としての小竹さんだからなぁ……」

　雪路は独り言のように呟き、何かを思い付いたのか一人で頷うなずいている。

「それならば、顔合わせにはちょうど良い機会かもしれないな。小春は私の後任だし……」

　小春の方へと顔を上げた雪路のその表情は何故か、楽しげである。

「小春。小竹さんのことを知りたいならば、もう一人、最適な人物がいるぞ」
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　小春は今、人生の中で一番だと思える程ほどに緊きん張ちようしていた。何故なぜならば、雪路に母について知りたいならば、この人に訊ねると良いと言って連れて来られた場所が内だい裏りの藤壺の殿でん舎しやだったからだ。まさか殿舎の奥に入る機会があるとは思っておらず、つい萎い縮しゆくしてしまっていた。

　雪路は定期的な訪問診しん療りようも兼かねているため、薬を作る道具も持参しているようだ。つまり、この場所には雪路が担当している患者もいるのだろう。

　何度も藤壺の殿舎に訪おとずれたことがあるからなのか、雪路は全く動どう揺ようしていない。目の前に几き帳ちようが置かれた場所に座り、小春の隣となりで同じように頭を下げている。

　小春も表情では平静を装よそおってはいるが、内心では冷や汗あせを掻かいていた。小春達の周囲には藤壺の殿舎の主あるじに仕えている女によう房ぼう達が距きよ離りを取るように控ひかえている。不ぶ躾しつけに視線を向けてくる者はいないため、実家の寝しん殿でんの女房達に囲まれている時よりは幾いく分ぶんかましだった。

「──面おもてを上げて下さいな」

　凜りんとした声こわ色いろがその場に響ひびき、一いつ瞬しゆんで空気を支配していく。その声を耳に入れた小春は、やはりと何故か納なつ得とくしてしまった。

　そして、雪路が主治医を務めているのはこの殿舎の主、藤壺の女によう御ごなのだと察する。

　……まさか、あの方ともう一度、お会いすることが出来るなんて……。

　本来ならば、顔を見ることさえ出来ないほどに高貴な相手だ。先日の件からしばらく経たっているがあの時、医い生せい達から小春を庇かばってくれた藤壺の女御に対して、とても恩を感じていた。

　もちろん、自分から声を掛けることは出来ないので、許しを得るまで口を閉とざしているしかないが心の中は沸き立っていた。

　雪路が頭を上げたため、小春も慌あわてないように気を付けつつ、ゆっくりと頭を上げる。几帳が置かれているので、相手の顔を直接見ることは出来なかった。

「よくお出いで下さいました」

「先日ぶりでございます。女御様、お身体からだの方はいかがでしょうか」

　雪路は普ふ段だんとは違ちがい、少し取り繕つくろっているような口調で女御へと訊ねた。

「時折、熱を出してしまうことはありますが、その際には雪路さんから頂いた薬を飲ませてもらっています」

「効果はありますか」

「ええ、とても。それで──」

　藤壺の女御は言葉を一度、止めて、それから声を弾はずませた。

「今日は可か愛わいらしい子をお連れしているのでしょう？　ぜひ、紹しよう介かいして欲しいわ」

　透すき通る声が几帳越ごしにかけられる。何度、耳に入れても頭に残る優やさしい声色だ。

「はい。……こちら、同じ女医処に入にゆう寮りよう致いたしました、私の弟で子しの小春、と申します」

　雪路に紹介してもらった小春は慌てたようにもう一度、平へい伏ふくする。

「雪路さんの弟子……。女医処の……」

　女御は何かを納得するような声色を発してから、傍そばに控えている女房へと声をかけた。

「ねぇ、几帳を移動させてくれる？」

　女御の言葉に従うように数人の女房達がすぐに立ち上がり、それまで遮さえぎっていたはずの几帳を抱えて移動させていく。

「小春、だったわね。面を上げてちょうだいな」

「は、はい……」

　小春はゆっくりと顔を上げる。最初に見えたのは鮮あざやかな衣ころもだ。女御は梅うめ重がさねの襲かさねの上に紅色の小こ袿うちぎを着ていた。自身の殿舎なので、気楽な装いをしているようだ。

　他の女によ人にんと比べれば頬ほおは細いようだが、優しげな目元が印象的で、艶つややかな黒くろ髪かみはまるで光っているようだ。全体的に儚はかなげにも見える女御の姿に小春は固まってしまっていた。

　広げていた扇おうぎをぱちん、と閉じてから女御はゆったりとした笑みを浮かべる。

「ふふっ、思っていた通りだわ。典薬寮の女医処に勤めていて、しかも雪路さんの新しい弟子と聞いた時から、きっとそうだと思っていたの。あなた、あの時の子ね？」

「っ……」

　女御は小春のことを覚えてくれていたらしい。それだけでも十分過ぎるほどに嬉うれしかった。

「あの後は大だい丈じよう夫ぶだったかしら？」

　女御は弾んでいた声を少しだけ落として、心配するような表情で訊ねて来る。直答しても良いのだろうかと思ったが小春は一度、しっかりと頷いてから答えることにした。

「はい、その後は何もございませんでした。先日は助けて頂き、ありがとうございました」

　小春は女御に向けて深々と頭を下げる。

「どうか気にしないで。勝手に聞き耳を立てたのはお行ぎよう儀ぎが悪いと思ったのだけれど……。彼らの言葉を聞いて、何よりわたくし自身が嫌いやな気分になっただけだもの」

　恩着せがましくないように、配はい慮りよしてくれているのだろう。穏おだやかな表情を浮かべてから、女御は答えた。

　一方で雪路は小春達が何の話をしているのか分からないといった様子で首を傾かしげている。

　そこで医生達から嘲ちよう笑しようを受けた出来事を雪路に相談していなかったことを思い出したが、世話になっている雪路に迷めい惑わくと心配をかけたくはないのが本音である。

「実は先日、典薬寮の医生の方に絡からまれていた際に、女御様に助けて頂いたんです」

「なっ……」

　雪路はそのようなこと、知らないと言わんばかりに目を見開いていた。

「でも、また絡まれるようなことがあれば、今度は自分の言葉で主張して、退けるつもりですのでご安心ください」

　小春は胸を張りつつ、雪路に答える。以前の自分とは違い、嘲笑ごときで俯うつむかないと決めたのだ。強くそう思えるようになったのは、目の前にいる女御の言葉のおかげだと思っている。

　女御に視線を向ければ、彼女は小春の答えを喜んでいるのか、目元を和やわらげていた。

　雪路は小春の強気の心構えに納得してくれているようで、眉まゆを下げつつも頷いてくれた。

「では、先に診察から始めたいと思います。小春も同席させても宜よろしいでしょうか」

「ふふっ、弟子は師から学ばなければならないものね。もちろん、いいわ」

　女御の視線が小春へと向けられたため、一瞬だけ心臓が跳はね上がる。内心ではうろたえている小春に気付いているのか、女御は楽しそうに笑っていた。

　診察が始まることを察した周囲の女房達は音もなく立ち上がり、少しずつ遠ざかって行った。その場に残ったのは小春達以外には、女御の最も近くに控えている女房の一人だけだ。

　雪路は手慣れたように女御の診察を始める。女御の手首に触ふれながら脈を取り、熱がないか、体調に異変がないかを事細かく訊たずねていた。そして、女御から聞き出した普段の体調などを持参していた帳面のようなものに書き出しているようだ。

「……やはり時折、熱が出てしまうようですね。熱冷ましの薬を追加で作っておきます。他ほかに体調面で違い和わ感かんなどはございませんか」

「そうね……。日中、たまに眠ねむくなってしまうことがあるくらいで、特にはないわ」

「分かりました。……ですが、何かあれば私を呼んで下さい。すぐに駆かけ付けますので」

「ええ。ありがとう、雪路さん」

　今日は女御の体調も良いようで、頬には赤みがさしていた。

　診察が終わったのか、女御の傍に寄っていた雪路が小春が座っている位置まで戻もどって来る。

「……女御様。実はお話ししたいことがございまして」

　雪路はちらりと小春に視線を向けてきたが、浮うかべている表情は楽しげである。

「あら、わたくしに？　一体、どのようなお話かしら？」

　女御は声を弾ませ、楽しみを待っている少女のような瞳ひとみで雪路へと視線を向けてくる。

「はい。……と申しましても、私ではなく小春に関することなのですが。……周囲には隠かくしているのですがこちらの小春、女御様の主治医を務めていた小竹の娘むすめなのです。もし宜しければ、女御様が知っている小竹の話を小春へと聞かせて頂けませんか」

　小竹の娘として雪路が紹介したため、一瞬ひやりとしてしまう。だが、嬉しそうな表情を浮かべている女御の様子を見る限り、彼女は信用出来る人なのだろう。

「まぁ！　やっぱり、そうだったのね！　小春を初めて見た時から、誰だれかに似ているとずっと思っていたの。でも、まさか小竹さんの娘だったなんて……」

　楽しそうに笑っている女御だったが、どうやら母と知り合いだったらしい。つまり、雪路が小春に会わせようとした人物は藤壺の女御だったのだ。

　……でも、まさか、母様が女御様の主治医だったなんて……。

　驚おどろきを隠せずにいたが、女御は小春の反応を見て楽しんでいるようだ。

「わたくし、小竹さんには随ずい分ぶんとお世話になったのよ。……小さい頃ころから身体が弱かったのだけれど、小竹さんのおかげで寝しん所じよから出ることが出来るほどに元気になったの。……主上おかみの許もとに入じゆ内だいすることが出来たのも小竹さんのおかげよ」

　懐なつかしさと寂さびしさ、そして感謝の意を込めた言葉を女御は静かに告げる。

「あの人はわたくしの恩人なの。感謝してもし切れないわ」

「恩人……」

　思わず、小春は呟つぶやいてしまう。女御にとっても、母は恩人だったのだ。

　……呪じゆ禁ごん師しだったとしても、それでも母様はやっぱり、誰かにとっての「恩人」なんだ。

　母がその人達を救ってきたという事実が目の前にある。それを疑うことなどはしなかった。

「でも、小竹さんに娘がいることは知っていたけれど、わたくしと歳としが近いなんて、知らなかったわ。訪問診しん療りようの際に、一いつ緒しよに連れてきてくれれば良かったのに……」

「女によう御ご様……。訪問診療は遊びにいらっしゃっているのではありませんよ」

　女御が唇くちびるを尖とがらせるとすぐ傍にいた歳の近しい女によう房ぼうが窘たしなめた。

「分かっているわ。でも、せっかくなら、小さい頃の小春とお話ししたかったんですもの」

　年とし頃ごろの少女のように女御の表情はころころと変わっていく。初めて会った時に見た、凜りんとしている姿は表向きの「藤壺の女御」としての顔だったのだろう。

「そういえば、小竹さんに娘がいるって聞いた時にあなたのことを楽しそうに話していたわ」

「母様が……？」

「とても可愛くて、素す直なおで……。でも自分に似て、頑がん固こなところもあるって言っていたわね」

　母が自分をそのように思っていたことを知り、小春は嬉しさと気き恥はずかしさで頬が紅潮するのを感じた。

「それと自分のような医くす師しになりたいと言われた時が一番、嬉しかったと言っていたわ」

「え……」

　瞳を瞬まばたかせてしまう小春に向けて、女御は穏やかな笑えみを浮かべつつ、言葉を紡つむぐ。

「自分のことを認められたみたいで嬉しかったんですって。だから、娘の前ではしっかりとしなきゃと思ったみたいよ。……まぁ、たまに抜ぬけていらっしゃるところもあったけれど」

　そう言って、女御は左目を軽く瞑つぶってみせる。

「もしや、母は女御様の前で何か不始末を……？」

　すると、女御は思い出し笑いをするように肩かたを震ふるわせ始めた。

「それがね……。わたくしの訪問診療に来て頂いた時のことなのだけれど、室内で蝉せみの鳴き声が響ひびいているのに蝉の居場所が分からなくって。不思議に思っていたら、小竹さんの背中に張り付いていたのよ？　あれほど大きな音で鳴いているというのに、小竹さんは全く気付いていなくって……。わたくし、あの時ほど大きな声で笑ったことはなかったわ……」

　鈍どん感かんにも程ほどがあるだろう。家では全くと言っていい程に抜けている部分は見られなかったため、小春は母の意外な一面に頭を抱かかえそうになっていた。

「ふふふっ。小春からしてみれば、意外だったかもしれないわね。でも、わたくしにとっての小竹さんは頼たよれる女によ医いでもあり、歳の離はなれた姉君でもあり、お話ししていてとても楽しい友人のような人だったわ」

　主治医だったならば、女御も母の死を知っているはずだが悲観さを交えることなく、ただ優やさしい思い出を言葉として紡いでいく。それが小春にとっては心ここ地ち好よく感じられた。

「女御様、そろそろ……」

　すぐ傍そばに控ひかえていた女房が女御のお喋しやべりを止める。

「あら、出雲いずも。わたくしなら、まだ大だい丈じよう夫ぶよ？　今日は随分と体調も良いもの」

「ですが、雪路さん達にはまだ典薬寮でのお仕事も残っていますでしょう。このまま、女御様のお喋りに付き合わせては申し訳ないですよ」

　出雲の言葉に女御は再び唇を尖らせる。だが、納なつ得とくはしているようで肩を竦すくめてからすぐに小春達の方へと向き直った。

「それもそうね。わたくしったら、つい楽しくて時間が流れているのを忘れていたわ」

　女御はまだ話し足りない様子だったが扇おうぎを広げてから、ゆったりと笑みを浮かべる。

「また、お話ししましょう？　今日はわたくしがお喋りし過ぎてしまったけれど、今度は小春のお話を聞かせてね」

「は、はい……。あの……母の話を聞かせて頂き、ありがとうございました」

　女御に向けて、小春は深く頭を下げる。確かにこの後も女医処では、他の仕事が待っているので帰らなければならないだろう。

「それでは失礼致いたします。また数日後にお伺うかがいしますので」

　雪路とともに小春は座ったままの状態で少し後ろへと下がってから、立ち上がる。

　小春達が下がった後を見計らっていたように、少し離れた場所に控えていた女房達が先程、移動させていた几き帳ちようを女御の前へと戻した。

　雪路に続いて小春も藤壺の殿でん舎しやから出ていく。南庭の前を通り、西南廊の前へと差し掛かかった辺りで雪路は口から笑いのようなものを零こぼした。

「いやぁ、まさか私でも知らない小竹さんの一面があったとは」

「……もしかして、先程の蝉の話ですか？」

　雪路は口に手を当てつつ、思い出し笑いをしている。

「小竹さんは何故なぜか異様に動物に好かれる人でな、よく野の良ら犬いぬや貴族の屋や敷しきで飼われている猫ねこに懐かれて大変だったと言っていたよ。だが、虫までもが小竹さんに……ぶふっ……」

「もう、雪路さん、笑いすぎですよ……」

「ふふっ、すまない……。……それでお前の知らない小竹さんを知ることは出来たかい？」

　目を細めて訊ねて来る雪路の表情は、少し歳の離れた姉のようなものに感じられた。

　小春は少しだけ視線を逸そらし、頷うなずき返す。

「雪路さんや女御様から、母様の話を聞くたびに、私の中の母様の印象が少しずつ構築されていく気がしました」

「ふむ。印象が変わった、ではなく？」

「はい。……それぞれが母様に対して抱いだいた印象は違ちがっても、全部が本物です。こういう人だったのかと一つ知るたびに、少しずつ母様に近付けている気がするのです」

　小春はそれまで自分がいた場所へと視線を向ける。

　……それに女御様の話を実際に伺ってみて、母様が人を傷付けるようなことをしていたとはやっぱり思えないもの……。

　もしかすると、冬次は母のことを誤解しているのかもしれない。しかし、どうすればその誤解を解くことが出来るのか分からずにいた。

　視線を雪路へと戻もどした小春は心に抱いたものを隠すように笑みを見せる。

「雪路さん。私を女御様に会わせて下さり、ありがとうございました」

「……私にはこのくらいしか、出来ないからな。まぁ、他ほかにも小竹さんの弟で子しだった者がいるが今は遠くの場所で働いているから、次の機会があった時に紹しよう介かいするよ」

　雪路はそう告げて、階きざはしの下に並べていた草ぞう履りに足を引っ掛ける。小春も雪路に続き、草履へと足を入れてから顔を上げたが、ふと視線を向けた先の光景を見て、首を傾かしげてしまう。

「雪路さん……。確か、あの場所には東南廊に繋つながる打うち橋はしが掛けられていましたよね？」

「ん？」

　小春が指を差す方向に雪路も視線を向ける。本来、そこには後涼殿と藤壺の殿舎を繋ぐ、取り外しが可能な打橋と呼ばれる板が掛けられていたはずだ。

　小春が初めて藤壺の殿舎に入った時も、打橋を渡わたったため覚えていたが、何故か今は打橋がかかっていなかった。その光景を見て、雪路は眉まゆをひそめながら深い溜ため息いきを吐ついた。

「またか……」

「また、ってどういうことですか？」

「……藤壺の女御は帝みかどの寵ちよう愛あいが最も深いお方だ。後ろ盾だてだった前さきの四し条じよう右う大だい臣じんが数年前に亡なくなり、後宮内での立場が弱いものになっても、その寵愛は変わらないままだから、それを快く思わない敵方の誰だれかが嫌いやがらせをしているんだろうな……」

　確かに打橋が取り外されてしまえば、帝に呼ばれても女御は赴おもむくことが出来なくなってしまうだろう。小春が難しい顔をしていると、雪路は呆あきれたように溜息を吐はき出した。

「こういう嫌がらせがたまにあるんだよ。……去年の藤ふじの季節には、枯かれた藤の花が藤壺の殿舎の簀すの子こに撒まき散らしてあったし、他にも……どこからか連れて来られたのか、野犬が藤壺の庭に居座って、夜鳴きしていたり……。まぁ、犯人は分からないが女御の存在を妬ねたんでいる者の仕し業わざだろう」

　雪路の言葉に小春は何と返せばいいのか分からずにいた。あれほど心優しい女御が、嫌がらせを受けていることを知り、胸の奥が痛まないわけがない。

　……女御様は気き丈じように振ふる舞まい、立ち続けているんだ……。

　俯うつむいてはならないと、女御が小春へと告げた言葉が頭に過よぎった。その言葉の通りに、どんなに嫌がらせを受けても、女御は真っ直すぐ前を向いている。そんな彼女を眩まぶしく思った。

「とりあえず、後涼殿に勤めている女官に報告してくるよ。知り合いの女官に頼たのめば、新しい打橋を手配してくれるだろう」

　藤壺の者達に余計な心配をかけたくはないのだろう。彼女達に気付かれる前に、雪路は事に対処するつもりらしい。

　小春は雪路を頼もしく思いつつも、再び視線を打橋があった場所へと向けた。

　誰かの悪意と向き合いながら、女によう御ごはこの場所で闘たたかっている。身体からだが弱くても、その芯しんの強さは絶対に折れないほどに真っ直ぐなのだろう。

「ほら、行くよ」

　移動を促うながされた小春は、藤壺の殿舎から目を逸らし、雪路の後ろに付いていく。

　胸の内側では、自分も女御のように心を強く持てるようになりたいと密ひそかに思っていた。
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　仕事内容も覚え、出仕にも慣れた頃ころ。小春はいつも通りに典薬寮へと出仕するために支し度たくを整え、階を下りてから草履を履はき、今まさに出発しようとしていた。

「──牛ぎつ車しやの支度を急げと言っただろうが！　早くしろ！」

　突とつ然ぜん、屋敷全体に響ひびき渡った怒ど号ごうに小春は身を竦ませてしまう。小春がいる西の対の屋から少し遠い場所に車くるま宿やどりがあり、隣りん接せつしている中ちゆ門うも廊んろうに黒い袍ほうを纏まとった父が歩く姿が見えた。

　……まずい、お父様に見つかっちゃう……！

　小春はすぐに階の陰かげに隠かくれるように座り込んだ。父はいつも小春よりも遅おそい時間に出仕するので油断していた。庭に出ている姿を見られれば、咎とがめられるだけに止とどまらないだろう。

　家人の誰かが怒おこられているのか、父の怒号は止やむことなく響いてくる。小春は仕方なく、しばらくの間、その場で身を隠すようにしながら、やり過ごすしかなかった。




「もう、お父様のせいで遅ち刻こくしそうになりました……」

　始業時間の間ま際ぎわに何とか間に合った小春は、額に浮うかんだ汗あせを手の甲こうで拭ぬぐいつつ、深い溜息を吐いた。実家の事情を知っている雪路は眉を下げつつ、軽く肩かたを叩たたいて労ねぎらってくれた。

「まぁ、一いち条じよう大だい納な言ごんが今朝から機き嫌げんが悪い理由は何となく分かるけれどな」

「そうなんですか？」

　女医処には雪路と小春以外に誰もいないというのに、声量を抑おさえつつ、耳打ちしてくる。

「お前のお父君は確か左大臣派だろう。左大臣家の姫ひめ君ぎみが帝に入じゆ内だいしているが、そちらには懐かい妊にんの兆きざしがないというのに藤壺の女御が懐妊したという噂うわさが昨日から流れているから、苛いら立だっているんだろうな」

「か……懐妊ですかっ？」

　驚おどろきのあまり、小春は少し声が裏返ってしまう。

「私も先日、訪問診しん療りようの際にその兆しに気付き、出産経験のある藤壺の女によう房ぼうに女御のここ最近の体調の様子を訊たずねてみたんだが、懐妊の可能性はあるだろうね。ただ、もう少し様子を見た方がいいと思ってあえて告げなかったんだが……。一体どこから噂が流れたのやら……」

　雪路ももしかすると女御が懐妊しているかもしれないと気付いていたようだ。懐妊ならば、めでたいことであるはずだが、雪路は浮かない表情を浮かべている。

「せめて、もう少しの期間だけでも噂が出回らないように時間を稼かせげれば良かったんだが、こんなにも早く懐妊についての噂が出回ってしまえば、あの方の気苦労が増えるだろうな……」

「……」

　小春は胸の辺りにぎゅっと自身の手を添そえる。ただでさえ、周囲からもたらされる悪意と敵意の中で過ごしている女御に、さらに負担が掛かかるとなれば、心苦しく思ってしまう。

　何か、出来ないだろうか。胸を張り、凜りんとしたまま闘っている女御のために。

　胸に添えていた手を握にぎりしめ、小春は顔を上げる。

「雪路さん。懐妊した際の初期症しよう状じように効く薬を……女御様にお渡しすることって出来ますか」

　小春が自分からそのようなことを言い出すとは思っていなかったようで、雪路は目を丸くしながら何度か瞬まばたかせていた。

「どうして、そうしたいと思ったんだ？」

「……女御様のために何かしたいんです。ただ、どうか……心安らかでいて欲しいんです」

　女御の立場がどれほど窮きゆう屈くつで苦しいものなのか、何となくだが分かっている。そこに含ふくまれる重圧に女御は耐たえ続けているのだろう。それならばせめて、体調だけでも穏おだやかでいられるように、彼女のために何かをしたかった。

　雪路は腕うでを組み、小さく唸うなっていたが、やがて小春の肩を優やさしく撫なでるように叩いた。

「それなら、一いつ緒しよに女御のための薬を作るか。もちろん、私が付きっきりだけれどね」

「いっ……いいんですかっ」

　まさか許可が出るとは思っておらず、小春は大きな声で返してしまう。

「内服薬は作れるようになっているし、そろそろ女御が飲むための薬を作ることも始めておきたいと思っていたんだ。お前は私の後任だから、いつか女御のことを任せるかもしれないし」

「っ……。ありがとうございます、雪路さんっ……」

「うむ。……誰かのために何かをしたいという気持ち、これからも忘れないようにしなさい。医くす師しにとっては大事なことだ」

　すると雪路は目を細め、肩に置いていた手を小春の頭へと置き直し、撫でてくる。

「……ここ最近、悩なやましい顔ばかりで心配していたが、いつもの小春らしさが戻もどってきたようで良かったよ」

　気き遣づかうような雪路の言葉に、小春は瞳ひとみを瞬かせる。普ふ段だん、平静を装よそおっていても雪路は小春が母や呪じゆ禁ごんについて複雑に思い、悩んでいることを見み抜ぬいていたのかもしれない。

　雪路は小さく微笑ほほえんでから手を下ろし、薬くすり棚だなを置いている部屋へと向かっていく。

「それじゃあ、ちょうど時間もあるし、今から作るか」

「は、はいっ……。宜よろしくお願い致いたします……！」

「まず、杜と仲ちゆうと人にん参じんを出してくれ。それから──」

　雪路の指示に従いながら、小春は薬棚の中から次々と薬の材料を取り出していく。どうか、女御が背負うものが少しでも軽くなりますように、そんな想おもいを込めながら薬を作り始めた。




　噂が流れ始めた後に雪路がもう一度、訪問診療を行ったが、やはり藤壺の女御の懐妊は事実だったようだ。その際に小春は付き添っていなかったが、女御のために作った薬を喜んで受け取ってくれたと雪路が教えてくれたため、密かに安あん堵どしていた。

　それから数日が経たった頃、小春は一人、藤壺の殿でん舎しやへと呼び出されていた。藤壺の女御の主治医である雪路が呼ばれるならば分かるが何故なぜ、自分一人だけなのか分からずにいた。

　内心、汗を大量に掻かきつつも小春は藤壺の女御が座している目の前で平へい伏ふくしていた。

　しかも几き帳ちようはすでに取り払はらわれており、女御の目から自分を隠す場所はどこにもなかった。

「また会えて嬉うれしいわ、小春。面おもてを上げてちょうだいな」

「は、はい……」

　小春がゆっくりと顔を上げれば、そこには小こ袿うちぎ姿の女御がいた。女御の傍そばには女房の出雲も同席している。女御の顔色をそっと窺うかがったが、今日は調子がいいのか、頬ほおに柔やわらかな赤みが浮かんでいる。女御はにこりと笑ってから小春へと声をかけた。

「先日、雪路さんが訪問診療なさった時に、とても温かいものを貰もらったの。……小春がわたくしのために薬を作りたいと申し出たと聞いたわ」

「っ……。さ、差し出がましいことをしてしまったならば、申し訳ありませんっ……」

　まさか、先日の薬の件で何か言げん及きゆうされるのだろうかと思い、小春は再び平伏しようとしたが、女御に止められてしまう。

「あらあら、違ちがうのよ？　……わたくし、とても嬉しかったの。だって、小春はわたくしの身体を思い遣やってくれたのでしょう？　……だから、今日は直接、お礼が言いたかったの」

　女によう御ごは心からそう思っているようで、小春へと向けられる微笑みには陽ひだまりのような暖かさを感じた。

「ありがとう、小春。……初めての懐妊で不安なこともあるけれど、あなたや雪路さんの心こころ遣づかいを受けて、わたくしは一人でこの場に立っているわけではないと改めて思えたの」

　その言葉を受けて、自分の想いが女御へと届いたのだと自覚する。小春は喉のどの奥から出そうになったものを一度、飲み込み、それから背筋を伸のばした状態で頭を下げた。

「あの、遅くなりまして……。このたびはご懐妊、おめでとうございます。女御様が無事に身二つになることが出来ますように、心からお祈いのりさせて頂きます」

「ふふっ、ありがとう。と言っても、まだまだ先だけれど……。……あ、そうだったわ。出雲、用意していたものを出してくれる？」

「はい」

　傍に控ひかえていた出雲は女御へと頷うなずき返し、近くにあった冊そう子しの箱はこのようなものを手に持つと、それを小春の前へと音を立てずに置いた。

「小春。その箱の中に入っているものを手に取ってちょうだいな」

「えっ？　は、はいっ……」

　失礼します、と言い置いてから小春は冊子箱の中を確かく認にんする。入っているのは上質な陸奥みちの国くに紙がみのようだが、一枚どころではない。見たところ、二十枚ほど入っていた。小春は皺しわを付けないようにと気を付けながら、女御に言われた通りに陸奥国紙を手に取る。

　小春が困こん惑わくしたまま、女御の方に視線を向けると彼女は頷いてから微笑んだ。

「その陸奥国紙を小春に渡わたしたいと思っていたの。……この前の薬のお礼だと思って受け取ってくれる？」

「へっ!?」

　驚いた小春は思わず、手に持っていた陸奥国紙を数枚ほど、その場に取り落とした。紙は折れ曲がってはいないようだがそれでも先さき程ほどと比べて、紙に触ふれる手は慎しん重ちようになってしまう。

「そ、そんな、女御様……。このような高価なものを頂くなど……」

　陸奥国紙そのものは幅はば広ひろく流通しているが、その中でも今、小春が手に持っているものはかなり上等なものだろう。

「……ねぇ、小春。あなたは今、学んでいることがたくさんあるのでしょう。……でも、それはきっと、他人からは見えないと思うの。努力というものを形として成すのは難しいもの」

　女御は目を細め、静かに微笑んでいるが、陸奥国紙を自分の手に戻そうとはしなかった。

「どれほどの知識と技術を得ても、所しよ詮せんは殿との方がたの医師の真ま似ね事ごと──なんて、そんなわけがないのにね。女によ人にんの身で典薬寮に入ったのは、あなたが望むものを目指してたくさん努力をしてきた結果なのに……」

　その言葉に小春ははっとする。女御が零こぼしたのは以前、医い生せい達に絡からまれた時に吐はき捨てられた言葉だったからだ。

「全すべてを否定する冷たい言葉が小春にかけられた時、すごく悔くやしく思ったの。……だから、あなたの努力を目に見えるものとして遺のこせたら、自信に繋つながるかもしれない……胸を張れる力になるかもしれないと思って、あなたにこの紙を使って欲しくて用意したのよ」

「女御様……」

「この紙にあなたが学び、培つちかったことを目に見える形として遺せば、いつかきっと小春自身にとって役立てるものになると思うの。……小春が培ってきたものはどのようなことであれ、あなたにとっては宝となるものだもの。ずっと、ずっと大事にしてね」

　小春は手に取っている陸奥国紙と女御の顔を交こう互ごに見る。女御は優しげな笑えみを浮うかべており、小春の返事を待っているようだ。

　抑おさえていなければ、込み上げてくる何もかもが目の奥から出てしまいそうだった。

　……女御様は、私を信じて下さっているんだ。私が、自分で望む未来を辿たどることを。

　今の自分は何も持っていないというのに女御は何故、ここまで信じてくれるのだろうか。

　いや、きっと藤壺の女御はそういう人ひと柄がらなのだ。窮きゆう地ちに陥おちいっていた小春を救い、そして見返りを求めることなく、ただ純じゆん粋すいに小春の未来を信じて、見守ろうとしてくれている。

　そんな女御の優しさや温かさを受けた小春の心に一つ、新たな想いが生まれる。

　……私もこの方のために、何かをしたい。何かを返したい。

　その想いを初めて、強く自覚した。頭の中では医師というものは誰だれかのための役職だと分かっている。しかし、自分はその根本となるものを理解していなかったのだろう。

　本当の意味でこの人のために何かをしたいと思えることが、どれほど自分を突つき動かす力を持っているのかさえも知らなかった。

　……進もう。今度は自分のためだけじゃなくて、自分が支えたいと思う人のために。

　小春は受け取った陸奥国紙を一度、ぎゅっと胸に抱だき、深々と頭を下げた。

「女御様の心遣い、ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

「まぁ、そんなに仰ぎよう々ぎようしくしなくても……」

「いえ、私には女御様の心遣いがとても嬉しかったのです。……学び培ったものを書きとめ、いつか、きっとこの陸奥国紙を冊子に出来るほど分厚いものにしてみせます」

「ふふっ、楽しみにしているわ」

　ゆっくりと頭を上げてから、小春は紙を抱かかえ直した。

「小春さん。そちらの冊子箱に紙を入れて、持ち帰って下さいね」

　さすがに紙をそのまま持って帰るのは大変だと思ったのか、出雲が小春を気遣うように、右手で冊子箱を指し示す。

「ありがとうございます……。箱は後日、必ずお返し致します」

「ふふっ、それならその時、またお話ししましょう？　今日のお喋しやべりはここまでのようだし」

　女御がちらりと出雲に視線を向けると彼女は窘たしなめるように小さく咳せき込んでいた。出雲は女御の体調を気遣っているのだろう。女御は仕方がないと言わんばかりに肩かたを竦すくめている。

「あの……どうか、体調の変化にお気をつけ下さい」

「ええ。せっかく、小春達から薬を頂いたんですもの。それをしっかりと飲みながら、体調管理には気を付けるわ。……もし、薬がなくなったら、また作ってくれる？」

「……はい。作らせて頂きます」

　小春がしっかりと頷き返せば、女御は嬉しそうに笑みを返してくれた。

　それでは失礼します、と言い置いてから小春は女御の前から下がる。女御は穏おだやかな笑顔のままで小春を見送ってくれた。藤壺の殿舎へと訪おとずれる前とは違い、自分の両りよう腕うでにはいつも持ち歩いている薬箱だけでなく、陸奥国紙が入った冊子箱が抱かれている。

　……きっと、この紙は何よりも尊いものになる。

　ぎゅっと冊子箱を抱きしめつつ、小春は顔を上げた。

　女御が、小春が望む未来を信じてくれているならば──。その期待に応こたえられるような人間になろう。女御の想おもいに返すことが出来る人間に。

「雪路さんに、お願いをしてみよう」

　実じつ践せんの経験が足りていないことは自覚しているので、雪路の訪問診しん療りように付いていき、高貴な身分の女人に対する診察の技術をもっと間近で学びたいと思った。

　そして、何よりも女御がどのような不調を訴うつたえやすいのかを把は握あくして、対処する方法を学びたいのだ。いつか女御のために役立てるように。

　今の自分がいかに力不足なのかは分かっている。だが、力不足ならば、これからもっと努力すればいい。自分は努力が出来る最適な場所にいるのだから。
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　藤壺の殿でん舎しやから辞したあと、雪路に頼たのみ事をされていた小春は安福殿を訪れていた。雪路が安福殿の侍じ医いから貸して貰もらっていた書物を返すだけなので、それほど時間はかからなかった。

　用事を終えた小春が典薬寮に戻もどるために安福殿から出ようとしていた時だった。

「──あっ、小春さん!?」

　小春を呼び止める声が響ひびき、立ち止まってから振り返るとそこには冬次の同どう僚りようである在原夏久がいた。その表情には少し、焦あせりが浮かんでいるようだ。

「ちょうど良かった！　今、時間ある!?」

　小春の肩を掴つかみ、夏久は縋すがるような必死な面おも持もちで訊たずねて来る。

「どうかなされたのですか？」

「冬次が怪け我がをしたんだよ。君さえ良ければ来てくれないかっ……」

　頭にふと過よぎったのは先日、冬次から呪じゆ禁ごんについて教えてもらった時のことだ。冷たい表情と疑いの言葉、厳しい口調が脳のう裏りで思い出される。その件の後、冬次と会ってはいなかった。

　……でも、あの時のことと冬次様が今、怪我をしていることは無関係だもの。

　出てしまいそうになった感情を心の奥底へと押し込み、小春は夏久へと言葉を返す。

「分かりました。連れて行って下さい」

「ありがとうっ……。それじゃあ、案内するよ！」

　夏久は光を見み出いだしたように、ぱっと笑顔になる。冬次のことがよほど心配なのか、夏久は急ぎ足で小春をその場から連れ出した。

「……あの、冬次様はどうして怪我を？」

「うーん……。あまり本人がいないところで言いたくはないんだけれど、同僚に絡まれちゃって、それで怪我をしたみたいなんだ」

「同僚の方に……」

「あいつ、色々と面めん倒どうな立場だからさ。勝手に疎うとまれていたり、反感を買いやすいんだよ。本人は真面目まじめに仕事をしているだけなのにね」

　夏久はどこか困ったような表情をしていた。

　小春は先日、冬次に手て貫ぬき緒おを返すために右近衛府へと訪れた際、冬次の名前を出した途と端たんに武官達の様子が変わったことを思い出す。それでも、この場にいない冬次の人間関係にこれ以上踏ふみ込むことは出来ないと、問いかけることを止やめた。

　案内された場所は先日と同じ、校書殿の東ひがし廂びさしの南にある右近衛府の詰つめ所だった。何やら騒さわぎが起きているのか、その場にいる武官達は落ち着かない様子だ。

「はーい、退どいて、退いて。典薬寮の人を連れてきたから。……こっちだよ、小春さん」

　夏久は小春に向けられる武官達の視線を一いつ蹴しゆうしつつ、どんどん先へと進んでいく。

　奥には几き帳ちようが立てられており、覗のぞき込むように見てみると──そこには右のこめかみ辺りから血を流している冬次がいた。その手元には血が付いた布が握にぎられている。

「っ……！」

　小春と同じく、目を見開いた冬次とちょうど視線が交わる。瞬しゆん間かん、彼は気まずそうに顔を歪ゆがめていたが、気まずいのはお互たがい様だろう。

「……おい、夏久。どうして、彼女を連れて来るんだ……」

「だって、安福殿に行ったら、ちょうど小春さんがいたからな。冬次も親しくない人間に治療されるより、小春さんに治療された方が良いだろうと思って」

　冬次は小春から視線を逸そらしていく。こちらを見ようとはしない冬次に小春は近付いた。

「……必要ない」

　小春の手はいらないと冬次ははっきりと拒きよ絶ぜつしてくる。その言葉に小春は一度、唇くちびるをきゅっと結んでから冬次の真正面に座り、持っていた荷物を脇わきへと置いた。

「怪我を見せて下さい。……私が治療します」

「必要ないと言っただろう。……このくらいの怪我、放ほうっておけばそのうち治る」

　頑かたくなに治療を拒こばもうとする冬次に、小春はぐいっと膝ひざを進め、訴えるように声を上げた。

「医療に携たずさわる者として、目の前にいる患かん者じやを放ってはおけませんっ！」

　小春は真っ直すぐに冬次を捉とらえたまま、言葉を続ける。

「あなたが拒んでも、私は──絶対に治療します」

「……」

　引くことはないと、小春は挑いどむように見つめる。冬次は小春から逃にげるように目を逸らした。しかし、小春による治療を受け入れることにしたのか、それまでこめかみに当てていた布をゆっくりとその場に下ろした。

　冬次が受け入れることを確かく認にんした小春は、背後で見守っていた夏久の方へと視線を向ける。

「夏久様。もし宜よろしければ、新しい布と水を張った桶おけを用意して頂けませんか」

「わ、分かった。ちょっと待っていてくれ」

　夏久は力強く頷うなずいてから踵きびすを返す。

　小春は懐ふところから組くみ紐ひもを取り出し、袖そで括くくりの緒おで絞しぼり上げた袖が落ちないように組紐で引っ掛かけて、背中で交差させてから結んだ。失礼しますと一言告げて、小春は冬次に顔を近付ける。

「っ、おい、近いんだが……」

「でも、近付かないとよく見えませんから」

　動こうとする冬次の肩を掴んでから、小春はじっと冬次のこめかみを凝ぎよう視しする。頭を怪我すると血が出やすいのだが、果たして冬次が負った傷は深いだろうか。

「……出血は多いようですが、切れている部分は浅いので、ちゃんと手当てをすれば傷も塞ふさがりますよ。それに髪かみで隠かくれる部分ですから、目立たないと思います」

「そうか……」

「ですが、どうしてこのような箇か所しよに怪我を？」

　小春は冬次が持っていた布を受け取り、血が付着していない部分を使って、こめかみから流れている血を優やさしく拭ふいていく。

「……文ふ箱ばこの角が当たった」

「えっ!?」

　そのような返事をされるとは思っておらず、小春は動かしていた手を止めてしまう。文箱は文ふみや書状を入れるための箱だが、何故なぜそのようなものと接せつ触しよくしたのだろうか。

「……誰だれかに、投げられたということでしょうか」

「……まぁ、そんなところだ」

　だが、冬次はそれ以上の言葉を紡つむぎたくはないようで、黙だまり込んでしまう。

「──今回の件、冬次は全く悪くないよ。……悪いのは藤壺の女によう御ごに対して画策しようとしている奴やつらだ。冬次は女御の身の安全を考えて、最善の仕事をしただけだし」

　無言の冬次に代わるように言葉を続けたのは、頼んだものを用意してきてくれた夏久だった。藤壺の女御の話が出てくるとは思っていなかったため、小春はつい反応してしまう。

「小春さんは藤壺の女御が懐かい妊にんしたことは知っているかな」

　几帳の内側に入ってきた夏久は、声量を落としつつ訊ねてきたため、頷き返した。

「懐妊すると体調が崩くずれやすくなるという理由で藤壺の女御はしばらくの間、宿やど下さがりすることになったんだ。その際に護衛をする者を付けなきゃいけないんだけれど、政敵の息がかかった者が選定すれば、女御の身に危険が及およぶ可能性があるからね」

　夏久が気まずげに告げたため、小春はその言葉に含ふくまれた意味を理解した。護衛しているように見せかけて、懐妊した女御を害する者がいるかもしれないと夏久は言っているのだろう。

　小春が強こわ張ばった表情になっていることに気付いたのか、怪我の手当てを受けていた冬次が呆あきれるような声で言葉を返す。

「そのようなこと、させるわけがないだろう。護衛をするのは中立派に決まったし、主上おかみの許可もすでに取ってある。これは覆くつがえらないことだ」

「と、こんな感じで冬次が誰よりも先に手を回したんだよね。……でも、女御の安全のために仕事をしただけなのに、これに対して左大臣派の奴が理り不ふ尽じんに逆上してさ。勝手に余計なことをするなと言って、冬次に向けてそいつが持っていた文箱を思いっきり投げてきたんだよ」

　溜ため息いきを吐つく夏久に対して、小春はつい顔を顰しかめてしまう。もし、冬次が先に手を回していなかったならば、女御の身は逆に危あやうくなった可能性もあったのかもしれない。

　小春は冬次へと向き直る。だが、彼は視線を合わせようとはしなかった。

「俺はただ、自分の仕事をしただけだ。主上の心に添そうことは、臣下の務めだ」

　毅き然ぜんとした態度で冬次はそう告げる。彼は藤壺の女御が帝みかどの寵ちよう愛あいを受けていることを知っているのだろう。他ほかの女御達と違ちがって後ろ盾だてがなく、最も不安定な立場であることも。

　だからこそ、女御を守るために他の者に先を越こされないように手を回したのだ。

　……この人、本当は……。

　仕事だと言い切っているが、きっとそれだけではない。思い返してみれば、最初に会った時から、彼は人を気き遣づかうことが出来る人ひと柄がらだった。

　女めの童わらわの時も、小春が校書殿へと忍しのび込み、助けてくれた時も。

　血を拭いていた小春の手がいつの間にか、止まってしまう。そして、冬次の顔を覗き込むように見つめた。

「……何だ」

　彼はぶっきらぼうにそう告げて、眉まゆを少しだけひそめる。

「冬次様は、本当は他人を思い遣やることが出来る優しい人なのだと思いまして」

「……は」

　一瞬だけ表情が固まったが、冬次は何を言っているんだと言わんばかりに眉を下げる。

　背後の夏久が何故か噴ふき出したため、冬次は夏久に鋭するどい視線を向けるが全く効いていないようだ。夏久は目元に浮うかんだ涙なみだを指先で軽く拭ぬぐいながら、どこか嬉うれしそうに笑っている。

「そうなんだよ。こいつ、見た目は冷たそうに見えるけれど、本当は人情深くて優しい奴なんだ。……いやぁ、冬次の分かりにくい本質を見み抜ぬくなんて凄すごいよ、小春さん」

「いえ、私はそれほど、冬次様の人となりを知っているわけではありません。ただ、言葉を交かわした回数は少なくても、冬次様の言葉や行動には他者への気遣いが見られると思いまして」

「……」

　冬次はどこか納なつ得とくがいかないといった表情だが、そんな彼に対して、夏久は更さらに苦く笑しようする。

「良かったなぁ、冬次。お前のことを真正面から見て、理解してくれる人がいて」

　心の底から嬉しく思っているのか、夏久は小春へと眩まぶしい表情で笑いかけてくる。すると、冬次から深く低い溜息が漏もれた。

「……夏久。お前、もう向こうに行っていろ」

「えー、何で？」

「お前の声は頭に響ひびく」

　ぴしゃり、と言い放つ冬次に対して、夏久は大げさに肩かたを竦すくめる。

「本人がこう言っているから、俺は几き帳ちようの向こう側で待っているね。あ、二人きりになって、冬次に何かされそうになったら、呼んでね！　それじゃあ、小春さん、手当てを宜しくね」

「するかっ！　何を言っているんだ、お前はっ」

　噛かみつくように反論する冬次に向けて、夏久はひらひらと右手を振ふってから、几帳の向こう側へと去って行く。その後ろ姿に向けて、冬次はもう一度、深い溜息を吐いていた。

「……仲が良いんですね」

「腐くされ縁えんだ」

　冬次の答えに苦笑しつつ、小春は夏久が持って来てくれた新しい布を水に浸ひたし、強く絞る。絞った布で冬次の顔に付着したままの血をゆっくりと拭っていった。

　それまで夏久が喋しやべってくれていたことで場がもっていたが、二人きりだと何を話せばいいのか分からなくなってしまい、お互たがいに無言だけが続いた。

　……でも、良かった。血は何とか止まったみたい。

　そのことに安あん堵どしていると、冬次は少しだけ険が取れた声こわ色いろでぼそりと呟つぶやいた。

「……君はまだ、呪じゆ禁ごんについて調べているのか」

　訊たずねられた言葉に小春は一度、手を止める。だが、何事も無かったように動かし始めた。

「母の呪禁に関しては今も知りたいとは思っています。……ただ、知る術すべは見つかっていませんが」

「……そうか」

　その場に再び、静せい寂じやくが生まれてしまう。冬次は先日の件を引きずっているようだ。

「……あの、気まずいようでしたら、治ち療りようは他の方に任せましょうか」

　小春の声に冬次はそれまで視線を逸そらすように横に向けていた首を動かした。

「先日の件でしたら、気にしていない……ということはございませんが、冬次様が気になるようでしたら、別の典薬寮の者にお願いして……」

　そう言葉を続けつつ、途と中ちゆうまで腰こしを上げた小春の腕うでを冬次は掴つかんでくる。

「違う。そういうつもりで言ったわけではない。ただ……あの時に言ったことは……君を傷付けてしまったのではないかと、そう思って……」

　途と端たんに冬次の声色が少しだけ、掠かすれたものに変わった。小春は浮かしかけていた腰を下ろしてから、肩を竦めながら小さく笑う。

「……ほら、やっぱり冬次様はお優しいです。でなければ、自分の言葉で相手を傷付けたかもしれないなんて、気にしたりしないと思います。きっと、後こう悔かいもしないと思いますよ」

　小春は自分の腕を掴んでいる手に、空いている手をそっと添そえる。

「……確かに、あの時の言葉は私の胸の奥に突つき刺ささるものでした」

「っ……」

　苦々しく表情を歪ゆがめる冬次に対して、小春は困ったような表情で言葉を続けた。

「でも、冬次様が……私に母のことを何も知らないと言って下さったおかげで一歩、進むことが出来たんです。母のことをちゃんと知るための機会をあなたは与あたえて下さいました」

「俺は、別に……」

　そんなつもりで言ったのではないと彼は続けようとしたのだろうが途中で口を閉とざした。

「……私、母に憧あこがれて医くす師しを目指すようになったんです」

　冬次は小春を掴んでいた腕をゆっくりと離はなし、顔を少しだけ上げた。腕を放された小春は持っていた薬箱を開き、怪け我がに効く生の葉を選んでから塗ぬり薬を作り始める。

「母が呪禁師だったと知った時、私はただ、母の姿を追いかけていただけだったのだと思い知りました。……だから今、抱いだいている医師になりたいという想おもいが、本当に自分の願いなのか、分からなくなってしまう時があるんです」

　もしかすると自分は母の姿を今も追いかけているままなのかもしれない。そう思える時が時折、あった。誰だれにも言えない悩なやみを打ち明けるように、小春は言葉を零こぼし、曖あい昧まいに笑う。

　作ったばかりの塗り薬を指先で掬すくい、小春は膝ひざを進めてから冬次のこめかみにゆっくりと塗っていく。その間、冬次は動くことなく、小春の治療を受けてくれていた。

「……俺の目には君はすでに、立派な医師に見えるが」

　視線が交わったと思えば、冬次は力強さが宿った瞳ひとみで小春を見つめていた。

「ただ、優やさしいだけでは医師は務まらないだろう。たとえ、患かん者じやが嫌いやな相手だったり、親の仇かたきだったとしても、私情を押し殺し、向き合うことが出来る──。君はそれが出来る人間だ」

「……」

「君は誰であろうと『目の前にいる患者』を放ほうってはおけないのだろう？　……それならば、もう君の心は決まっているのではないか？」

　冬次の言葉に小春は思わず、息を飲み込んだ。

　怪我をしている彼を見た時、確かに感情よりも先に身体からだが動いた。

　呪禁のことを知ってから、いつも心のどこかに拭うことが出来ないわだかまりを抱いていた。ずっと憧れていたというのに、医師になることが夢だと胸を張って言えなくなった。

　それでも、藤壺の女によう御ごのように救いたい人を自分の手で救える力が欲しいと強く思った。

　……でも、違う。それだけじゃない。私が抱いているものは……望むものはそれだけじゃない。

　きっと目先で怪我をしたり、苦しんでいる人がいれば、自分は躊躇ためらうことなく救おうとするだろう。それがたとえ誰であろうとも、手を差し伸のべたいと思うに違いない。

　……私は……私の夢、は……。

　小春はぎこちなく首を動かし、両手を胸へと添えた。

　──優しくて、温かいものを渡わたせる医師になるって言ったこと、信じているから──。

　一いつ瞬しゆん、誰かの声が脳のう裏りに思い出される。今の言葉は一体、誰が告げたものだったのだろうか。それでも、小春の背中を後押しするような一言は消えることなく、心に残り続ける。

「──もっと自分の心に正直になればいい。……諦あきらめないのは得意なんだろう？」

　冬次の言葉に、小春はゆっくりと顔を上げる。まるで小春のことを知っているような口ぶりだ。彼から見た自分はそのような人間らしい。

「そんなに分かりやすいですか、私のこと」

　小春が苦笑しながら問いかけると冬次は一瞬だけ、はっとしたような表情を浮かべていたが、やがて何かを諦めたように穏おだやかなものへと変わっていった。

「君を見ていれば、分かる。……いつだって、真っ直すぐなところは変わらないからな」

　そう言って、冬次はふっと目元を和やわらげ、口元に柔やわらかな弧こを描えがいていく。今まで見ていた、感情が読めない表情は影かげをひそめ、慈いつくしむような笑えみがそこにはあった。

　……笑った……？

　瞬間、自身の心臓が初めて脈を打ったように跳はね上がる。目の前にある冬次の笑みに全すべてを囚とらわれてしまったように、小春の身体は動けなくなっていた。

　真正面から微笑ほほえまれただけなのに、身体中が熱くなってしまう理由が分からなかった。

　だが、何とか我われに返った小春は冬次の治療中であることを思い出し、続きを装よそおいつつ、冬次の笑みから逃のがれるように慌あわてて視線を逸らした。このままでは視線どころか、感情まで囚われてしまうと思ったからだ。

「と、とにかく、こめかみに薬を塗ったので、しばらくの間は、頭に衝しよう撃げきを与えないために激しい運動をしないようにして下さいっ！」

「ああ、分かった」

　小春が告げた注意点に対して、冬次は素す直なおに返事をする。先さき程ほどまでとは違ちがった気まずさを抱きつつも、治療が終わったため、小春は薬箱を片付け始めた。

　……少しだけ、冬次様のことが分かった気がするけれど、でも……何だか別の意味で顔を見られなくなってしまいそう……。

　呪禁や母の件で関かかわってきた冬次だったが、思えば彼はいつも誰かのために動いている。彼の母の死に、小春の母が関わっているのではと疑っているが、もしかすると小春が知らない誰かのために動いているのかもしれない。

　……もし、母様の呪禁について何か分かったら、その時は……話してくれるかな。

　お互いに母が使っていた呪禁の詳しよう細さいは知らないままだ。だが、その全てが明らかになれば、彼がどのような望みを持って、母の呪禁を調べていたのか教えてくれるだろうか。

　いや、自分が知りたいだけなのかもしれない。冬次が心に秘ひめているものを。

　……って、どうしてそんなことを……。

　自分の心の中で思っただけなのに、妙みような心ここ地ちを抱いた小春は気持ちを切り替かえるように小さく咳せき払ばらいした。
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　春の季節と言っても、朝方はまだ冷える。それでも出仕の時間が迫せまってきている小春はあくびをしながら、袖そで括くくりの緒おが通されているいつもの表うわ着ぎへと着き替がえた。

　……うぅ……、何だか変な夢を見てしまった……。

　先日、冬次の怪我を治療してから、何故なぜか彼の笑みが脳裏から離れない。そのせいもあってか、とうとう夢の中にまで出て来てしまった。密ひそかに思っている相手が夢の中に出てくれば、その相手も自分のことを想っていると世間では言われている。それ故ゆえに、夢の中に冬次が出て来たため、寝ね起おき早々、妙な気分になってしまったのだ。今も時折、彼と会った際にはこめかみの怪我の具合を診みてはいるものの、別にそのような関係ではないというのに。

　……今度、冬次様と会った時、顔を逸そらしてしまいそう。

　そんなことを思いつつ、布の中に出仕に必要な道具を包んでいく。そろそろ屋や敷しきを出発しようと思っていたが、いつもならば女によう房ぼうの松江が見送りに来てくれるはずなのに、その姿が見えなかった。別の仕事で忙いそがしいのかもしれないと思い、小春が腰こしを上げた時だ。

　遠くから荒あら々あらしい物音が聞こえた気がして、思わずその場に立ち止まってしまう。

「今の声は……」

　誰かが自分の名前を呼んだ声が聞こえた。小春という呼び名ではなく、本名の「春はる子こ」と。

　その呼び方をするのはこの屋敷には一人しかいない。女房達などは小春のことを生まれた順番から「中なかの君きみ」と呼んでいるからだ。

　どくん、と心臓が跳ね上がる。足音は少しずつ、小春が住んでいる対の屋に向かって近付いて来ていた。嫌な予感がした小春は咄とつ嗟さに、自分が持っていた荷物を文ふ机づくえの下へと隠かくした。

「──春子！」

　苛いら立だちを含ふくんだ声が自分の名前を叫さけぶ。その声こわ色いろに反応するように小春の身体は一瞬にして強こわ張ばってしまった。それは恐おそらく、無意識にこの声の持ち主に怯おびえているからだろう。

　床ゆかの板が抜ぬけそうな程に荒あらっぽい音が渡わた殿どのを渡り切り、小春の部屋までやってくる。

　廂ひさしとの間を隔へだてていた御み簾すを引き千切りそうな勢いで撥はね上げつつ、部屋へと入ってきたのは自分の実父であり、世間からは一条大納言と呼ばれている藤原頼雅だった。歳としは四十を過ぎているはずだが、怒いかりに満ちている表情は更さらに老ふけて見えた。

「おい、春子……！　お前、どういうつもりだ……！」

　不ふ機き嫌げんさを隠すことなく、頼雅は目を吊つり上げて言葉を吐はいた。

「お前が内だい裏りに出入りしていると耳にしたが、この儂わしに隠れて出仕していたとは真まことか!?」

　いつか、知られてしまうのではと恐れていた日がとうとう来てしまったのだ。父の怒ど号ごうを浴びせられた小春は、底無し沼ぬまに囚われてしまったように身動きが取れなくなってしまう。

　小春の無言を肯こう定ていとして受け取ったのか、頼雅は顔を真っ赤にしながら、その場にあった文机を右足で思いっきり蹴け飛とばす。激しい物音が室内に響ひびき、小春は大きく肩かたを震ふるわせ、まるで自分が蹴られたように顔を歪ゆがめた。

「勝手なことをしおって……！　儂の顔に泥どろを塗ぬる気か!?」

　見み栄えを気にする父は大だい納な言ごんの娘むすめである自分が下級官人として出仕することが許せないのだろう。大納言の娘となれば、入じゆ内だいすることも出来る血筋である。たとえ、母方の血筋が尊くなくても、誤ご魔ま化かしてしまえば、出自を知られることはないと思っているのだ。

　小春は胸むな元もとに手を添そえつつ、身体が震えないようにと必死に押さえながら顔を上げる。

「……私のことを勝手に引き取るだけ、引き取って、身分相応の待たい遇ぐうも親子としての情も与あたえず、関心さえもろくに持たなかったというのにこういう時だけ、父親面づらするんですか」

　今までの自分ならば、父に暴言を吐かれることを恐れて反はん抗こうしようなどと思わなかっただろう。もちろん、今も父を恐れていることに変わりはない。気を抜けば、瞳ひとみから涙なみだが出てしまいそうだったし、指先は冷たいというのに掌てのひらは汗あせばんでいた。

　それでも、父のあまりにも身勝手な言い分に言い返さずにはいられなかった。

「私が出仕していると、都合が悪いことがおありですか」

　小春の指し摘てきに対して、頼雅はわざとらしく大きな舌打ちをする。

「当たり前だろう！　左大臣家との縁えん談だんを進めていたというのに、お前が出仕していることが知られてしまえば、破談になるかもしれないだろうが！　儂を笑いものにする気か!?」

　そういえば、情勢に応じてすり寄る相手を選んでいる父が現在、親しくしているのが左大臣家だったことを思い出し、嫌けん悪お感かんが表情に出そうになった小春は父から視線を逸そらした。

　母は何故、この男と関係を持ったのか不思議だったが彼の性格を見れば、無理に言い寄られて断りたくても断れなかったのかもしれない。そう考えると若い頃ころの母が不ふ憫びんでならない。

「しかも、よりにもよって藤壺の女によう御ごのところに出入りしているなど……！　お前は後こう宮きゆうに左大臣の娘が女御として入内していることを知らんのか！」

　父からしてみれば、左大臣と懇こん意いにしているため、実の娘が政敵である藤壺の女御と親しくしていることが気に食わないのだろう。だが、自分は典薬寮に勤める者として女御のもとへと参っているだけだ。すり寄るようなことなど一いつ切さいしていない。

　しかし、一体どこから自分が出仕をしていることと、藤壺の女御の殿でん舎しやに出入りしていることが漏もれたのだろうか。

　……もしかすると、私の顔を知っているこの屋敷の女房の誰だれかが、内裏に訪おとずれた際に姿を目もく撃げきしたのかもしれない。

　この屋敷の女房は内裏に勤めている他家の女房のもとへとよく遊びに行っていると松江に聞いたことがある。せめて内裏の中を歩く時は顔を隠しておけば良かったと後こう悔かいしても今更だ。

「今すぐに出仕をやめろ。縁談が調ととのうまで、屋敷の外に出ることは許さん」

　頷うなずくことしか許さないと言わんばかりに頼雅は威い圧あつしてくる。その言葉を受けた小春はまるで崖がけの上に取り残され、突つき落とされる直前のような気分に陥おちいっていた。

　自分は、この男の娘なのだ。それはつまり、自由に扱あつかえる所有物の一つとして数えられており、自身の意に背そむく行こう為いをしている小春の意思を頼雅は無む理り矢や理りに潰つぶそうとしているのだ。

　意思だけでなく、心さえも踏ふみ潰そうとしてくる父に対して、小春は抱いだいていた恐きよう怖ふや悲観を何とか喉のどの奥へと押し込む。そして、最後の力を振ふり絞しぼるようなか細い声で言葉を続けた。

「……お断り致いたします。私は出仕をやめるつもりはありません」

「このっ……！　育てられた恩を仇あだで返すような真ま似ねをしおって……！　恥はじ知しらずが！」

　次の瞬しゆん間かん、小春の左ひだり頬ほおに鋭するどい痛みが振り下ろされる。頼雅が持っていた扇おうぎで思いっきり叩たたいてきたのだと知った時には、すでに左頬に痛みが広がっており、叩かれた反動で小春はその場に尻しり餅もちをついてしまう。それでも、痛いのは頬だけではなかった。

　恥知らず、その言葉が心の奥へとえぐるように突き刺ささっていく。

「とにかく、お前は何も考えず、親の言うことを聞いておけばいいんだ！　余計なことはするな！　──おい、誰か！　誰か、来い！　こいつが一歩も外に出ないように見張っておけ！」

　どこかに向かって、叫びつつ頼雅は再び荒っぽく御簾を撥ね上げて、部屋から出ていく。自分に見張りを立てて、屋敷から逃にげないように閉じ込めるつもりなのだろう。頼雅は床を踏み抜きそうな程に大きな足音を立てながら、小春の対の屋から寝しん殿でんの方へと戻もどって行った。

　喧けん騒そうが遠のき、その場に座り込んでいる小春の心に残っていたのは、自由や意思を奪うばわれたことに対する虚きよ無む感かんなどではなく、自身に関かかわる全すべてを否定されたことに対する怒りだった。

　父は恥だと言った。小春がこれまで培つちかってきた努力、自分を支えてくれたもの、得られたもの、それら全てを。頼雅は小春だけではなく、小春に関する何もかもを否定したのだ。

　悔くやしさのようなものが込み上げてきた小春は唇くちびるを噛かみ締しめ、顔を伏ふせそうになってしまう。だが、その時、頭の中で優やさしい声が響いた。

　──小春が培ってきたものはどのようなことであれ、あなたにとっては宝となるものだもの。ずっと、ずっと大事にしてね。

　ぽつりと浮うかんだのは以前、藤壺の女御に告げられた言葉。その言葉にはっとした小春は俯うつむきそうになっていた顔を急いで上げた。そうだ、自分が培ってきたものは、きっとこの屋敷から出ることがなければ、知ることさえもなかった尊いものばかりだ。

　……否定されたくない。失いたくない。だって、私の意思も努力も、得たものも……全て、大切なものだもの。

　知ってしまえば、出会ってしまえば、それらを手放すことなんて、したくはない。

　……それにまだ、母様の呪じゆ禁ごんについてだって、知り得ていない。やっと一歩、近付けたのにこの屋敷から出られなくなってしまえば、調べることだって出来なくなってしまう。

　だが、得たいと思っているものはそれだけではない。自分の意思で進んでいきたいと思っている道は他人によって用意された道ではない。

　──もう君の心は決まっているのではないか？

　心の中で以前、冬次に問われた言葉が思い出される。あの時はすぐに答えることは出来なかったが、父に全てを奪われそうになっている今ならば、分かる。自分が心から、望むものが。

　……奪われたくない、だって私は……私がなりたいものは、医くす師しだもの。

　小春ははっきりと自身の夢を自覚する。他ほかの誰でもない、自分の意思で。

　自分の手で救いたい人がいる。身重である藤壺の女御の支えとなりたいし、冬次の怪け我がもまだ完治していない。

　それにこれから先、出会うかもしれない人達だっているだろう。その縁えんを自ら断たち切るようなことはしたくない。きっと、それらは全て、自分にとって大事なものとなるはずだ。

　確かに最初は母の姿に憧あこがれを抱き、目指していた。だが、自分が憧れていたのは母の姿だけではない。己おのれの意思で医師としての道を切り開き、居場所を作り上げた母に憧れていたのだ。

　……ならば、私も自分で切り開こう。この先で得られるもののために。絶対にここで終わらせたりしない。

　立ち止まったままでいれば、自分はきっと一生後悔するだろう。後悔しないためには、どうすればいいのか。そんなこと、すでに分かりきっている。

　……縁を切って、家を出よう。今すぐにでも、お父様の手が届く場所から逃げないと、私が進みたい道は塞ふさがれてしまう……！

　いつかは家を出たいと思っていた。だが、家を出た後、夢を叶かなえるためにどうやって生きればいいのか、想像するだけでも難しく、尻しり込ごみしていた。

　けれど、今は違ちがう。出仕する機会を得たことで外の世界を知り、書物には綴つづられていない広い世界が続いていることを自分は知ってしまった。自分が進む道の先には無限の可能性があることに気付いてしまった。眩まぶしく明るい世界を知ってしまえば、薄うす暗ぐらいこの部屋の中で、立ち止まっていることなど出来なかった。今、屋や敷しきを出なければ、待っているのは後悔する日々だろう。それならば、選ぶべき選せん択たく肢しはたった一つだ。

　小春は表情を変えないまま、強く決心する。針箱の中に入れておいた鋏はさみを取り出し、ふくらはぎまで伸のびていた黒くろ髪かみを腰こし辺りでざっくりと切り落とした。屋敷に引き取られてから伸ばし続けていた髪の重さを失ってしまえば、心も身体からだも身軽になったような心ここ地ちがした。

　世間から見れば、自分の考えや行いは愚おろかしいことだと思われるかもしれない。だが、自身の意思に反したまま生きていくことなど出来ない。たとえ、泥どろ道みちで見えない先が続いているのだとしても、自分の道は自分で切り開いて進んでいきたかった。

　小春は見張りの女によう房ぼうが寄よ越こされる前に、行動を起こすことにした。準備していた出仕用の荷物の中にはすでに必要なものは入っている。他に持ち出すべきものなどない。

　桜色の組くみ紐ひもで髪を一つに結ゆった小春は荷物を抱かかえてから、浅あさ縹はなだ色いろの布を頭に深く被かぶる。

　そして出来るだけ寝殿から遠く、位置的には見えない妻つま戸どから簀すの子こへと出た。

　足音と騒さわがしい声が遠くから聞こえ始めてきているが恐おそらく、見張りの女房達が小春の対の屋へと向かってきているのだろう。

　……急がなくちゃ。

　階きざはしの下にはいつも履はいている草ぞう履りが置かれている。小春はその草履に足を入れてから、手入れがされていない庭へと飛び出した。

「──中の君様！　中の君様！　どちらにおられるのですか！」

　背後からは女房達の声が聞こえたが無視したまま、父と女房達が使うことなどない下働きの家人が使う門へと小走りで向かった。

　雑舎が近くに置かれているため、この門は早朝から夕方までいつも開いている。それ故ゆえに、この門を小春が通っても、大だい納な言ごん家の中の君だと思う家人達はいないようで誰かと鉢はち合あわせしても、女房達からこき使われて買い物に向かう身分の低い女房だと思われているようだ。

　だからこそ毎日、同じように門を使っても、小春が止められることはなかった。

「──きゃああぁっ！　中の君様の御お髪ぐしが……！」

　女房の甲かん高だかい声が屋敷中に響ひびいていく。

　……これで男手を呼ばれてしまったら、私の足ではすぐに追い付かれてしまうかもしれない。でも、たとえ捕つかまったとしても、絶対に諦あきらめない……！

　門に辿たどり着いた小春は躊躇ためらうことなく屋敷の敷しき地ちの外へと出て、駆かけ出した。

　本当ならば、自分を支えてくれていた松江に言葉を残していきたかったが、そんな時間はもちろん無かった。彼女が小春の味方であることは屋敷の者ならば知っている。恐らく、松江が協力することを見越して、無理矢理に自分から遠ざけているのかもしれない。

　……でも、きっと松江なら、私が家出したことを察してくれるはず。

　何故なぜなら、自分が出仕に必要な道具だけを持って、着の身着のままで姿を消したからだ。

　松江は小春が雪路に貰もらった薬箱や母の遺品を大事にしていることを知っている。それらが部屋から小春とともに消えていれば、自分の意思で屋敷を出ていったのだと察するはずだ。

　……松江。お別れを言えず、出てきてしまって、ごめんなさい。

　元々、松江は大納言家に仕えている女房ではなかった。母の知り合いだった彼女は小春が頼雅に引き取られることを知り、自分の意思で小春の女房となることを決めて、仕えてくれた。

　屋敷の中では新参者の松江だったが、寝殿の女房達が小春を嘲ちよう笑しようすれば、それを強く諫いさめてくれた。亡き母を想おもい、嘆なげく夜には一いつ緒しよに横になって、自分が眠ねむるまで楽しい物語を話してくれた。何よりも彼女の存在があったからこそ、小春はあの窮きゆう屈くつな屋敷の中で過ごす日々に安あん穏のんを得ることが出来たのだ。

　松江との五年間が思い出され、小春は瞳ひとみに涙なみだを浮かべてしまう。足がもつれそうになるたびに、何度も踏ん張った。松江にお礼を言えないことだけが悔くやまれる。それでも、頭に浮かぶのは、出仕を始めた最初の日に松江が告げた言葉と優しい笑えみだった。

　──姫ひめ様さま。どうか、ご自分の心のままになさって下さい。姫様の望みが叶うことが、この松江にとっての一番の幸せにございます。

　頭の中で響く優しい声に小春は顔を上げる。片手で荷物を抱え直し、小春は空いた手で浮かんでいた涙を拭ぬぐい去った。

「──おい、あの娘むすめじゃないのか!?」

　背後から聞こえたのは男の声だ。小春が小走りしながら後ろをちらりと振ふり向くと、水すい干かんを着ている男が小春を指差していた。大納言家の家人の誰だれかなのだろう。

　……見つかってしまった！

　屋敷に引き取られる前だったならば、もっと速く走れただろう。出仕を始めてから、それなりに足腰は丈じよう夫ぶになったと思っていたがやはり男の足には敵かなわないようだ。

　万里までの小こう路じを南に進んでいた小春はすぐに別の小路へと入る。このまま大だい内だい裏りに向かってしまえば、典薬寮に出仕していることが知られてしまうかもしれない。

　……どうにか追っ手を撒まかなきゃ……！

　小春は知らない小路を走り続ける。たとえ動きやすいようにと切きり袴ばかまを穿はき、裾すその短い表うわ着ぎを着ていたとしても、自分の思うようには動けなかった。

　後方から聞こえるのは小春を追ってくる男達の声だ。小路から別の小路に入ることを何度も繰くり返し、追っ手を撒こうと試みるが男達の方が足は速いようで声は少しずつ近付いてくる。

　もはや、自分がどこの路みちを走っているのかも分からない。息も途と切ぎれそうになっていたが、捕まるわけにはいかないと自分を鼓こ舞ぶしながら前だけを見て、進み続けた。

　貴族の誰かの屋敷なのか、修しゆう繕ぜんされたばかりに見える綺き麗れいな築つい地じが真っ直すぐ延びている路へと入った。小春が長い路を駆け抜ぬけていき、小路の出口へと出ようとした時だった。

　築地の陰かげから誰かがこちらへと曲がって来たため、思いっきりぶつかってしまう。

「ひゃっ……」

　衝しよう突とつした衝しよう撃げきで小春の身体は後ろへと傾かたむきかけたが、土の上へと倒たおれることはなかった。その代わり、何故か左ひだり腕うでを誰かに掴つかまれているような感かん触しよくがしたため、目を瞑つぶりかけていた小春は瞼まぶたをそっと開いていく。

　目の前に広がるのは花はな田だの重ね色目の狩かり衣ぎぬで、視線を上へと上げてみれば、立たて烏え帽ぼ子しをかぶっている冬次がいた。

「ふっ……冬次様!?」

　小春はつい、驚おどろいた声を上げてしまう。何故、彼がこのような場所にいるのだろうか。狩衣を着ているということは、今日は出仕ではなく休みなのかもしれない。

　冬次もぶつかってきた相手が小春だったことに驚いているようだ。

「……大だい丈じよう夫ぶか？　随ずい分ぶんと急いでいるようだったが……」

　しかし、そこで冬次の言葉は途切れる。小春の顔を見つめていた彼は何かに気付くと、目を大きく見開いていた。冬次が何かを呟つぶやこうとした瞬しゆん間かん、後方から焦あせったような声が響いた。

「──おいっ、見失っちまったぞ！」

「俺はこっちに行くから、お前はあっちの小路へ行け！」

　その声にはっと我われに返った小春は冬次に掴まれている腕から逃のがれるように振り返る。一町先の曲がり角からは追っ手の男がこちらへと曲がった姿が見えて、思わず引き攣つった声を口から漏もらしてしまう。

「っ……。すみません、急いでいますのでっ……！」

　このままでは追い付かれるだろう。逃にげるために再び走ろうとしたが、体力が限界だったのか、小春は足元をふらつかせてしまう。

　……こんな時にっ……。

　上手うまく足を踏ふみ出すことが出来なかった小春の身体を抱だき留めたのは冬次だった。だが、驚くべきは次の瞬間、彼は有う無むを言わさず、小春の身体を両腕で軽々と抱え上げたのである。

「わっ……。えっ、あっ……ふ、冬次様っ!?」

　冬次の突とつ然ぜんの行動に思考が追い付かなかったが、彼は小春を抱えたまま駆け出した。

「口を開けていると舌を噛かむぞ。……あの男に追われているのだろう」

「それは……そうですけど……。でも……っ！」
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　冬次は小春の事情を深く訊たずねることなく助けようとしてくれているが、このままでは冬次に迷めい惑わくがかかってしまうかもしれない。

「君よりも俺の方が足は速い。……この先の小路に牛ぎつ車しやを停とめているから、そこまで走るぞ」

　小春が視線を上げてみれば、そこには真しん剣けんな表情をしている冬次の顔があった。彼の瞳には迷いなどは一いつ切さい見られず、小春を助けようとする意志だけが、強く宿っていた。頼たのもしい表情に見とれていた小春は、自身の心臓が激しく脈を打ったことで我に返った。

「っ……。おっ、重くないですかっ……！」

「重くない。いいから、今は首にしがみついていてくれ。体勢が崩くずれると走りにくい」

　小春が冬次の肩かた口ぐちに顔を伏ふせながら、両腕を彼の首へと回した瞬間、ぐいっと走る速度が上がった。小春が小さく振り返ってみれば、先さき程ほどまで差が詰つまって来ていた追っ手との間には大きな距きよ離りが広がっていた。追っ手は何かを喚わめいているようだが、小春の耳には届かない。

　冬次は追っ手を撒くように別の小路へと入っていく。そこには質素な網代あじろ車ぐるまが停められていた。冬次に仕えている者達なのか、網代車のすぐ近くに立っていた数人が冬次の顔と抱かかえられている小春を交こう互ごに見ては、驚いた表情を浮うかべている。

「──成なり介すけ、長なが尾お。もし彼女を捜さがしている者が尋たずねて来ても素知らぬ振りをしてくれ。鳶とび丸まる、牛車を今すぐ大内裏の方向に向けて出発してくれないか」

「分かりました」

　冷静に指示を出す冬次に対して、牛うし飼かい童わらわや随ずい身じんだと思われる者達は主あるじの意を汲くみ取ったようにはっきりと返事をする。

　牛車は普ふ通つう、後方から榻しじと呼ばれる踏み台を使って乗り込むものだが、冬次は随身が上げた御み簾すを潜くぐるようにしながら、抱えていた小春を牛車へと乗せた。

　そして冬次も、片足で駆け上るように牛車へと乗り込み、御簾を素す早ばやく下ろした。

　二人が牛車に乗り込んだことを確かく認にんしてから、牛飼童は牛車をゆっくりと動かし始める。

「──くそっ、どこに行きやがった……！」

　追っ手だと思われる声が少し遠くから聞こえた気がして、小春は身体からだを縮めた。そんな小春の背中を冬次は大丈夫だと言わんばかりに優やさしく撫なでては安あん堵どを与あたえてくれた。

　息を潜ひそめ続けていたが、どれほど時間が経たっても、その場に響ひびくのは牛車の輪が軋きしむ音だけで、足音がこちらに近付いてくることはなかった。

　牛車の外の静けさを確認してから、小春と冬次はどこか安堵するように息を漏らした。

「……どうやら、行ったみたいだな」

「はい……。……あの、助けて頂きまして、ありがとうございました。……ですが、冬次様を巻き込んでしまい、申し訳ありません……」

　姿勢を正した小春が頭を下げようとした時だ。冬次によって、小春の肩ががっしりと掴まれてしまったことで、頭を下げることは出来なくなってしまう。

「……何があったんだ」

　小春が冬次へと顔を上げれば、そこには何故なぜか悲痛そうに歪ゆがめられている表情があった。

　肩に触ふれていた右手を小春の左ひだり頬ほおへと添そえてくる。冬次に触れられた瞬間、それまで忘れていた痛みを感じた小春は一瞬だけ顔を顰しかめてしまった。

　小春の反応に、冬次はすまないと一言謝ってから、再び左肩へと手を添えた。

「小春、何があったんだ。誰が君に手を上げた？　それに髪かみも短くなっているし……」

　低い声には怒ど気きが含ふくまれており、見下ろされる瞳ひとみには悲しみのようなものが混じっていた。

　誤ご魔ま化かすことは出来ないだろう。小春は自身の左頬を隠かくすように触れつつ、言葉を吐はいた。

「か、髪は自分で切りました。……手を上げたのは……父です」

「父、というと……」

「私の母は女によ医い博士はかせだった小竹ですが、実父は……一条大納言です」

「……っ！」

　冬次は小竹の夫が誰だったのかまでは知らなかったようで、目を見開いていた。

「一条大納言のことは知っているが、彼は君に手を上げるような男なのか」

「父の意にそぐわないことがあれば、家人や女によう房ぼうにも手を上げていたようです。私は……」

　そこで言葉を切り、顔を強く顰める。

「典薬寮とまでは知られていないようですが、父に出仕の件が知られて扇おうぎで叩たたかれました」

「……」

　小春の肩を掴んでいる冬次の手に一瞬だけ、力が入ったようだった。

「父はどうやら……私と左大臣家の方との縁えん談だんを進めていたらしく……。私の出仕が左大臣家に知られれば恥はじを掻かき、破談になってしまうと苛いら立だっていたようでして」

「だからと言って、娘むすめに手を上げていいわけがない」

　冬次は吐き捨てるようにそう告げる。自分よりもこの人の方が怒おこっているのではと思えるほどに、纏まとっている雰ふん囲い気きからは怒いかりが漏れ出ていた。

「仕方ありません。……あの人にとって私はただの政略の駒こまにしか過ぎなかっただけです」

　冬次が眉まゆを深く寄せながら、表情に悔くやしさのようなものを滲にじませる。そんな彼を見て、小春は心配いらないと言わんばかりに笑えみを浮かべた。

「でも、私も嫌いやだったんです。……父の言いなりになることも、私が得てきたもの全すべてを失うことも……」

　だって、と小春は言葉を続けた。

「私、やっと自分がどうしたいか分かったんです。……その夢のためならば、血筋も家も捨ててみせます」

　冬次の瞳がゆっくりと見開かれていく。小春の言葉から、実家と縁を切って家出したことを覚さとったに違ちがいない。

「……自覚したんだな」

　囁ささやくような冬次の言葉に、小春は力強く頷うなずき返す。冬次は少しだけ目を細めてから、小春の肩に添えていた手を下ろした。

「……それにしても、校書殿でのことだけでなく、今回のことと言い……君は本当に無む茶ちやばかりするな」

　冬次は右手で顔を覆おおいつつ、深く、長い息を吐き出す。

「す、すみません……」

「責めているわけではない。……君の何ものにも屈くつしない心は尊いものだ」

　その声こわ色いろに以前までの冷たさは含まれておらず、どこか優しい響きに聞こえた。

「……だが、これでは放ほうっておけないな」

「え……？」

　右手で覆っていた指の隙すき間まから、冬次が流し目で見てきたため、小春の心臓はどきりと跳はね上がる。鼓こ動どうが大きな音を立て始め、小春は慌あわてて冬次から視線を逸そらした。彼の視線に囚とらわれた時、息苦しさのようなものを感じてしまったからだ。

「君は目を離はなすとすぐに無理をする。その行動力はたいしたものだが、諸もろ刃はの剣つるぎでもある」

　冬次は小春を見み据すえたまま、言葉を続ける。囁くような声なのに耳の奥に深く残っては、小春の心をかき乱しているように感じられた。

「呪じゆ禁ごんのこともまだ諦あきらめていないのだろう？　……出来るならば君には関かかわって欲しくはないが、目の届かないところで危険なことをされる方が心臓に悪い。ならば、俺の目と手が届く範はん囲いで無茶をしてもらう方が気は楽だ」

　冬次の口調は呆あきれている、というよりもこちらを案じているものに聞こえて、小春は目を瞬まばたかせる。

　……それってつまり、母様の呪禁について調べることに協力してくれるということ？

　冬次は以前、呪禁について関わるなと言っていた。その心変わりに少しだけ驚おどろいてしまう。

「よ……宜よろしいのですか」

　小春が絞しぼり出すように声を出せば、冬次は目を細め、それから頷き返した。

「……君の意志の固さに俺が負けただけだ。……それに認めないわけにはいかないだろう？　そのひたむきな想おもいは君だけのものだ。俺が折ることは出来ない。むしろ、自分の心に正直なまま、真っ直すぐに進むところは君らしいし……そういう一いち途ずさは嫌きらいではない」

　冬次は仕方がないと言わんばかりに息を漏もらすように笑った。嫌いではない、とその一言に小春の顔に熱が集まった気がして、ぎこちなく頭を下に向けてしまう。

「え……っと、あの……ありがとう、ございます……」

　顔が見られず、小春はか細い声で返事をしてしまう。冬次は小春の無茶な行動力が心臓に悪いと言っているが、小春からしてみれば、彼の笑顔の方が心臓に悪いくらいだ。

　今まで、冷めた表情しか見て来なかったため、笑みの眩まぶしさを受けては差異を感じて、つい耐たえ切れなくなってしまうのだ。

「……それで、君は出仕の途と中ちゆうだったのだろう？」

　話題を変えるように突とつ然ぜん、話を振ふられたため、小春は動どう揺ようしたまま答えてしまう。

「あっ、はいっ。そうです。……ですが、冬次様こそ、どこかに向かわれる途中だったのではありませんか？」

　小春がそう訊たずねれば、冬次はあからさまに視線を逸らした。牛ぎつ車しやを近くに停とめていたということは、彼の家はあの辺りではないのだろう。つまり、どこかに寄るつもりで彼は先さき程ほどの場所を歩いていたのではと思った。

「いや、あの場所には……少し、用事があっただけだ。それに今日は休日だから、君を大だい内だい裏りまで送るくらいの時間は取れる」

　その口調から、どうやら無理をしているわけではなさそうだ。小春は冬次の厚こう意いを受け取ることにした。

「では、お願いしても宜しいでしょうか。……追っ手の方に見つかりたくはないので……」

「分かった。……そのかわり、典薬寮に着くまで顔を布で隠しておくんだ」

「は、はい……」

　返事をすると冬次は小春の頭をぽんっと軽く撫でるように叩いてから離れて行く。

　冬次は前方の御簾を少しだけ上げると、牛車を動かしている牛飼童に典薬寮に最も近い、藻そう壁へき門もんへと向かうようにと命じている。

　……また、冬次様に助けてもらってしまった。

　小春は冬次に気付かれないように深く溜ため息いきを吐ついたが、胸の高鳴りが止やむことはない。

　だが、鼓動の激しさの理由が分からず、小春は思わず衣ころもの襟えりを右手で握にぎり締しめてしまう。

　彼が他人を思い遣やれる人だということは知っているが、何故なぜここまでして助けてくれるのかが分からなかった。

　……きっと、冬次様はお優やさしいから、困っていた私に手を差し伸のべてくれただけ。特別な意味はそこにはないはず……。

　そう思わなければ、激しく刻んでいる心音が鳴り止まない気がした。小春は御み簾すの外に顔を出している冬次に視線を向ける。

　意志の強さを含んだ冬次の横顔をこっそりと覗のぞきつつも、小春は胸の奥から込み上げてきそうになった未知の感情を何とか押し止とどめていた。




　どうやら牛車は大内裏の藻壁門の近くに到とう着ちやくしたようで、ゆっくりと停まった。先に降りた冬次は周囲に大だい納な言ごん家の追っ手らしき者がいないか、確かく認にんしてから御簾を上げる。

「外に追っ手はいないようだ」

「そう、ですか……」

　小春は安あん堵どの溜息を吐く。すると、外で待っている冬次が小春へと掌てのひらを差し出してきた。どうやら牛車から降りる際に手を使えと言っているようだ。

　手を借りた方が確かに降りやすいが、冬次に触れることを妙みように意識してしまう自分がいて、小春は一いつ瞬しゆん、躊躇ためらってしまう。気付かれないように深呼吸をして、心の乱れを何とか静めた小春は平静を装よそおいつつ冬次の手を取り、踏ふみ台に足を運んでから、地面の上に置いた草ぞう履りに足を入れた。小春が両足で立ったことを確認してから、冬次は手を離していく。

「困っていたところを助けて頂き、ありがとうございました。それと牛飼童の方々も……」

　小春は冬次に頭を下げ、その後、自分をここまで運んでくれた牛飼童と随身達に向かって頭を下げる。牛飼童と随身達は気にするなと言うように首を横に振っていた。

「君が無事ならば、それでいい。だが、しばらくの間は用心しておいた方がいいだろう。特に内裏の中に入る時は顔を隠かくしておくんだ。それと……」

　冬次は少しだけ声量を落とし、囁くように言葉を続けた。

「……もし、何か困ったことがあれば頼たよってくれて構わない。俺に出来ることは少ないが力になれることはあるだろう」

　周囲の者に聞こえないほどの声量で囁いた冬次の言葉に、小春は小さく目を見開く。その場から去るべく、踵きびすを返そうとした冬次に向けて、小春はいつの間にか小さく叫さけんでいた。

「あのっ、冬次様！」

　小春の呼びかけに冬次は立ち止まり、首を傾かしげる。小春は息を吐はいてから言葉を続けた。

「……私も母の件で何か分かれば、冬次様にお伝え致いたしますので」

　小春の言葉に冬次は眉を少しだけ上げて、それから力強く頷き返した。

「ああ、分かった。……その時は宜しく頼たのむ」

　彼が母の呪禁について知ろうとしている理由を今はそれ以上、訊ねることは出来ないため、小春は話を切り上げるようにもう一度、冬次に頭を下げた。

　冬次に背を向けて、藻壁門の中へと入れば、あとは自分が知っている大内裏の中だ。布を被かぶっていても、小春はしっかりと前を向き、胸を張って歩いた。




　女医処へと出仕した小春だったが、先に出仕していた雪路は小春の顔を見た瞬間、大きく目を見開いた。書き物をしていた雪路は慌てたように立ち上がり、小春へと駆かけ寄ってくる。

「こっ……小春、どうしたんだ、その顔は!?　赤くなっているじゃないか！　それにその髪かみ、まさか医い生せいの誰だれかに……？」

「ゆ、雪路さん……。落ち着いて下さい。実は……父に出仕の件と、藤壺に出入りしていることが知られてしまいまして。それと髪は自分で切りました」

「……何だと？」

　一瞬で雪路の表情が顰しかめたものへと変わっていく。小春は苦く笑しようしつつ、自分が実家と縁えんを切って家出してきたことを伝えたが、肝きもが据すわっている雪路もさすがに驚いているようだった。

「……私、最初は母様との約束を叶かなえるために典薬寮に入りました。でも、今は……自分の意思で目指したいものがあると自覚したんです」

　小春は挑いどむように、雪路を真っ直ぐに見据えた。

「だから、実家との縁を切り、家を出たことは後こう悔かいしていません。私にとっては、必要なことだったというだけです。髪を自ら切ったのも、家には戻らないという意思表示のためです」

　胸を張り、俯うつむくことなく、自分の意思で道を切り開いて進むために。

「雪路さん。これからも……ご指導して頂けますか」

　後あと戻もどりなどしないと誓ちかうように、小春は雪路に告げる。それまで驚いていた雪路だったが、その表情はどこか不敵なものへと変わっていく。

「……いいだろう。お前が望むならば、とことんその手助けをしようじゃないか」

　にやりと雪路が笑ったため、小春は自分の意思が受け入れられたことに密ひそかに安堵した。

「なぁ、小春。大納言家を出て、他ほかにあてがないのならば、うちに来ないか？　……大納言家の屋や敷しきと比べると小さな家だが、それでもお前一人を置く部屋くらいはあるぞ」

　雪路の突然の誘さそいに小春は瞳ひとみを瞬まばたかせる。留とどまることは出来ないと思い、小春は思い切って実家を出たが、その後は新しく住む場所が見つかるまで女医処の端はしの方で寝ね泊とまりさせて貰もらおうと思っていたため、迷うことなく告げられた誘いに一瞬、言葉を詰つまらせてしまう。

「本当は小竹さんが亡なくなった後に引き取ることが出来たら良かったんだが、女によ医い博士はかせになる前までは私自身の生活に余よ裕ゆうがなくて、引き取りたくても引き取れなかったからな……」

　気にしなくてもいいのにずっと後悔していたのか、雪路は一度、瞳を伏ふせた。

「決めるのはお前自身だ。……どうしたい？」

　帰るための家が自分にはもう無いのは確かだ。雪路もそれを分かっているからこそ、優しい言葉をかけてくれるのだろう。

「……女医処での指導だけでなく、住むところもお世話になって宜よろしいのですか」

「私の可か愛わいい一番弟で子しが、一人前になっていく姿を間近で見られるんだ。これ以上に嬉うれしいことはないね。ただし、家に居ようが遠えん慮りよなく鍛きたえるつもりだから、覚かく悟ごしておくんだぞ？」

　どこかおどけるように雪路は言ったが、頼ってくれて構わないと暗に告げる彼女の心こころ遣づかいが嬉しくて、小春は苦笑しながらも、抑おさえていたものが溢あふれ出してしまいそうだった。




　家出をしたその日、小春が雪路の家へと付いて行くように帰ってみれば、そこにいたのは松江だった。どうやら、小春が松江のことを気にかけていたのを雪路が察してくれたようで、大納言家に知られないように密かに連れん絡らくを取り、自身の家に呼び寄せてくれたらしい。

　松江と再会した小春はもう子どもではないというのに、号ごう泣きゆうしながら抱だき着いてしまった。

　姫ひめ様さまの幸せな姿を見るのが生き甲が斐いなので一生付いていきますよ、と優しい笑えみで松江から告げられた小春は、自分はたくさんの人達に支えられているのだと改めて知り、その温かさに浸ひたるように松江の胸の中でしばらくの間、泣き続けた。
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　小春が実家から家出して、二日ほどが経たった。なるべく用心しながら、出仕していたがやはり典薬寮に勤めていることまでは知られていないようで父の追っ手が届くことはなかった。

　それでも女医処へやってくる女によ人にん達の間では、一条大納言の中の君が自ら髪かみを下ろしたという噂うわさが流れているようで、その話を耳にするたびに小春は冷や汗あせを掻かきつつ過ごしていた。

　そんなある日、藤壺の女によう御ごから呼び出しを受けたため、仕事を終えた小春は顔を見られないようにと布を頭に被りつつ、藤壺の殿でん舎しやへと向かった。

「急に呼び出して、ごめんなさいね」

　小春が女御の前へと座って早々、少し困っているような顔で彼女は小さく謝った。女御の傍そばには出雲が控ひかえているだけで、他の女によう房ぼう達は声が聞こえないほど、遠ざけられているらしい。

「実はね……。あなたの御お父ちち上うえだと名乗る方が昨日、藤壺に訪ねてきたのだけれど……。心当たりはあるかしら」

「っ……」

　女御の口から零こぼされた一言に小春は息を引き攣つらせてしまう。

　……まさか、お父様が藤壺に来るなんて……。

　あの見み栄えっ張りの父がわざわざ藤壺に乗り込んでくるとは思っていなかったため、小春は青ざめたまま床ゆかに額が着くほど深く、平へい伏ふくする。

「もっ……申し訳ございません……！」

　謝っても迷めい惑わくをかけてしまったことは覆くつがえらない。たとえ、数日前に実家との縁を切ったとしても、女御に迷惑をかけたのは自分の父なのだ。

「……つまり、あなたは一条大納言の中の君なのね」

　現在、一条大納言は左大臣派に属している。それは前さきの右大臣の娘むすめである女御とは敵対関係であるということだ。敵対している派は閥ばつの娘が近くにいれば、嫌いやな気分にもなるだろう。

　それでも小春は女御に向けて平伏したまま、己おのれの本音をはっきりと告げた。

「決して女御様を貶おとしめようなどとは考えておりません！　あの父とは縁を切りました……！」

「縁を？」

「はい。……私は医くす師しになりたいのです。ですが、あの家にいたままでは叶わなくなってしまう──そう思い、縁を切って家を出ました」

「まぁ……」

「なのでどうか……。どうか、信じて下さいっ！　私は女御様を害する気などないのです！」

　小春は頭を深く下げたまま、訴うつたえる。自分は女御と敵対する気など全くなかった。むしろ、女御のために何かしたい、女御を支えられるようになりたいと思っていた。

　だが、その想おもいも今日で途と切ぎれてしまうのかもしれない。

　無言が続く中、女御がふっと息を吐いた音が漏もれ聞こえる。

「……小春、面おもてを上げなさい」

　何を言われるのだろうか。もう、自分は女御に嫌きらわれてしまったのではないだろうか。だが、頭を上げなければ何も始まらないのだろう。小春は唇くちびるを結び、ゆっくりと顔を上げた。

「……あなたが心配するようなことは何もないわ。一条大納言がここへと訪おとずれた際、上手うまく誤ご魔ま化かしておいたもの」

「……。……え」

　女御は広げている扇おうぎの裏で労いたわるような笑みを浮うかべつつ、小春を見つめてくる。

「一条大納言は大声で、春子はどこか、中の君がここに来ているだろうと言って騒さわいでいたけれど、そのような者は知らないと突つっぱねて、追い返しておいたわ」

　女御はどこか不敵に笑ってから言葉を続ける。

「それに今度、催もよおされる花の宴えんの後にわたくしは宿下がりをするつもりなの。だから、いくら一条大納言がわたくしの傍に小春がいると疑っていても、警備がより厳しくなる実家だと、うかつに手を出すことは出来ないでしょうね。何より、自分の体面に関かかわるでしょうし」

　女御の言葉に小春は目を大きく開き、石のように固まってしまう。ただ、頭の中で理解出来たのは、女御が自分を庇かばってくれたという真実だった。

「だって、わたくしが知っているのは目の前にいる心持ちが立派な女によ医い生せいの小春だけだもの。一条大納言の中の君なんて、知らないわ」

　ふふっ、と笑ってから女御はぱちんと扇を閉じた。

「それにわたくしにとって、あなたは敵方の娘ではないのよ。だって、小春は小竹さんの娘ですもの。……でも、あなたがわたくしの敵ではない理由はそれだけじゃないわ」

　息をするのを忘れてしまいそうなほどに、女御は美しい笑みを浮かべる。

「わたくしは初めて小春に会った時から、あなたとあなたの言葉を信じているもの」

「私を……？」

「ええ。自分の望みのために、真っ直すぐ進もうとしているあなたを見て、きっと自分の心を偽いつわることが出来ない人だと思ったの。……それと、あなたとわたくしの立場は違ちがっても境きよう遇ぐうが似ているように感じたからだわ。……わたくしはね、あなたと自分を重ねてしまうの」

　女御は胸辺りに手を添そえつつ、切なそうな声で続きを呟つぶやく。

「わたくしが知っている悪意や敵意とは種類が違うかもしれないけれど、でも小春が立っている場所もきっと同じように息苦しい場所なのでしょう。……それでも、あなたは決して折れることなく、頑がん張ばっているわ。だからこそ、わたくしは小春を見るとつい、応おう援えんしたくなってしまうのよ」

「女御、さま……」

　小春がくしゃりと表情を崩くずすと女御は慈いつくしむような優やさしい微笑ほほえみを返した。

「……ありがとう、ございます……」

「あらあら、小春は思っていたよりも泣き虫なのね」

　女御の前で泣いてはならないと分かっているが、受けた心遣いが嬉しくて、つい涙なみだが出てしまうのだ。

「大だい丈じよう夫ぶ、あなたが恐おそれているものはここにはないもの。……小竹さんの代わりは出来ないけれど、わたくしもあなたを守ることは出来るわ」

　すっと女御の顔に一いつ瞬しゆんだけ、陰かげりのようなものが見えたが気のせいだろうか。

「小竹さん、あなたのことを大事にしていたから……。きっと、一条大納言には小春の存在を知られないように守っていたのね」

「母が……？」

「だって、娘がいることは教えてくれても、その父親のことは決して話そうとはしなかったもの。だから、小春が望む道を自由に進むことが出来るように、密ひそかに見守りたかったんだわ」

「……」

「それにね、わたくし……小竹さんに何もお礼を返せなかったことを後こう悔かいしているの。だからせめて、小竹さんが守りたかったものを守るために、手助けが出来ればいいなと思って。……まぁ、これはわたくしの自己満足でしかないのだけれど」

　再び扇を広げた女御は口元を隠かくすが、表情は寂さみしげだった。

「もちろん、小竹さんが損得で動く人ではないと分かっているわ。ただ、何かを返したかっただけなのよ。だって、わたくしは……小竹さんの最後の患かん者じやだったのだもの」

「え……」

　女御の突とつ然ぜんの告白に小春は思わず、彼女の顔を凝ぎよう視ししてしまう。

「病で臥ふせって、身体からだが本当に辛つらくて耐たえられないと思っていた時、助けてくれたのはあの人なのよ。どうしようもないほどに苦しくて辛かったのに、小竹さんが治ち療りようを施ほどこしてくれた後、苦痛が薄うすれて、峠とうげを越こすことが出来たの」

　でも、と女御は言葉を続けた。

「わたくしが元気になった後に、小竹さんは倒たおれてしまって……」

　声こわ色いろに涙が混じった途と端たん、傍に控えていた出雲がすかさず懐かい紙しを女御へと渡わたしていた。女御は懐紙で軽く目元を拭ぬぐってから、小春へと向き直る。

　だが、小春の頭の中では以前、冬次が自分に向けて言っていた言葉が響ひびいていた。

　彼の従姉いとこが最後の患者で、そして治療の後に倒れてしまったと──。

　……もしかして、女によう御ご様と冬次様には何か関係があるの？

　しかし、気になる点はそれだけではない。今、女御は小竹の治療を受けた後に苦痛が薄れたと言っていた。それは以前、小春が研修で担当した検け非び違い使しが言っていたことと状じよう況きようが重なっていく気がしてならなかった。

　……つまり、母様は──女御様に同じ呪じゆ禁ごんを施して、救ったということ……？

　全すべて、小春の憶おく測そくだ。だが、話を聞く限りでは状況が合がつ致ちしている。

「小春」

　名前を呼ばれた小春が意識を女御の方へと向けると、彼女は穏おだやかに微笑んだ。

「どうか、自分が望む道を思うままに進んでね。……わたくしは見守ることしか出来ないけれど、あなたが夢を叶かなえる日が来ることを陰ながらに祈いのっているわ」

「……ありがとうございます」

　小春は女御に向けて、静かに頭を下げる。女御の優しさと気き遣づかいを嬉うれしく思いつつも、新たに知ることになった母に関する話が頭の中で複雑に巡めぐっていた。




　藤壺の殿でん舎しやから典薬寮へと帰ろうとしていたが、内だい裏りの中で父と遭そう遇ぐうすることを避さけるために北に置かれている玄輝門を通って、遠回りをしてから帰ることを選んだ。

　梅壺と雷鳴壺を通り、棟むな門もんをくぐってから北に向かって歩いていると、貞じよう観がん殿でんの廂ひさしから女によ人にんの声が聞こえた気がして、何となくそちらへと視線を向ける。御み簾すが下がっているものの、廂には二人分の影かげが薄うっすらと映っていた。

　声は男女のもので、内容は分からないが何かを言い合っているようだ。痴ち情じようのもつれかと思い、小春が視線を逸そらした次の瞬間、男の𠮟しつ責せきのようなものが聞こえたため、小春は大きく肩かたを震ふるわせてしまう。一体、何ごとかと小春が身体の向きを変えれば、妻つま戸どから出て来たのは黒の袍ほうを着ている男だった。

「──……とし様！」

　男の名前を叫さけび、追いかけるように続けて出て来た女人を見て、小春は驚おどろいてしまう。女郎花おみなえし色いろの唐から衣ぎぬを纏まとっている女人の横顔に見覚えがあったからだ。

「あれ？　若狭さん？」

　貞観殿を出た男はそのまま渡わた廊ろうを渡り、宣せん耀よう殿でんへと向かっていく。若狭も焦あせったように男を追いかけていったため、庭から小春が見ていたことには気付かなかったようだ。

　……どうしたのかな。顔色が良くなかったように見えたけれど。

　だが、訊たずねようにも若狭の姿はすでにない。小春は首を傾かしげつつ、その場を立ち去るしかなかった。
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　藤壺の女御が言っていた通り、一条大納言は小春が藤壺にいると疑っているようで、大っぴらに捜さがすことも出来ず、いまだ捜そう査さの手は典薬寮まで届いていない。すっかり一条大納言に関する噂うわさも耳にしなくなり、小春は以前よりも緩ゆるやかな日々を送っていた。

　桜の花が咲さき始め、朝晩の寒さも薄らいできた頃ころ。清せい涼りよう殿でんで行われる花の宴が間近に迫せまってきていたが、世間では風邪かぜが流行はやっているようで女医処の利用者がいつもよりも増えていた。

「──それにしても、生薬の配送の要望が来るなんて、初めてですね」

　小春は衣ころも箱ばこの中に数種類の生薬を入れたものに蓋ふたをして、若草色の布で包んだ。

「まぁ、たまにあるんだよ。個人所有の薬草園がなければ、こうやって頼たよってくることもあるんだ。……しかし、前さきの賀か茂もの齋さい院いん様の風邪が随ずい分ぶんと長引いているようだな」

　雪路はこの包みに添えるための文ふみを書いており、素す早ばやく筆を走らせていた。今、用意した生薬は嵯さ峨が野のに住んでいる前の賀茂の齋院の主治医をしている雪路の元同どう僚りようへと送るものだ。

　賀茂の齋院は内親王や女王の者から選ばれ、賀茂神社で奉ほう仕しし、祭さい祀しを執とり行う女人のことだが、元同僚の女医が仕えている主あるじは一つ前の代の齋院とのことだ。

　前の齋院が風邪を引き、治療のために手持ちの材料を使い切ってしまったため、不足分を送って欲しいと要望が綴つづられた文が女医処へと届き、手配するものを急いで揃そろえたのだ。

「早くお元気になるといいですね……」

「そうだな。もし、これでも生薬が足りないようならば、後日、送るか」

　文を書き終わった雪路は墨すみが乾かわいたことを確かく認にんしてから、折り畳たたみ、包んだ布の中へと差し込むように入れた。

「それでは文使いの方を呼んできますね」

　嵯峨野から遣つかわされた文使いは、長い距きよ離りを歩いてきたため、休きゆう憩けいしてもらっている。女医処から少し離はなれた簀すの子こで休憩している文使いを呼びに行こうと小春が腰こしを上げた時だ。

「──もし、こちらに小春という方はいませんか」

　女医処の外から響いてきた声に、小春は腰を上げかけていた状態で止まってしまう。雪路の方へと目配せしてみれば、彼女も首を傾げていた。お互たがいに殿との方がたに訪ねられるような用事がないことは明らかだ。

「……ちょっと、行ってきます」

　小春は一言、言い置いてから立ち上がり、声がした方へと向かった。廂から簀子へと出て、女医処の出入り口となっている階きざはしの下へと視線を向けてみれば、そこには見知らぬ男がいた。

　白はく張ちようを着ている男は歳としは二十代半ばくらいだ。心配だったのか、雪路も小春の後に付いて来ていたようで、男を見み据すえると小さく首を傾げていた。彼女の知り合いでもないらしい。

「女医処に何か御ご用ようでしょうか」

　訝いぶかしがる様子を隠すことなく雪路が訊ねると、男は頷うなずいてから自身の素す性じようを明かした。

「私は蔵人所に勤める小こ舎人どねりです。女医処の小春という者に用があって参りました」

　小舎人は蔵人所で雑務を担当している者だ。よく、校書殿の簀子を行ったり来たりしている姿を見かけたことがある。しかし、彼が訪ねてきた用件が分からないため首を傾げてしまう。

「はい、私が小春です。……ですが、蔵人所の方が何用でございましょうか」

「先日、校書殿へと入った件に関して、確認したいことがありまして。蔵人所までの同行をお願いします」

「え……」

　一いつ瞬しゆん、男が言った言葉を理解するのに時間がかかってしまった小春は、隣となりに立っている雪路の表情に変化があったことを遅おくれて認識した。

「校書殿？」

　眉まゆをひそめながら雪路が訊ねれば、男は首を縦に振ふった。

「時間はそれほど取りません。ただ、いくつかお訊ねしたいことがあるので、調書を取らせてもらいますが」

　仕事だからなのか、小舎人は淡たん々たんとした口調でそう言った。

　一方で小春の心臓は破は裂れつしてしまいそうな程ほどに、激しく脈を打っていた。校書殿に入った件に関して、追つい及きゆうを受ける心当たりが一つあるからだ。

　……もしかして、呪禁を調べるために校書殿に忍しのび込んだことが、露ろ見けんした……？

　思わず、ごくりと唾つばを飲み込んでしまう。隣からは何か言いたげな視線が向けられているのが分かる。すでに雪路は不ふ審しんを抱いだいているかもしれない。

　出来るならば、雪路には知られたくはなかったが、目の前ではっきりと校書殿へと入ったと言われた以上、誤ご魔ま化かすのは難しいだろう。小春は袖そでの中で拳こぶしを握にぎりしめ、雪路を見上げた。

「雪路さん。少しだけ、女医処を離れても良いでしょうか」

「……行くのか」

　ここで頷き返せば、小舎人の言葉が正しいという証明になってしまうことは分かっていた。それでも、嘘うそを吐ついてまでこの場を切り抜ぬけようなどとは思っていない。

　小春は雪路にゆっくりと頷き返す。彼女は少し目を細めて、それから何か言いたげに口を何度か開いては結んでいた。やがて、諦あきらめたように溜ため息いきを吐はき出す。

「……分かった。だが、あまりにも帰りが遅おそいようならば、迎むかえに行くからな」

「はい。……行ってきます」

　動どう揺ようと不安を抱いていることを雪路に覚さとられないように気を付けながら、小春は背を向ける。階の下に置いていた草ぞう履りに足を入れてから、自分を待っている小舎人のもとへと歩いた。

　小舎人は小春が同行に応じたことに安あん堵どしているようで、すぐに済みますからと告げて、先導するように歩き始める。内心では足に力が入っているのか分からないほどに震えていた。

　しかし、背後から何となく突つき刺さすような視線を感じ取った小春は首だけ振り返った。雪路が階の上からこちらを見ていたがその視線ではない。

　歩きながらも視線を巡らせてみれば、典薬寮の東舎からこちらを見つめる視線が三つあった。無位を表す浅黄色の袍を着た医い生せいが三人、嫌いやな笑えみを浮うかべつつ、小春を見下ろしていた。




　何を追及されるのかと不安に思いながらも、小春は校書殿の中へと案内された。一度、奥まで入ったことがあると言っても塗ぬり籠ごめだけだ。どこに誰だれの部屋があるのか、どのような場所があるのかまでは把は握あくしていないため、つい視線を巡らせてしまう。

　蔵人所では同じような装しよう束ぞくを纏まとった者達が忙いそがしそうに行き交かっている。誰もが小春を一いち瞥べつしてはすぐに視線を逸らしていくため、場ば違ちがいな場所に自分はいるのだと改めて認識した。

　小春が案内されたのはとある一室で、その真ん中には冬次と同じ袍を着ている蔵人くろうどが文ふ机づくえの前に座っていた。歳は二十代後半だと思われる男は小春達が到とう着ちやくすると、手にしている文書から顔を上げた。眉がはっきりとしており、精せい悍かんな顔付きで、上背がある大おお柄がらな男だ。

「時とき行ゆきどの、お連れ致いたしました」

「ああ、例の垂れ込みがあった女人か。永なが島しま、ご苦労。次はこの者を連れてきてくれ」

　部屋の主だと思われる男は紙の切れ端はしを小舎人へと渡わたす。小舎人は頷いてから、すぐにその場から去って行った。

「……さて」

　室内に響ひびいた一言に小春はびくりと身体からだを震ふるわせてしまう。力を入れていなければ、足元から崩くずれてしまいそうだった。

「別に取って食おうというわけじゃない。少し、聞きたいことがあるだけだ。……ほら、部屋へと早く入って、ここに座ってくれ」

「は、はい……」

　呆あきれたように溜息を吐かれた小春は身体を強こわ張ばらせながらも、指定された場所へと座った。

「俺は五位蔵人の橘たちばなの時行だ」

　五位蔵人というと冬次と同じ位だ。時行と名乗った蔵人は墨を磨すり始めながら、見み透すかすような力強い瞳ひとみで小春をじっと見つめてきたため、少しだけ仰のけ反りそうになってしまう。

「突とつ然ぜん、呼び出して悪かったな。君が典薬寮の女医処に勤めている小春、という女によ人にんで間違いないな？」

「そうですが……。あの、私は何故なぜ、こちらに呼び出されたのでしょうか」

　大きく高鳴っている心臓の音が時行に聞こえないことを祈いのりつつも小春は訊ねた。

「んー……。詳くわしくは言えないが、蔵人所で少し面めん倒どうなことが起きていてな。その件に関かかわっているかを調べるためにここ最近、校書殿へと出入りした者を対象に取り調べているんだ」

「っ……」

　思わず、反応しそうになった小春は膝ひざの上に置いている手をぎゅっと握りしめる。尋じん常じようではない冷や汗あせが背中に流れており、気を付けなければ表情に動揺が出てしまいそうだった。

「まぁ、それほど気負わないで欲しい。ただ君が校書殿に出入りした日時を聞きたいだけだ」

「わ、分かりました……」

　小春が校書殿に入ったことを相手が知っているならば、嘘を言っても通じないに違いない。ここは呪じゆ禁ごんを調べていたことは伏ふせて、正直に話した方がいいだろうと腹を括くくることにした。

「それじゃあまず、出自を教えてもらってもいいか」

「出自は……女によ医い博士はかせの雪路の親しん戚せきにあたります」

　困った時があれば、自身の親戚の娘むすめだと答えなさいと雪路に言われていたため、小春はそのまま返事をする。

「ふむ、典薬寮の女医博士の親戚か」

　時行は特に訝しがることなく、文机の上に置いてある紙へと筆で文字を綴っていく。

「では次に、校書殿へと入った日時について、覚えているだけで構わないので教えてくれ」

「は、はい……。えっと、十日前とひと月ほど前に一度、それから……ひと月半ほど前です」

　声が震えないように気を付けながら答えると、時行は左手を顎あごに添そえつつ、小さく唸うなった。

「十日前とひと月前、それとひと月半前か。どんな用件で入ったんだ？」

「怪け我が人の治ち療りようをするためです。入ったと言っても、校書殿の東ひがし廂びさしに置かれている右近衛府の詰つめ所の方ですが……」

　校書殿の中には蔵人所だけでなく、校書所、そして右近衛府の詰め所が置かれているため嘘は言っていない。塗籠に入った件だけは伏せたが、怪我人を治療したのは事実だ。

「怪我人……。ああ、もしかして、あいつの件か」

　納なつ得とくするように時行は頷きながら、紙へと文字を書き足した。

「先日、冬次どのが怪我した時に治療をしたのは君だったんだな」

「そう……ですが……」

　まさか、冬次の話が出てくるとは思っていなかった小春は思わず、身構えてしまう。時行も他ほかの者と同じように冬次を邪じや険けんにしているのだろうか。

「親しくしているのか？」

　探さぐっているようには聞こえないが、冬次との関係を訊たずねられた小春は自然と顔を強張らせてしまう。だが、時行はそれ以上、深く訊ねようとはせず、肩かたを竦すくめただけだった。

「……あいつほど、生き辛づらそうな奴やつは見たことないな。……血筋が公く卿ぎようの者だったならば、蔵人所でもやりやすかっただろうに」

「橘様は……。冬次様のこと、お嫌きらいなのですか」

　他人の人間関係に口を出すつもりはないが、小春はつい、訊ねてしまう。時行はそのように問われるとは思っていなかったようで、一瞬だけ瞳を丸くして、それから苦く笑しようし始める。

「……前の右大臣に取り立てられて蔵人所へと入ってきたが、俺よりも入るのが遅かったくせに、あっという間に位は追い付いてくるし。あれで仕事が出来ない奴なら文句を言いたくなるが、こっちが付け入る隙すきがないほどに仕事は真面目まじめで丁てい寧ねいだし……。本当、嫌な奴だよ」

　そう言って、時行は鼻で笑っていた。嫌な奴、と言う割には彼の冬次に対する感情は暗いものではないように思えた。仕事仲間として、適切な関係を保っているのかもしれない。

「まぁ、あいつの話は措おいておいて……。君の話に偽いつわりがなければ、これ以上、訊ねることはないな」

「えっ……」

　思っていたよりもあっさりと取り調べが終わったため、小春は瞳を瞬まばたかせてしまう。

「君の背後の関係や校書殿へと入った日時を確かく認にんしてみたが、こちらの件と合がつ致ちする日がなかったからな。君にかけられた疑いはとりあえず晴れたと言ってもいいだろう」

　良かったな、と言うように時行は目を細める。呪禁を調べるために塗籠へと忍び込んだことが露見したわけではないと知った小春は深い安堵の息を吐いた。

　それでも小さな疑問が残っているため、時行へとそっと訊ねてみる。

「あの……私が校書殿へと入ったことについて、誰からの情報なのか、聞いてもいいですか」

　以前、校書殿の塗籠へと忍び込んだことは冬次以外には知られていないはずだ。それ故ゆえに誰が自分の侵しん入にゆうを密告したのか気になってしまう。

「ん？　……確か、典薬寮の者だと言っていたな。袍ほうは浅黄色だったから、学生じゃないか？　何でも、君が校書殿から慌あわてたように出てくるところを見かけたと言っていたぞ」

　浅黄色の袍と聞いて、小春は思い当たる人物を心の中に浮かべる。

　……もしかして、塗籠へと忍び込んだ日に、校書殿から出るところを見られていた？

　女によ医い生せいである小春が校書殿に行き来しているのはおかしいと思い、医生が蔵人所の人間にひっそりと告げていたのかもしれない。密告した理由は恐おそらく、小春に嫌がらせをするためだろう。直接的な嫌がらせはないものの、例の件の医生達と典薬寮内ですれ違えば、悪口を吐はかれつつ睨にらみつけられるのは常だ。小春のことを目の敵かたきにしているのは今も相変わらずである。

「いずれにしても、君は明らかに部外者だからなぁ。怪あやしい者は全員調べろとのお達しだから一応、聞き取りをしたが今回の件に関わっているとは思えないし……」

　どこか面倒くさそうな口調で呟つぶやく時行に対して、小春が首を傾かしげた時だ。

「──貴き殿でんが塗籠から訴そ状じようを持ち出すところを見たという者がいるんだぞ！　いい加減に認めたらどうなんだ！」

　その場に木が倒たおれてきたのではと思えるほどの激しい怒ど号ごうが響き渡り、小春は身体を大きく揺ゆらしてしまう。一方で時行は額に手を当てつつ、呆れたように溜ため息いきを吐ついていた。

「──確かに持ち出しましたが、確認するべき事じ項こうがあったからで、用事を済ませた後は塗籠の二に階かい厨ず子しの中へと戻もどしました。……それに私が訴状を盗ぬすんだところで何の得もない」

　怒号に臆おくすることのない凜りんとした声が響き、小春は思わず、部屋の入り口の方へと視線を向けてしまう。聞こえたのは冬次の声だ。どうやら部屋の外の廂にいるらしく、はっきりとした声が聞こえた。

「はぁ……。また、やっているよ……」

　頭を抱かかえていた時行は腰こしが重そうに立ち上がり、声がする方へと向かっていった。

「貴殿は随ずい分ぶんと厚かましい身だからな。……訴状を盗み、その相手を脅おどして、取り入ろうとしていたんじゃないのか？」

　嘲あざ笑わらうようなその声に冬次はわざとらしく溜息を吐く。

「……前さきの美濃みのの守かみは任国先で非難される行いが多かったと聞いています。見限られるかもしれない相手に尻しつ尾ぽを振ふることに何の意味がありますか」

　冬次は相手を諭さとすように静かな声で答える。周囲を気にしているのか耳を澄すましていなければ聞き取れないほどの声量だった。

　会話に聞き耳を立ててみたところ、どうやら冬次が訴状とやらを盗んだ犯人として疑われているらしい。冬次との付き合いは短いが、彼は仕事熱心で誠実な人ひと柄がらをしている。それ故に冬次がそのようなことをするとは思えず、男の訴うつたえに疑問を抱いだいてしまう。

　冬次と言い争っている男の声こわ色いろに再び、怒いかりのようなものが含ふくまれた瞬しゆん間かん、様子を窺うかがっていた時行が廂に出て会話に割って入る。

「そこまでにして頂いても宜よろしいでしょうか、お二方」

「……時行どの」

「邪じや魔まをするな、橘の蔵人くろうど！」

「誰だれにも盗んだ証しよう拠こがないからこそ、校書殿に入った疑わしい者を片っ端ぱしから調べているのでしょう。頭とうの弁べんからはそのようにお達しがあったではありませんか。それに今は各部屋には取り調べのために来て頂いた部外者がいます。この件を大声で話されるのはいかがなものかと」

「っ……」

　時行の言葉に、相手は押し黙だまった。確かに小春以外にも蔵人所から呼び出しを受けた者が他の部屋にいたままならば、今の話は耳に入ってしまっているだろう。

「そろそろ退出の時間でしょう。あとは私と六位の者で取り調べをやっておきますので、貴殿はお帰りになっては？　花の宴えんの準備で忙いそがしく、お疲つかれでしょうし」

　小春と話していた時よりも随分と物もの腰ごしが柔やわらかい時行の態度に思わず口を開けてしまいそうだったが、彼は恐らくその場を取り成そうとしているのだと察した。

「いらぬ噂うわさはお互たがいに流されたくはないでしょう。この話はまた今度に……」

「余計な口を挟はさみおって……」

「いえいえ、私は貴殿のためを思って言っているのです。部外者が今、蔵人所内にいる以上、人の噂になりそうなことや目立つようなことはしない方が良いでしょう」

「……ちっ」

　相手の男は大きく舌打ちをすると、床ゆか板いたを踏ふみ抜ぬきそうなほどに音を立てつつ、その場から遠ざかっていく。しばらくすれば、荒あら々あらしい足音が消えたため、各部屋からは溜息のようなものが漏もれ聞こえていた。同じように状じよう況きようを見守っていた者が小春以外にも多くいたようだ。

「……すみません、時行どの。取り成して頂き、助かりました」

「やれやれ、蔵人所内で言い争うのはこれで何度目だ？　この前の文ふ箱ばこの件といい相変わらずだな、貴殿は。……まぁ、例の件の真犯人が見つからない以上、疑いは晴れないだろうが」

　時行は随分と砕くだけた口調で冬次と会話をしている。もしかすると、気安い間柄なのかもしれない。冬次も気を許しているのか、先さき程ほどよりも声色は穏おだやかだった。

「……分かっています」

　冬次の返事に時行はどこか呆あきれたように溜息を吐いてから、わざとらしく咳せき込んだ。

「あまり、怪け我がをするような大事は起こすなよ。……心配するぞ、貴殿の医くす師しが」

「え？」

　小春がいる部屋からでは時行の後ろ姿しか見えないが、冬次が気の抜けたような声を発したのだけははっきりと聞こえた。

　時行は右手の親指を部屋の中にいる小春の方へと指し示す。その動きに合わせたのか、それまで壁かべの陰かげになっていて見えなかった冬次の姿が小春の前へと現れた。

「っ……！　いたのか……」

　冬次と視線を合わせた小春は軽く頭を下げた。呼び出しを受けた小春よりも冬次の方が驚おどろいているように見えたのは気のせいだろうか。

「例の件、疑わしき者は全員調べろとのお達しだからな。……まぁ、聞き取りをしたところ、彼女は無関係で間ま違ちがいないだろう」

「そう、ですか……」

「冬次どの。貴殿も帰られてはどうだ。あとは俺と六位の者達でやっておくぞ。聞き取りが残っている者は片手で足りるほどの人数だからな」

「しかし……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。俺を含めて、六位の者は中立派ばかりだからな。それに俺は今夜、宿直とのいだから仕事がある方が、空いている時間を持て余さずに済む」

　時行の顔は見えないが、冬次はどこか安あん堵どするようにふっと息を漏らした。

「……分かりました。それではお願い致いたします」

　時行に頭を下げてから、冬次は部屋の中にいる小春へと声をかけてくる。

「小春。女医処まで送るから、少し待っていてくれ」

「い、いえっ、そんな……」

　だが、小春が首を振るよりも前に冬次は顔を引っ込めてから、どこかへと向かっていった。

「……珍めずらしく動どう揺ようしていたな、冬次どの」

　ぼそり、と小さく呟いてから時行は部屋の中へと戻って来る。

「あの、橘様。……冬次様は先程のように責め立てられることがよくあるのでしょうか」

　先日、夏久が冬次は絡からまれやすいと言っていたことを思い出し、声量を落としつつ訊たずねる。

「ああ、時々な。蔵人所だけでなく、近衛府でも難しい立ち位置だからなのか、よく絡まれているらしい」

　冬次の微び妙みような立場を複雑に思っているのか、時行は苦いものを食べたような顔をする。

「仕事が出来る上に見目も良いし、さらに主上おかみの覚えもめでたい。……これが大臣家の嫡ちやく子しだったならば、順調に出世している冬次どのに対して誰もが納なつ得とくしただろう。だが、あいつはあくまでも前の右大臣に取り立ててもらっただけに過ぎない。前の右大臣が亡なくなっても、今の地位を保持したまま出世し続けているんだから、それを妬ねたむ奴やつは多くいるだろうな」

「気苦労が絶えないでしょうね、それは……」

「特に左大臣派からの風当たりが強いみたいでな。まぁ、冬次どのが前の右大臣の跡あと目めを継つごうとしているのではと噂があった上に、藤壺の女によう御ごが懐かい妊にんしたことで内だい裏りの中の空気がさらに張り詰つめているんだよ。……君は宮中内の派は閥ばつがどのようになっているか、知っているか？」

　時行の問いかけに小春は首を横に振り返した。

「今の右大臣は前の右大臣の従兄弟いとこだが、それほど仲は良くなかったようでな。だが、今は手を組むべきか機会を窺うかがっているんだろう。もし女御が皇み子こを産めば、右大臣派が後ろ盾だてとして名乗りを上げる可能性もある。そうなれば、前の右大臣派だけでなく、今の右大臣派も味方となり、左大臣派に対たい抗こうすることが出来るからな。左大臣派はそれを避さけたいらしい」

　時行曰いわく、今の右大臣には年とし頃ごろの娘むすめがおらず、入じゆ内だいさせたくても出来ないのだという。それ故ゆえに、今までは娘を入内させている左大臣派の勢いが強かったが、ここに来て藤壺の女御が懐妊したことで宮中内は混こん沌とんを極きわめているらしい。

「それと冬次どのが右大臣派と手を組むことを何よりも恐れているみたいだな」

「え？　でも、冬次様は……坂上家の方ですよね？」

　坂上家は武官の家系で、どちらかと言えば血筋はそれほど高くはないと聞いている。

「ああ。だが、左大臣派からしてみれば、血筋がそれほど尊くなくても、帝みかどからの信しん頼らいが厚い冬次どのはよほど目め障ざわりなんだろう。……それに冬次どのが前の右大臣の隠かくし子だという噂もあったほどに、彼と藤壺の女御の関係は近しいものだと思われているからな。そんな理由もあって、女御の後ろ盾になりそうならば誰であろうと、潰つぶしておきたいんだろう、左大臣派は」

　時行にとってはよく話題に上ることなのだろうが、小春には冷や汗あせものだ。宮中の暗部を見ているような気分である。

「でも、俺は違うと思うけれどな」

「違う、とは？」

　小春の問いかけに時行は少しだけ困ったように苦く笑しようする。

「冬次どのが前さきの右大臣の隠し子だって、噂のことだよ。……何となく、似ているんだよなぁ、あの方と」

　冬次と誰が似ているのだろうか。そう訊ねる前に時行の部屋へと向かって来る足音がしたため、小春は振り返る。

「待たせた。……時行どのも、世話になりました。お先に失礼します」

「今度はもう少し穏おん便びんにやり合えよ。でなければ、俺の胃が典薬寮を頼たよることになるからな」

「……善処します」

　冬次が戻もどって来るまで時行は小春を自分の部屋で待たせてくれていたのだと気付き、すぐに立ち上がってから時行へと頭を下げた。

「橘様、お邪じや魔ま致いたしました。それでは失礼致します」

「こちらこそ、呼び出して悪かったな。……まぁ、君も目の敵かたきにされているのかもしれないが、程々にやるんだぞ。それと……」

　時行は小春へと一歩近付き、にやりと笑ってから、冬次には聞こえない声量で呟つぶやいた。

「少しお節せつ介かいな忠告をさせてもらうが……。坂上冬次は悪い男ではないが、かなりしつこい男だ。多少、苦労するだろうが、心得ておいて損はないだろう」

「は、はぁ……」

　どういう意味だろうか。しかし、それ以上を訊ねるよりも前に、時行が右手で払はらうような仕草をしたため、部屋から出ていくしかなかった。

　小春はもう一度、頭を下げてから、冬次が待っている廂ひさしへと出た。冬次が歩き出したため、小春は彼の数歩後ろを歩いていると、他ほかの者に聞こえないようにと声量を抑おさえつつ、冬次が話しかけてきた。

「……すまない。蔵人所の不始末のせいで君を巻き込むことになってしまって」

　小春が蔵人所へと呼び出されたことを気にしているのか、冬次は深い溜ため息いきを吐ついた。

「い、いえっ。……私も傍はたから見れば、怪あやしまれるようなことをしていますし、疑われても仕方がないと思います」

「……やはり先程の話、聞こえていたか」

　言ってしまった後で否定出来ないことに気付いた小春は頷うなずき返すしかなかった。

「蔵人所内のことだから、出来れば他言しないでもらえると助かる。……本当ならば、こんなことになる前に証しよう拠こを揃そろえられたら良かったんだけれどな」

　最後の言葉が聞き取りにくくて、小春は首を傾かしげてしまう。恐おそらく、独り言だったのだろう。そのまま前に向き直し、冬次の後ろを付いて行くように歩いた。

　小春は一いつ瞬しゆん、寒気がした気がして振ふり返る。蔵人所にはまだ、勤めている者達が行き来しているというのに、空気が止まっているような奇き妙みような静けさがその場に満ちていた。
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　校書殿を出て、内裏の修しゆう明めい門もんを通過した辺りで、小春は道の前方から声をかけられた。

「小春」

　視線を巡めぐらせていけばそこには女医処にいるはずの雪路が立っていた。もしや、迎むかえに来る途と中ちゆうだったのだろうか。雪路は心配している表情を浮うかべていたが、小春の姿をその瞳ひとみに映すと安堵するように小さく息を吐はいた。小春は冬次を追い越こし、雪路へと駆かけ寄った。

「ゆ、雪路さん……」

「仕事が一段落したからな。迎えに来たんだ。……蔵人所での用事は済んだのか？」

「……はい。特に問題はありません」

　何事もないと言わんばかりに答えつつも小春は内心、冷や汗を掻かいていた。心配して迎えに来てくれたのだろうが、恐らく理由はそれだけではないはずだ。

「……小春。お前が蔵人所から呼び出しを受けた件について訊ねたいことがある。……何故なぜ、校書殿に入ったんだ？　校書殿に入るような用事は頼たのんでいなかったはずだが……」

　雪路は周囲に聞こえないほどに抑えた声で、何かを探さぐるように静かに問いかけて来る。

「それは……」

「俺の怪け我がを治ち療りようするためです。その際に校書殿に入ってもらいました」

　言い淀よどむ小春の代わりに答えたのは冬次だった。まるで小春を庇かばうように一歩前へと出ている。雪路は冬次を一いち瞥べつしてから、小春へと視線を向けて来た。

「小春。この方は？」

「……右近衛府の少しよう将しようと蔵人くろうどを兼けん任にんしていらっしゃる坂上冬次様です。冬次様とお母君が母様の患かん者じやだったそうです。……冬次様。こちら、女医処で女によ医い博士はかせを務めており、私の師でもある雪路さんです」

　その場を取り持つように小春は雪路と冬次を交こう互ごに紹しよう介かいする。すると雪路は、「坂上」という姓せいに反応を見せ、目を見開いた。そして、小春へと少しだけ鋭するどい視線を向けてくる。

「……以前、内裏で小竹さんを知っている者と会ったと言っていたが、この方のことか？」

「えっ？　あ、はい。そう、ですけれど……」

　だが今、自分は告げてはならないことを肯こう定ていしてしまったのではと後から気付く。

　雪路の表情はすっと冷めていき、そして細められた瞳は何故か冬次を見み据すえていた。

「貴き殿でんが小春に呪じゆ禁ごんの存在を教えたのか」

　まるで氷によって作られた足場の上に立っているように、動けなくなってしまう。まさか、先さき程ほどの肯定だけで雪路が察するとは思っていなかったからだ。

「何故、教えたんだ。貴殿が教えなければ……この子はただ、憧あこがれを抱いだいたままでいられたというのに……！」

　責め立てるように雪路は言葉を吐き捨てる。彼女の表情には後こう悔かいのようなものが滲にじんでいた。激しい感情を露あらわにする雪路に対して、冬次は一度、目を伏ふせてから穏おだやかに答える。

「……確かに彼女の前で呪禁について口を滑すべらせたのは俺の落ち度です。その件に関しては否定しません」

「そもそも、貴殿はどうして呪禁について知っている？　……もし、呪禁の力に溺おぼれ、その力を利用するために小春に近付いたというならば、私は貴殿を許さない」

　雪路の瞳には確固たる意志のような力強さが宿っていた。

「……ただ、知りたいことがあったからです。俺の母と従姉いとこは小竹さんによる呪禁を受けました。ですが、母は突とつ然ぜん亡なくなり、従姉は重病から快復した。……あの人の力は患者を癒いやすものなのか、それとも──傷付けるものなのか。それを知るために俺は調べています」

　冬次の揺ゆるぎない言葉に雪路は目を見開いていく。だが、瞳の奥深くに隠されているように雪路の感情は見えなかった。

「俺も小春には呪禁の力を使って欲しいとは思っていません。出来るならば、遠ざけてしまいたい。……ですが、知らないでいることの方がよほど不安になるのでしょう。小竹さんと同じ力がその身に宿っているというならば、なおさらです」
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　雪路の視線が冬次から小春へと移されたが、何故か苦しげに顔を顰しかめている彼女がいた。

「……調べていたのか、呪禁のことを」

　雪路からの問いかけに小春は喉のどの奥に言葉を詰つまらせてしまう。彼女の忠告を小春は一欠片かけらとして守ってはいない。後悔はしていないが、雪路への後ろめたさは常に感じていた。

　小春は袖そでの中に隠している掌てのひらをぎゅっと握にぎりしめてから、真っ直すぐ雪路を見据える。

「私はどうしても、母様が悪いことをしていたとは思えなくて……。だから、母様が使っていた呪禁について知りたいのです。この力がどのようなものだったのかを見み極きわめるために。……そして、母様が亡くなった理由を知るために」

「前にも言っただろう。呪禁の力は人を苦しめ、害する力を持っている。そして、使った相手だけでなく、術者自身にも──」

「私も使えるのです」

　小春は雪路の言葉をわざと切った。どこかぎこちなく、雪路の首が動く。

「……私も母様と同じ呪禁が使えます。人から痛みを取り除く呪禁を使えるのです」

　小春が打ち明けるように告げると雪路の表情は更さらに歪ゆがんでいった。

「それまでは子ども騙だましのただのおまじないだと信じていました。でも、そうじゃなくて……。これが呪禁だと知り、私は……知らなければならないと思ったんです」

「それがお前自身を傷付けることになってもか」

「……呪禁を理解することで私が傷付くこともあるでしょう。ですが、私が無知のままでいれば、無意識にこの力で人を傷付けてしまうかもしれない……それが怖こわいのです。私は人を傷付けるような医くす師しにはなりたくはないのです」

　呪禁は人を傷付ける力を持っていると雪路は言っていた。自分の中にその力が宿っていると知れば、不安に思わないわけがない。誰だれかを傷付けてしまうかもしれない懸け念ねんが拭ぬぐえることはなかった。何故なら、この力がどういうものなのか自分にもよく分からないからだ。

「だからこそ、私は危険を冒おかしてでも知りたいと思ったのです。私がこの先迷わずに進むために。……お願いします。どうか母様の呪禁について、教えて下さい」

　挑いどむように、希ねがうように。小春は雪路を真っ直ぐに見つめ続ける。一瞬、雪路の瞳が悲しげに揺れたように見えた。

　それほど時間は経たってはいないはずなのに、一刻ほどの時間が流れたような気がした。

　雪路は右手で顔を覆おおい、今までで一番と言えるほどの長い溜ため息いきを吐つく。そして、しばらく経ってから雪路はふっと顔を上げた。そこに嘆なげきのようなものは含ふくまれてはいない。まるで、何かを心に決めたように引き締しまった表情が浮かんでいた。

「……そこまで覚かく悟ごを決めているんだな。本当、一度決めたら折れないところは小竹さんにそっくりだ……。……ならば、お前の覚悟を私も受け入れよう」

　諦あきらめた、というよりも何かを覚さとったように雪路は告げる。小春は雪路が彼女のそれまでの意思を覆くつがえすように、そう答えたことに驚おどろきつつも、すぐにお礼の意味を込めて頭を下げ返した。

「……それで、少将どのも呪禁について調べているとのことだが、貴殿も知りたいと申すか」

　小春の隣となりに立っている冬次に向けて、雪路は先程よりも少しだけ角が取れたような視線を向ける。冬次は小春と同じ挑むような瞳で雪路に頷き返した。彼も小春の母が亡くなってから数年間かけて、呪禁について調べてきている。そこには小春以上の執しゆう念ねんがあるように思えた。

　雪路は小春と冬次の意思を確かく認にんすると、するりと踵きびすを返す。

「……付いて来なさい。往来では出来ない話だ。少将どのも時間があるならば来ると良い」

　こちらに背を向けて、典薬寮の方へと足を進める雪路の言葉に、小春と冬次は顔を見合わせて、それから歩き出す。

　……やっと、母様の呪禁について、知ることが出来るんだ……。

　前に進むたびに少しずつ胸の鼓こ動どうが速まっていく。急いでしまいそうになる感情を抑おさえつつ、小春は雪路の背中を追った。




　誰もいない女医処は静かで、空気が止まっているようにも感じられた。女医処の入り口には「不在中」の木札を立てているため、取り外すまでは誰も来ないはずだ。

　雪路は冬次を気き遣づかっているのか、診しん察さつする場所ではなく、患者が待機する部屋へと通した。

「その円座わろうだに座ってくれ」

　雪路の目の前には二枚の円座が置かれていたため、小春達はその上へと座り、姿勢を正す。

　さっそく母の呪禁について話してくれるのだろうかと思ったが、雪路の口からそれを告げるには躊躇ためらいの方が大きいようで、口を開いては閉じていた。

「もう一度、訊たずねる。……知ってしまえば、新たな迷いや後悔が生まれてしまうかもしれない。それでも本当に……知りたいんだな？」

　再度、確かめるように雪路が告げたため、小春と冬次は同時に頷うなずき返した。二人の覚悟を揺らがないものとして受け取ったのか、雪路は意を決したような真しん剣けんな面おも持もちで背筋を伸のばす。

「……では、話そう。ただし、ここで話したことは決して他言してはならない。危険の矛ほこ先さきが向くのは小春自身だからな」

　釘くぎを刺さすように雪路が鋭い視線を向けてきたため、小春達はすぐに首を縦に振ふり返す。

　静まり返った空気の中、呼吸の音が二つか三つ、流れてから雪路はただ一言を発した。

「……『依より代しろの法ほう』」

　初めて聞いた言葉を小春は口の中で繰くり返す。

「それこそが、小竹さんがよく使っていた呪禁の術名だ。血筋に巫ふ覡げきの者がいた小竹さんの実家、丹たん波ば家だけに伝わる秘術だ。……元々、私も丹波家の傍ぼう系けい出身だが、あいにく呪禁の才能はなくてね。それでも呪禁の力の凄すごさと恐おそろしさだけは聞いて育ってきた」

　秘術だったからこそ、どこを調べても見つからなかったのだろう。

「依り代の法は……簡単に言えば、患かん者じやとなる相手が抱いている苦しみや痛みといった負となるものを術者である自身に移し、相手の症しよう状じようを和やわらげることが出来る呪じゆ禁ごんだ。時に回復力を著いちじるしく上げることも出来る、奇き跡せきのような力でもあった」

　だが、と雪路は少しだけ眉まゆをひそめてから言葉を続ける。

「そのような奇跡を起こせるのは、代だい償しようとなるものを術者が背負っているからだ」

　代償という言葉に小春は胸の辺りを針で刺されたような小さな痛みを感じてしまう。

「相手の症状が重ければ重いほど、術者が背負う代償は大きくなる。その際、術者には疲ひ労ろうや感覚麻ま痺ひといった形で代償が発現するんだ。言うなれば、まるで身代わりのように自分の命を相手に捧ささげる──それが依り代の法だ」

　だからこそ雪路は、呪禁は危険なものだと言って、小春に教えようとしなかったのだろう。

「術が成功しても、受け取った負担が重すぎて身体からだが耐たえ切れずに術者が命を落とすこともある。……小竹さんが亡くなった原因はまさにこれだ」

　小春は唾つばをごくりと飲み込んだ。母の死に呪禁が関かかわっていることは聞かされていたが、それでも詳しよう細さいを知らずにいたからだ。

「成功するならばまだ良い。だが、依り代の法による強い効果を求め過ぎたゆえに、負担を受け止めきれず失敗した場合には……受け止めきれなかった分の負担が患者へと一気に逆流し、術者だけでなく患者にも危険が及およぶ可能性があるんだ」

　雪路の言葉に、ぴくりと反応したのは冬次だった。彼の母は呪禁を受けて、そして──亡なくなった。その真相がここで明らかになったからだろう。冬次は口を一文字に結び、何かに耐えるように雪路の話に耳を傾かたむけ続けていた。

　母は、呪禁に失敗したのだ。だからこそ、冬次の母を救えなかったのだろう。

　……母様。

　自分のせいで、とあの母ならば思ったに違ちがいない。その気持ちをまだ味わったことはないが、小春には痛いほど分かった。

　小春は口を一度結び直し、絞しぼり出すように問いかけた。

「……母様は何故なぜ、危険だと知っていたのに禁じられている呪禁を治ち療りように使ったのですか」

　最も知りたいことを雪路に訊ねれば、彼女はどこか遠くを見つめるように目を細めた。

「……相手の症状に比例するように代償の大きさが変わると言ったが、逆を言えば患者にかける術の効果を加減することで、術者が背負う代償の大きさを制せい御ぎよ出来るということだ」

「代償を……制御……」

「それに小竹さんは呪禁師としても優ゆう秀しゆうで、依り代の法による危険性や限界をよく理解して使いこなしていた。痛みを取り除いたり、回復力を上げるのではなく和らげる程度であれば、彼女の実力ならば失敗することはないし、負担もそれほど大きいものではなかったんだ」

　雪路の視線が小春へと戻もどって来る。それでも小春の向こう側を見ているような視線だった。

「小竹さんはただ、目の前に苦しんでいる人がいれば、誰であろうと手を差し伸べ、全力で救う──そういう人だっただけなんだ」

　何かを思い出すように雪路の目元が少しだけ和らいだように見えた。

「けれどね、私も……小竹さんが何故、最後の患者だった藤壺の女によう御ごを治療する際に、自身の身が危あやうくなるほど依り代の法を限界まで使ったのか、その本心は分からないんだ」

　すまない、と告げた雪路はどこか寂さびしさを交えた表情をしていた。

「……いいえ。母様が使っていた呪禁を知ることが出来ただけでも、十分です。教えて頂き、ありがとうございました」

「……納なつ得とくは出来たのか」

　雪路からの問いかけに、小春は俯うつむくことがないように顔を上げる。

「母様が何故、命をかけてまで呪禁を使ったのかは分かりませんでしたが、それでも……一つだけ、再確認出来たことがあります」

　背を伸ばし、一度閉じていた瞳ひとみを開いた小春は穏おだやかに言葉を続けた。

「母様はやっぱり人を救う医師だった、ということです」

「小春……」

「それを知ることが出来れば、私は十分です。だって……私が憧あこがれを抱いだいたのは、確かに医師としての母様だったのだと、改めて思い知ることが出来たんですから」

「……そうか」

　雪路が眩まぶしいものを見るように目を細めたが、その瞳には安あん堵どのようなものが滲にじんでいた。

　性別や身分に関係なく、最後まで諦めずに真しん摯しに患者と向き合う医くす師し──それは小春が母へと抱いていた憧れの塊かたまりだと分かっている。だからこそ、母が呪禁で人を故意に傷付けていたわけではないことが分かり、心に抱いていた靄もやが少しだけ晴れた気がした。

　それでも母が治療のために呪禁を使い、冬次の母を死に追いやったことに対して、どのような感情を持てばいいのか分からず、小春は曖あい昧まいな表情を浮うかべることしか出来なかった。

「……依り代の法は呪じゆ文もんを唱えなければ、発動することはない。それだけを注意しておけば、他者も自分も無意識に傷付けることはないだろう。これからも胸の内に秘ひめておきなさい」

「……はい」

　念を押す雪路に対して、小春はゆっくりと首を振り返す。そして、隣に座っている冬次の方へと身体ごと視線を向けた。

　冬次は目を閉じ、内側に溜ためていたものを追い出すように息を吐はき出す。

「俺も知りたいことは知れた。……小竹さんがどのような想おもいを抱いていたのかは分からないが、ただ母を救おうとしていただけなのだろう。……それが分かれば十分だ」

「冬次様……」

　小春の母が呪禁を使い、失敗したことで冬次の母は亡くなったのかもしれないというのに、彼は責めるような言葉を一つも吐かなかった。ただ、納得したというように、彼はまるで水面のように凪ないだ表情をしていた。

「いいんだ。……これで、やっと……」

　冬次はそれ以上を紡つむぐことはなかった。静けさがその場を満たしていくが、それは先さき程ほどよりも重いものではない。

　自分と冬次が抱くものはそれぞれ違うだろう。それでも、己おのれが求めてやまなかったものを知ることが出来た。

　……大だい丈じよう夫ぶ、母様の想いを知ることは出来なかったけれど、母様が最後まで医師だったことは分かったんだもの。

　自分が大切にしていた憧れの気持ちを全すべて壊こわさずに済んだのだ。小春は両手を重ねてから、ぎゅっと握にぎりしめる。あとはもう、自分らしく進むだけだと、迷うことなく顔を上げた。







[image: 六章　花の宴]







　花の宴えんが清涼殿で行われる日。小春は宴うたげの席に出席していた。何でも無さそうな表情を装よそおってはいるが、緊きん張ちようで震ふるえそうになる身体を何とか律していた。

　……ううっ、宴なんて初めてなのに……。

　本当ならば、自分がいる場所には雪路が座っているはずだった。しかし、彼女は今──嵯峨野にいる。事の発ほつ端たんは二日前に女医処宛あてに、嵯峨野で前さきの賀茂の齋さい院いんに仕えている雪路の元同どう僚りようから送られてきた文ふみだ。

　前の齋院の風邪かぜが長引いており、その風邪が雪路の元同僚や女によう房ぼう達に移ってしまったようで、看病する者の手が足りなくなり、文にはどうか手を貸して欲しいと悲痛に綴つづられていた。

　雪路はすぐにでも嵯峨野に向かいたかったが、二日後の花の宴の際に藤壺の女御の傍そばに主治医として控ひかえる予定だった。悩なやみに悩んだ雪路は女御に相談し、小春を自身の代理として立てて嵯峨野に向かうことにした。前の賀茂の齋院は帝みかどの叔お母ばであり、女御も時折、文のやり取りをする間あいだ柄がらであるため、宴のことは気にせずにぜひ看病に向かって欲しいと女御が後押ししたことで、雪路も心を決めたらしい。

　雪路は嵯峨野から戻ってくることが出来れば宴に参加すると言っていたが、やはり間に合わなかったようで、結局小春が彼女の代理として藤壺の女御の傍に控えることとなった。

　……女御様にご迷めい惑わくをおかけするわけにはいかないから、お父様と鉢はち合あわせしないように気を付けないと……。

　宴には父も参加している可能性があり、雪路はそのことを心配しているようだった。だが、女御が座る席から離はなれた場所に殿との方がた達の席が設けられており、視界を隔へだてるように几き帳ちようが立てられているので父が直接、乗り込んで来ない限り見つかる心配はないだろう。

　宴の席で失礼にならないようにと相応ふさわしい装いへと着き替がえたが、正直に言えば腰こしに結ゆっている裳もがかなり邪じや魔まである。袿うちぎの枚数は少ないが紅の匂においの襲かさねを纏まとい、紅梅色の表うわ着ぎ、薄うす紅べに色いろの唐から衣ぎぬを着ており、さらに紅の長なが袴ばかまを穿はいているのでいつも以上に動きにくくて仕方がなかった。

「大丈夫、小春？　随ずい分ぶんと動きにくそうだったけれど」

　小春の前方に座っている女御が少し振ふり返りつつ訊たずねてくる。

「はい……。あの、裳を着けることに慣れていなくて……」

「あら、そうだったの。確かにいつも動きやすい装いですものね。でも、今日の装いは春を司つかさどる姫ひめ君ぎみのようで可か愛わいらしいわ。とても似合っているわよ」

「っ……。ありがとうございます、女御様……」

　女御の褒ほめ言葉に、多少は動きにくくてもしばらくは耐たえてみせようと気合いを入れ直す。
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　しかし、女御の横に並んでしまえば自分などは簡単に霞かすんでしまうだろう。藤壺の女御は小春以上に袿の枚数が多いというのに、背筋を伸のばして座っている。

　女御の今日の装いは紅梅の匂の襲、半色の表着を着て、そして二ふた藍あい色いろの唐衣を着ているが、腰に結ってある裳はまるで流れている水のように広がっていた。女御という立場に相応しい装いに、小春は思わず、ほぅっと息を吐はいてしまったほどだ。

「どうやら、始まるようですね」

　女御のすぐ傍に座っている出雲が周囲を取り囲んでいる几帳の向こう側を窺うかがいつつ呟つぶやく。

　今回、花の宴に藤壺の女御の女房として参加しているのは出雲を含ふくめた五人だけだ。元々、十人ほどの女房しかおらず、今はそのうちの半分の女房達が女御の実家へと赴おもむいている。女御が明後日に実家へと宿下がりをするので、その準備のために先に帰っているのだという。

　……どこからか、女御様のことを指しているような言葉が聞こえる。

　藤壺の女御を含めて、他ほかの女御達もこの宴には同席している。お互たがいの姿が見えないようにと几帳を立てているが、それでも藤壺の女御のことを時折、悪く言う者がいるようで、囁ささやくような声が小春の耳を掠かすめていた。

　……私も、出来る限り女によう御ご様をお守りしないと……。

　華はなやかで楽しいだけが宴ではないのだ。ここには悪意や敵意が渦うず巻まいている。それらから女御を守る盾たてになりたいと密ひそかに思った。

　やがて、宴の始まりを告げる声が聞こえたかと思えば、清涼殿の東の簀すの子こに面している庭から軽かろやかな音が奏かなでられ始める。どうやら、庭には楽人や舞まい人びとが催す場として、舞ぶ台たいが作られているらしい。それだけではなく、清涼殿のどの位置から見ても花を愛めでられるようにと庭には数えきれないほどの桜の木が植えられており、風に揺ゆられるたびに薄紅色を散らしていた。

　宴には上かん達だち部めや殿てん上じよう人びとの他にも詩歌で名を馳はせている者などが参加しており、東孫まご廂びさしや簀子に座っている者達は酒の入った杯さかずきを片手に楽しんでいるようだ。

　桜の花びらが舞まう中で、この宴のために呼ばれた楽人が琵び琶わや琴きん、笛の音などを披ひ露ろうし、その楽に合わせるように鮮あざやかな衣い装しようを身に纏まとった者達が舞を舞っている姿を見ては、小春は何度目か分からない溜ため息いきを漏もらした。花びらは舞人の動きに合わせるように舞っているため、まるで風を操あやつっているようにも見えた。

　だが、その光景に溜息を吐つくのは小春だけではない。

　扇おうぎの裏で感かん嘆たんの溜息を吐いたのは藤壺の女御だ。彼女の目元は和やわらげられており、宴の席で披露される催しを眺ながめては楽しげに微笑ほほえんでいる。

「……ふふっ、良い席を貰もらったことに感謝しないといけないわね。楽の音はよく聞こえるし、舞はよく見えるもの。……確かに主上おかみからは遠いけれど、それでもきっと、同じように宴を楽しんでいらっしゃるでしょうし」

　女御は朗ほがらかに笑っているが、扇の裏には寂さびしさのようなものが見え隠かくれしていた。

　……本当は主上のお傍で、宴をご一いつ緒しよ出来れば良かったでしょうに……。

　女御の心を密かに覗のぞいてしまった小春は口の中で悔くやしさのようなものを噛かみ砕くだいた。

　帝の寵ちよう愛あいを最も受けているはずの藤壺の女御が今、座っている席は帝から遠い場所に作られている。席を作ったのは恐おそらく、左大臣派の者の仕し業わざなのだろう。この場所に案内された時、女房達は憤ふん慨がいしていたが、女御は仕方がないと言って宥なだめていた。それでもやはり、心の中では帝の傍にいることを望んでいるのだろう。

　楽の音が止やみ、しばらくした後に始まったのは名立たる歌人達による歌の披露だった。桜を主題にしている歌が次々と詠よまれていき、優ゆう雅がさや華やかさ、切なさが入り混じる歌が披露されるたびに宴の席では感嘆の声が上がった。

　……凄すごいなぁ。どの方もこの日のために歌を準備されていたのかもしれないけれど、ここまで素す晴ばらしい歌は初めて聴きいたな……。

　歌の出来の素晴らしさに小春が小さく唸うなっていると、今度は帝が桜を主題にした歌を詠んだようで、披ひ講こうする者が声こわ高だかに帝の歌を読み上げていく。

　恐らくだが、見み惚とれていた桜の花びらは風に邪魔をされて遠ざかってしまったが、それでも花の美しさや尊さ、そして想おもう気持ちは何も変わらない──という歌意なのだろう。

　小春のすぐ近くではっとするような音が漏れ聞こえた。息を飲み込んだのは女御だ。

　そして、ぽつりとどこか嬉うれしそうに呟く。

「……今年も宴に参加出来て良かったわ。……変わらないと分かっていても、主上の今のお気持ちだけは、どうしても知りたかったの」

　その時、小春はたった今、帝が詠んだ歌が女御に向けて詠んだものだと気付く。小春だけでなく、宴に参加している者達の中にももしかすると気付いている者がいるかもしれない。

　寵愛している女御を遠ざけられたことに対する帝なりの意い趣しゆ返がえしかどうかは分からないが、詠まれた歌に心を奪うばわれた者は多いだろう。小春でさえ、切なさのようなものを感じていた。

「主上はね、桜の花が一番お好きなんですって」

　秘密を話すように、女御は小声で囁いてくる。周囲には几帳を立てているが、それでも誰だれが外側から聞き耳を立てているのか分からないので、念のためなのだろう。

「でも……今は藤ふじの花が一番好きだと以前、おっしゃって下さったの」

　年とし頃ごろの少女のように頬ほおを淡あわく染めた女御は嬉しそうに笑っている。女御の言葉の意味を理解した小春もつられるように少しだけ頬を赤らめた。

「……だから、今は遠い席に座っていても、平気なの。あの方の心がどこにあるのか、分かっているもの。この時間を同じように楽しんでいらっしゃるなら、わたくしはそれだけで──十分だわ」

「女御様……」

　女御は穏おだやかに目を細めてから、視線の先で奏でられ始めた管かん弦げんに耳を澄すましている。小春がこっそりと横顔を眺めてみれば、初めて会った時と同じ、凜りんとした表情をしていた。

　……女御様はやっぱり、芯しんの強いお方だ。

　たとえ身体からだは弱くても、女御は折れる心を持っていない。だからこそ、小春だけでなく、仕えている女によう房ぼう達も心から支えたいと思うのかもしれない。

　小春は瞳ひとみを瞬まばたかせる。背筋を伸ばして座っている女御をただ、眩まぶしく思っていた。




　小春は時折、女御の顔色を窺っては体調を確かく認にんした。女御の体調は今のところ良さそうで、楽の音に耳を傾かたむけたり、女房達と小声でお喋しやべりに興じている姿はいつもよりも楽しげである。

　……今は体調が良さそうだけれど、少しでも変化があったら、女御様が無理をしないうちに退席を促うながして、休ませないと……。

　小春は周囲に覚さとられないように密かに安あん堵どの溜息を吐く。すると、楽の音に混じるように、席を隔てている几帳の向こう側から、抑おさえ気味に声がかけられた。それに気付いた女房の一人が応対のためにすぐに立ち上がって、几帳の向こう側を覗き込んでいる。

　女官が追加の菓か子しを運んで来たのだろうかと思っていると、女房に通されて藤壺の女御の前へとやって来たのは清涼殿の女房、若狭だった。彼女は懸かけ盤ばんを持っており、女御の前へとやってくると一度、平へい伏ふくした。

「……主上から藤壺の女御様へと贈り物をお持ちしました」

「主上から？」

　主上、と耳に入れた女御は声をほんの少し、弾はずませる。

　若狭は出雲へと一度、藤ふじ色いろの薄うす様ように包まれた包み文ぶみを渡わたす。出雲は軽く確認をしてから、女御へと手て渡わたしていたが、女御は逸はやる気持ちを抑える素そ振ぶりを見せつつ、文を開いていた。

「……まぁ。先さき程ほど、詠まれた歌だわ……」

　どうやら帝みかどから贈られてきたのは先程、披露された歌が綴つづられたものだったらしい。女御の横顔はまるで花が綻ほころんだように明るかった。

「そして、こちらの粉ふ熟ずくは女御様のために特別に作られたものでございます」

　若狭が女御の前へと出したのは、藤色に染められた粉熟が載のった皿だった。

　粉熟は米や豆、胡ご麻まなどを材料に使っているのだが、見たこともない珍めずらしい色合いの粉熟に対して、女房達からは感嘆の声が漏れた。

「きっと、この色は藤壺の藤の色だわ」

「女御様のためだけに、主上がご用意して下さったのね」

　皿の上に載っている粉熟は全部で五つだ。それが綺き麗れいに並べられており、皿の上には桜の花びらが添そえられていた。

　女御は帝からの心こころ遣づかいを嬉しく思っているようで、どこかうっとりとしている。

「ふふっ、主上にお礼を送らないといけないわね。誰か書くものを用意してくれる？」

　歌が綴られた紙と粉熟に目を落としていた女御は若狭に向けて、にっこりと微笑んだ。

「届けて下さって、ありがとう。とても嬉しかったわ」

「……」

　若狭は女御に向けて深く一礼する。そして、彼女が立ち上がった時だ。若狭の視線がそこで初めて小春と交わったのである。瞬しゆん間かん、若狭の瞳は大きく見開かれる。

　小春の視線を受けた若狭は何故なぜか動どう揺ようするように瞳を大きく揺らしていた。彼女の顔色はあまり良いとは言えないが、その様子に気付く者は小春以外にはいない。

「……それでは失礼致いたします」

　若狭は硬かたい表情で静かに一言告げてから、女御の前から下がっていく。その後ろ姿は一刻も早く、この場から立ち去りたいと思っているように見えた。

　……若狭さん、大だい丈じよう夫ぶかな？　随ずい分ぶんと顔色が悪そうだったけれど……。

　初めて若狭に会った時の柔やわらかい雰ふん囲い気きを纏った印象が強いため、今日の彼女は以前よりも表情が暗いように見えた。もしかすると体調が悪いのかもしれない。若狭の様子がどうしても気になった小春は少し思案してから、女御の傍そばに控ひかえている出雲に声をかける。

「出雲さん、少しだけ席を外しても宜よろしいでしょうか。すぐに戻もどってきますので」

「ええ。ですが、殿との方がたたちが座っている席には近付かないようにお気をつけ下さいね。……酔よっている者も多いと思いますから」

「はい」

　小春は頷うなずいてから音もなく立ち上がる。女によう御ごと女房達は帝からの贈り物を眺めては、楽しそうに笑い合っている。そんな穏やかな光景にゆっくりと背を向けて、北廂へと出た。

　あまり動き回っては、宴うたげに参加している父や小春の顔を知っている者と鉢はち合あわせする可能性もあるが、今はそれよりも若狭の様子が気になって仕方がなかった。

　……若狭さん、一体どこに行ったんだろう。

　若狭の去り際ぎわを見ていたが、帝が座っている席とは反対方向に歩いていっていた。小春は後涼殿に続く渡わた殿どのを歩き、そして簀すの子こを南に向かうように歩いた。

　若狭とは顔見知り程度の知り合いであるため、彼女のことを詳くわしくは知らない。ただ、娘むすめの矢代を心の底から大事にしている優やさしい母親ということだけは知っている。

　……うーん。思い当たる場所がない……。

　いつの間にか、西南渡殿まで歩いてきてしまっていた。後涼殿の中を確認しても見つからないようならば宴の席へと戻るしかないだろう。

　そんなことを思いつつ、後涼殿の簀子を渡ろうとしていた時だ。庭先に見慣れた後ろ姿を見かけた小春は思わず、声をかけてしまう。

「冬次様？」

　小春の声に気付いたのか、庭を歩いていた冬次が振ふり返り、そして少しだけ表情を緩ゆるめた。

　彼の後ろには武官装しよう束ぞくを着ている男が二人並んでいる。恐らく近衛このえ舎人どねりなのだろう。

「珍しいな。君が後涼殿にいるなんて」

「今日は……えっと、雪路さんの代わりに担当している方の傍に控えることになりまして」

　冬次以外にも人がいるため、小春は言葉を濁にごしてから答えた。

　冬次は振り返り、近衛舎人達に言葉をいくつか告げているようだ。彼らは冬次に頭を軽く下げると、その場から去って行った。

「冬次様は内だい裏りの見回りですか」

「そうだ。と言っても、見回りはもう終わったから詰つめ所へと戻るだけだ。……本当ならば宴の席へと誘さそわれていたんだが、騒さわがしいのはどうも苦手でな。見回りを理由に断ったんだ」

　冬次はどこかうんざりしたように肩かたを竦すくめている。よほど宴が苦手なのだろう。

「……今日の装よそおいはいつもよりも華はなやかだな。桜さくら吹ふ雪ぶきの中によく映はえそうだ」

「あっ、ありがとうございます……」

　冬次もお世辞を言うことがあるらしい。それでも冬次の言葉を嬉うれしく思った小春は照れてしまい、普ふ段だんから扇おうぎを持ち歩かない癖くせを密ひそかに嘆なげいていた。

　……って、のんびりと話している場合じゃない！

　小春は表情を真面目まじめなものへと変えてから、冬次に訊たずねる。

「冬次様、こちらに女房が来ませんでしたか？　若狭という方でして、先日私が手当てをした女めの童わらわの母親なんですけれど」

「どのような装いの女房なんだ？」

「確か女郎花おみなえし色いろの唐から衣ぎぬを着ていました。歳としは二十代半ばで、細ほそ面おもてに優しげな目元の女によ人にんです」

「ふむ……。藤壺の殿でん舎しやの方から南に下りるように見回りをしていたが、そのような見た目の女房は見かけていないな。……その女房がどうかしたのか？」

「あの……先程、若狭さんが主上からの贈おくり物を女御様に届けに来たのですが、顔色が悪いように見えたので、つい気になってしまったんです」

「ああ、昨日、手配していた柑こう子じか。ちゃんと届けられたようで何よりだ」

　冬次は何気なく、といった口調で呟つぶやいていたが小春は首を傾かしげてしまう。

「え？　柑子ではありませんでしたよ？　贈られて来たのは藤色の粉熟でしたが……」

「粉熟？」

　冬次は顎あごに手を添えつつ、眉まゆをひそめていく。

「おかしいな……。手配の間ま違ちがいでもあったのか？」

「え、あの……どういうことですか？」

　話に追い付けない小春は欄らん干かんに手を置きながら、乗り出すように冬次へと訊ねる。

「いや、主上おかみから柑子を手配して欲しいと要望が来ていたんだ。藤壺の女御が好んでいるから贈りたいとおっしゃってな。……しかし、柑子ではなく藤色の粉熟、か」

　冬次は難しい顔をしたまま、しばらく黙だまり込む。だが、次の瞬間、顔を上げた彼はすぐ近くの階きざはしへと向かい、鞾かのくつを脱ぬいでから後涼殿へと上がってくる。

「……本人に訊ねてみるか。手配の間違いがあってはならないからな」

　本人と言うともしや帝のことを指しているのだろうか。冬次があまりにも軽々しくそう言ったため、小春は内心驚おどろいてしまう。夏久が以前、冬次は帝の覚えがめでたいと言っていたのは本当だったらしい。

「す、すみません。お手数をおかけしてしまって……」

「いや、構わない。主上が希望するものを手配して揃そろえるのも仕事の内だからな。……まぁ、俺がいない間に変へん更こうになった可能性もあるが、一応確かく認にんしておくよ」

　小春は冬次へと頷き返し、清涼殿まで一いつ緒しよに戻ることにした。その途と中ちゆうで若狭の姿を捜さがしてみたがやはりどこにもいなかった。この短時間で一体、どこに行ってしまったのだろうか。

　清涼殿の台だい盤ばん所どころ辺りで冬次と別れ、小春は女御が座っている席へと戻った。

「あら、小春。どこに行っていたの？」

　小春が几き帳ちようの内側へと入れば、先程、帝から贈られてきた粉熟を食べている女御がいた。

「退席していて申し訳ありません」

「ううん、いいのよ。でも、ここにはあなたの御お父ちち上うえもいるかもしれないから気を付けてね」

「はい、お気き遣づかい頂きましてありがとうございます」

「あ、小春も良かったら、一つ食べない？　皆みんなにも勧すすめたのだけれど、断られてしまって」

　女御は藤ふじ色いろの粉熟を差し出してきたが、小春は首を横にぶんぶんと音が鳴るほどに振った。

「い、いえっ。恐おそれ多いです……！」

　小春が必死に断ると、周囲に座っている女によう房ぼう達も同意するように頷いていた。さすがに女御のために作られ、帝から贈られたものを易やす々やすと食べられるほど肝きもは太くない。せっかく美味おいしいのに、と呟きつつも女御は二つ目の粉熟を口へと含ふくめた。その口元は緩んだままだ。

　……粉熟でも、柑子でも、どんな贈り物でも女御様が喜ばれるなら、それが一番だもの。

　女御の喜ぶ顔を眺ながめつつも、小春は息を漏もらすように吐はいた。




　宴は中盤に差し掛かかったようで、周囲からは愉ゆ快かいげに笑う声が漏れ聞こえる。清涼殿の廂ひさしに下がっている御み簾すの向こう側はまだ明るいようだが、かなりの時間が経たっているように感じられたのは、自分でも気付かないうちに気き疲づかれしているからかもしれない。

　長時間、多くの人がいる場所で過ごせば、女御もさすがに疲れが溜たまっているだろう。小春は女御の後ろから、そっと声をかけた。

「……女御様。お疲れではございませんか」

　小春の声に驚いたのか、女御は小さく肩を震ふるわせる。扇で顔を隠かくしつつ、こちらへと少しだけ振り返った。

「……ええ、大丈夫よ」

　そう答えた女御の声は先さき程ほどよりも幾いく分ぶんか細く聞こえた。だが、扇で隠れていない女御の額に汗あせが薄うっすらと浮うかんでいることに気付く。その際に目元を見たが、力が入っていないように見えたため、小春は少しだけ膝ひざを進めた。

「あの、体調が悪い時は遠えん慮りよなさらずに仰おつしやって下さい」

「……でも、宴が……」

「女御様？」

　傍そばに控ひかえている出雲も女御の体調の変化に気付いたようで、眉をひそめつつ声をかける。しかし、女御の瞳ひとみはどこか虚うつろになっているように見えて、小春は思わず腰こしを上げかけた。

　瞬しゆん間かん、女御の身体からだが軸じくを失ったようにぐらりと揺ゆれる。とてつもなくゆっくりと見えた光景に、小春は瞳を大きく見開いた。

「っ……！　女御様！」

　だが、意識よりも身体の方が先に動く。小春と出雲は同時に動いたようで、女御の身体をそれぞれの手で何とか抱だき留めることが出来た。

「女御様っ!?」

　女御が急に倒たおれたことで、傍に控えていた他ほかの女房達は青ざめながら慌あわて始める。

　小春は女御の身体を支えつつも、布越ごしに伝わるその体温の高さに驚いていた。

　……こんなにも熱があったなんて……！　どうして、もっと早くに気付かなかったの！

　女御は体調が悪くても多少は無理をして隠してしまう性格だと雪路から言われていたというのに、気付くのが遅おくれてしまった自分を心の中で責めた。

　女御の表情は苦しげで、額だけでなく首にも汗が浮かんでいる。早く楽な装いに着き替がえさせて、寝ねかせるべきだ。小春の言いたいことを視線で感じ取ったのか、出雲はすぐに頷うなずき返す。

「あなた達、二人ずつで几帳を持って、前と後ろから女御様のお姿を隠しなさい。……女御様、殿舎まで歩けますか」

「……ええ」

　動どう揺ようを見せていた出雲だったが、このような事態には慣れているようで冷静に他の女房達へと指示を出していく。出雲は思ったよりも力があるのか、女御を支えつつ立ち上がった。

　だが、女御は何かを思い出したように小春へと振ふり向く。

「待って……。主上からの……歌と粉熟を……」

　女御の視線の先には皿の上に二つばかり残っている粉熟と、帝みかどから女によう御ごへと贈られた包み文ぶみがそのまま置かれていた。これらは女御にとっては大事なものだ。

「私がお持ち致いたしますので、ご安心を」

　小春が力強く頷き返せば、苦しげだった女御の顔にはほんの少しだけ安あん堵どするような笑えみが浮かんでいた。それでも息をするのがやっとのようで、荒あらい呼吸が口から漏れている。

　宴うたげのために用意されていた膳ぜんや提子ひさげはひっくり返っており、女房達が騒いだことで周囲には女御が倒れたことが伝わってしまったらしく、その場は騒そう然ぜんとなった。

　出雲に支えてもらいつつも、女御は背を伸のばし、目を伏ふせてから静かに告げた。

「……宴の席で騒ぎを起こしてしまい、申し訳ございません。体調が優すぐれませんで、つい膳を倒してしまっただけですわ。わたくしは藤壺へと下がらせて頂きますが、どうか皆みな様さまはこのままごゆっくりと宴の席をお楽しみ下さいませ」

　女御は弱みを見せまいと気き丈じように振ふる舞まっているようだった。立っていることさえも辛つらそうに見えるが、彼女は凜りんとした表情で踵きびすを返す。女御は出雲に支えられながら藤壺へと戻もどるために歩いていたが、扇おうぎで顔を半分隠した額には汗が浮かび、顔色は青白いものになっていた。

　小春もその場に残っている帝からの包み文と粉熟が載のった皿を手に取ってから、急ぎ足で女御達の後ろに付いていく。

　背後から向けられる視線は形容しがたいほどに、気分の悪いものだった。そこに女御を案じるような視線は一欠片かけらとして存在していない。体調が悪い女御のことを嘲ちよう笑しようしているのか、口元を隠しているような笑い声さえも聞こえた。

　しかし、そんな空気を一新するようにすぐに楽の音が清涼殿の庭の方から響ひびき始める。宴に参加している者達の意識がそちらに向くようにと誰だれかが指示したのだろうか。

　……今はそれよりも女御様を急いで殿でん舎しやへとお連れしないと。

　いつもならば速く歩けるが、今日は唐から衣ぎぬと裳もを着けているため、思うように足が進まない。もどかしさを感じつつも、先に殿舎へと向かった女御達を追うように小春が藤壺に続いている東南廊を渡わたっていた時だ。

「──小春！」

　後ろから知っている声に呼びかけられた小春は、はっとしたように振り返った。険しい顔をしている冬次が小走り気味にこちらに向かって来ており、思わず立ち止まる。

「女御が倒れたと聞いたが……」

　厳しい表情のまま声をひそめる冬次に対して、小春は唇くちびるを噛かみながら頭を下げる。

「申し訳ございません。私が傍にいながら……」

「……小春」

　小春の言葉をわざと遮さえぎり、冬次は一歩近付いてくる。彼は小春が持っている皿の上に載っているものを一いち瞥べつしてから周囲に自分達以外に人がいないことを確認しつつ、耳打ちしてきた。

「……主上に確認してきたが、藤壺の女御に歌は贈おくったが、粉熟は贈っていないとのことだ。手配していたはずの柑こう子じも運ばれることなく、清涼殿の台盤所に置かれたままだった」

　それは一体、どういうことか。

「主上は……粉熟を……贈っていない？」

　帝が藤色の粉熟を贈っていないというならば──一体、誰が女御のもとへ粉熟を送ってきたというのか。嫌いやな予感が頭の中を駆かけ巡めぐり、背中には冷や汗のようなものが流れていく。

　小春は手元に残っている粉熟へ視線を落とす。藤色の見た目以外は普ふ通つうの粉熟だが、食べたのは女御だけである。それはこの粉熟が帝から女御へと贈られたものだと思っていたからだ。

　……もし、この中に……女御様を害するものが入っていたというならば……。

　それを食べた女御の具合が悪くなったとしても、おかしい話ではない。

　ごくりと唾つばを飲み込んでから、片手で皿を持ち直す。懐ふところに入れていた懐かい紙しを使い、小春は粉熟を半分に割った。粉熟を割った部分を見てみれば、そこには葉の欠片かけらのようなものが入り交じっていた。切り刻んであるものなので、さすがに何の葉が交じっているのかは分からない。

　小春は懐紙で摘つまんだ粉熟の欠片を鼻へと近付けてみる。

　……甘い匂におい。だけど……奥の方に、植物の匂いが混じっている。これは……確か、動物や農作物の虫むし除よけに使う薬と同じ匂い……？

　以前、雪路が女官に頼たのまれて作っていたものを隣となりで見ていたがその際、鼻を掠かすめた匂いと同じだった。その薬は虫除けとしては効果があるが、人間が口に含ふくむと手足の痺しびれや腹痛、発熱や呼吸に異常を及およぼし最悪の場合、死に至る。つまり人間にとっては毒となるものである。

　自分の身体から血が抜けていくような感覚を抱き、小春の肩かたは小刻みに揺れた。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、あのっ……。粉熟の中に……女御様を害するものが入っているようなのです……」

　口から零こぼれた言葉は震えてしまっていた。女御を害そうとする悪意がここにある。それを知ってしまえば、狼ろう狽ばいせずにはいられなかった。

　……どうしようっ……。女御様が毒をっ……！

　焦あせりと不安が入り混じり、頭の中が真っ白になっていく。

　そんな時だった。震える小春の両肩に突とつ然ぜん、温ぬくもりが宿った。はっと顔を上げてみれば、自分へと安堵を与あたえてくれていたのは冬次の手だった。彼は小春の両肩に手を置き、動じることなく自分を見つめていた。

「落ち着け。……深呼吸するんだ」

「っ……」

　小春は言われた通りに深く息を吸っては吐はくことを繰くり返した。しばらくすれば、乱れていた呼吸はやがて落ち着き、先程よりも幾分か冷静さを取り戻す。

　小春の様子を確かく認にんした冬次は両肩に置いていた手をゆっくりと下ろした。

「……すまないがその粉熟を一つ、証しよう拠ことして貸してくれないか。作った者と女御へと送った者を調べるために」

　女御に毒を送った犯人を捜さがすつもりなのか、鋭するどく細められた彼の瞳には静かな怒いかりのようなものが宿っていた。冷静に見える冬次だが、それでも心の中で抱くものは別なのだろう。

「……分かりました。ですが、絶対に口に含まないようにして下さいね」

「ああ」

　冬次は懐紙を取り出すと皿の上の粉熟を摘まむように包んでから、それを懐へと仕し舞まった。

「それと若狭という女によう房ぼうのことだが、主上おかみやその周辺の女房達に行方ゆくえを訊たずねたのだが、女御へと届け物をした後は戻って来ていないらしい」

「っ……！」

「彼女の行方も調べてみるつもりだ。……誰に命じられてこの粉熟を運んだのか、吐はかせなければならないからな」

　若狭のことを考えていた小春はふと、とあることを思い出す。

「……あの、この件に関かかわりがあるかは分かりませんが以前、若狭さんが内だい裏りの貞観殿で黒い袍ほうを着た方と言い争っているところを見たことがあります」

「ふむ……。分かった、その話も頭に入れておこう」

　冬次は口元に手を当てつつ、気難しい表情を浮うかべていたがすぐに頷き返した。

　……でも、どうして若狭さんはこのようなことを……。

　若狭は清涼殿の、しかも帝付きの女房である。それ故に藤壺の女によう御ごを害することはしないだろうと先入観を抱いていたのかもしれない。

　何故なぜ、若狭がこのようなことをしたのかは分からないが顔を見た時、その表情は暗かった。何か理由があったのかもしれないが、女御を害したことを正当化する理由にはならない。

　……女御様が口に含むものを私が毒見していれば……。

　女御へと迫せまる危険を未然に防げなかったことを心苦しく、そして悔くやしく思わないわけがない。だが、後こう悔かいも自分を責めることも後からだって、いくらでも出来るはずだ。

　……今、私が出来ることはただ一つ。

　毒で苦しんでいる女御を救うことだ。小春は唇を一文字に結び直した。

「小春。……女御のこと、頼めるか」

　どこか案ずるように冬次が声をひそめる。小春は力強く頷うなずき返した。

「……はい。ですが、冬次様もどうかお気を付け下さい」

　相手が毒を使ってきている以上、女御の流産──あわよくば命を狙ねらっているのは確かだ。もし、犯人が逆上でもすれば、冬次の身にも危険が及ぶかもしれない。

　冬次は小春に力強く頷いてから、踵を返す。これから若狭を捜そう索さくし、毒を送ってきた者を捜すのだろう。小春も藤壺の殿舎の方へと身体からだの向きを変えてから、焦る気持ちを抑おさえつつ、再び早足で歩きだした。
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　自分でも知らないうちに緊きん張ちようしていたのか、身体が強こわ張ばっていることに気付く。何度も息を吸っては吐くことを繰り返し、焦りと不安が表に出ないようにと奥底へと閉じ込めた。

　小春は意を決して藤壺の殿舎の中へと入っていく。気を張っていなければ、足が竦すくみ、崩くずれてしまいそうだった。

　藤壺の殿舎の母おも屋やで、女御は寝ねかされていた。それまで着ていた衣ころもは脱ぬがされており、寝やすい装よそおいとなっている。普ふ段だんから体調を崩しやすい女御への対処に慣れている女房達だが、今回ばかりは少し違ちがうと思っているらしく、焦っているような表情がそれぞれに浮かんでいた。

　小春が急ぐように母屋へと入ってくると、医くす師しの心得がある者が傍そばにいるというだけで安あん堵どしているのか、表情を少し和やわらげる者もいた。

　雪路に聞いたところ、女御を診みる者は今まで母と雪路の二人だけしかいなかったらしい。男の医師を受け付けないのは女御が高貴な女によ人にんだから、という理由もあるがそれだけではない。

　女医処では全すべての患かん者じやを平等に診ているが、典薬寮の中には貴族に仕えている者もいて、左右大臣の派は閥ばつも存在している。それ故に誰が「敵」なのかが分からない以上、女御は信しん頼らいしている医師にしか診せられないのだ。だからこそ、この状じよう況きよう下かだとしても、他ほかの医師の助力を容易に求めることは出来なかった。

「小春さん！　女御様をどうか……！」

　いつもは冷静な出雲でさえ、縋すがるように小春へと迫って来る。

「とにかく、落ち着いて下さい。あまり騒さわがれると横になっている女御様にも響ひびきますので。……それと女御様以外でこちらの粉熟を食べた方はいませんよね？」

　念を押すように小春が訊ねると女房達は戸と惑まどいながらも頷き返した。しかし、粉熟の中に女御を害する何かが入っていたのだと気付いたようで、女房達は次し第だいに青ざめていく。

「すぐに薬を作ります。……雪路さんがいつも使っている、女御様専用の薬くすり棚だなはございますか。それと道具も」

　小春は女房達を落ち着かせるために、出来るだけ冷静な口調で続けた。

「こっ……こちらに、ございます。火か炉ろのご用意も致いたしますか？」

「お願いします。それと薬を煎せんじるためにも、大量の水をご用意出来ますか」

　最初に冷静さを取り戻もどしたのは出雲だった。彼女は小春の要望に従い、まだ困こん惑わくしたままの女房達にすぐに指示を出していく。

　小春は持っていた包み文ぶみを傍にあった文ふ机づくえの上へと置いた。皿を床ゆかの上に置いてから身に着けていた裳もと唐から衣ぎぬ、表うわ着ぎや袿うちぎを三枚ほど脱いでいく。懐から二本の組くみ紐ひもを取り出し、髪かみを一つに括くくった後、もう一本の組紐で捲まくり上げた袿の袖そでが落ちないようにと背中で交差させながら結んだ。準備が出来た小春は女御の傍へと膝ひざを突ついてから、囁ささやくように声をかけた。

「……女御様。小春でございます。……お身体に触ふれさせて頂いても宜よろしいでしょうか」

　息苦しそうに呼吸をしていた女御は頭をゆっくりと縦に振ふる。了りよう承しようを得てから、少しだけぎこちなく女御の左手を取り、脈を測った。

　……雪路さんにいつも聞いている脈数よりも速い。それに身体が少し震ふるえている……。

　女御の手をその場に置いてから、今度は右手で額に触れる。額に宿っている熱は想像しているものよりも熱く、女御が感じている苦しみに対して、表情を歪ゆがめそうになってしまう。

「小春さん。薬棚と道具、それと火炉の準備が整いました」

　急いで用意してくれたのか、出雲の息は少しだけ上がっていた。移動式の火炉を運んでくるのは大変だっただろうに、出雲は嫌いやな顔一つしていなかった。

「ありがとうございます。……あの、私が薬を作るまでどなたか女御様の汗あせを拭ふいて頂けませんか。それと水で濡ぬらした冷たい布を畳たたんだものを額に添そえて頂きたいのです」

「分かりました」

　出雲はすぐに周囲の女房に水みず桶おけと布の用意を頼んでくれた。

　小春は運ばれて来た薬棚に手を伸のばす。この薬棚は典薬寮で使っている大きな棚たなとは違い、両手を使えば持ち運びが出来る小さな棚で、中には十数種類の生薬が保管されている。小さな引き出しを開いては、さっと目を通していった。

　……解げ毒どくとして使えるものは揃そろっている。けれど、女御様は懐かい妊にんしているから、使う生薬には気を付けないと。

　効能によっては身重である女御の身体に悪い影えい響きようを与あたえてしまうものもあるので、判断を間違えてはならない。その重責が小春の肩かたへとずっしりと伸のし掛かかっていた。

　手に滲にじみそうになる汗を誤ご魔ま化かすように、小春は指先を動かす。

　……女御様の症しよう状じように合わせつつ、解毒の効果がある薬を作らないと。紫し根こんは解毒と解熱に効果があるけれど、妊にん娠しんしている人にはあまり使えない……。ええっと、白びやく芍しやくは痛みを止める効果があるから、こっちは使える……。

　焦あせりと不安、苦心していることを周囲に覚さとられないようにと、小春は平静を装っていた。

　……解毒に効果があるのは忍にん冬どうと甘かん草ぞうだけれど、甘草は慎しん重ちように使わないといけないし……。

　女御の熱を冷まさなければならないが、その効果があるものは妊娠している者にはあまり使うべきではないとされている。それ故に、どの生薬を使えばいいのか、激しく悩なやんでいた。

　今、自分の手には女御と赤子の命がかかっている。それを自覚してしまえば、指先が震えてしまいそうになった。心臓は大きく脈を打っているし、冷や汗は静かに流れている。それでも不安な表情を決して、見せてはならないのだ。

　熟考したのち、薬棚から数種類、生薬を選び取った小春は折お敷しきの上へと置いた。

　火炉の中は灰で満たされており、その上には炭が置かれ、小さな火を生んでいる。灰の上には三本足の金輪が置かれており、薬を作るための鍋なべが水を張った状態で用意されていた。

　折敷に並ぶ生薬と女御を交こう互ごに見てから、小春は一つ、深い息を吐はく。

　……いつも通りに作れば、大だい丈じよう夫ぶ。何のために、今まで何度も練習してきたというの。

　唾つばを飲み込み、息を吸っては吐くことを数度、繰くり返す。そして小春は解毒となる薬を作るために、折敷の上に置いていた生薬の一つを手に取った。




　解毒のための薬を作り、そして女御に投薬してからどれほどの時間が過ぎただろうか。

　御み簾すの向こう側の景色は先さき程ほどよりも薄うす暗ぐらくなっており、周囲の灯台には火が灯ともされている。花の宴えんもおそらく、お開きになっているだろう。

　薄暗い室内で小春はただひたすら、薬や研げんで生薬を砕くだき、薬を煎じ続けていた。それでも焦る気持ちが静まらないのは、作った薬を女御に飲ませても症状が緩かん和わしていないからだ。

　……身体の震えは止まったけれど、熱はあまり下がっていない……。

　額に浮うかんだ汗を衣の袖で軽く拭ぬぐってから、煮に出だしていた鍋へと視線を向ける。匙さじで煎じた薬を掬すくい、味を確かめてみれば先程、作った薬と同じ味がした。

　柄ひ杓しやくで鍋の中身を掬ってから椀わんへと注ぎ、女御が飲みやすいようにと温度を冷ます。

　……でも、この薬もちゃんと効くかは分からない。

　どれほど薬を飲ませても効果が見られないのは恐おそらく、女によう御ごの身体が持つ、毒に対する抵てい抗こう力が下がっており、時間が経たてば経つほど少しずつ衰すい弱じやくしているからだろう。横になっている女御に視線を向けてみたが、彼女は少し苦しげに表情を歪ませたまま、目を瞑つぶっている。

　……早く、女御様を楽にして差し上げたいのに……私は……。

　薬の処方は合っているはずなのに効果がない。手の打ちようがない現状に、小春は唇くちびるを強く噛かんだ。

　自分達の周囲には静けさが満ちているため、時折、女御の苦しげな吐と息いきだけが響いた。

　先程まで、女によう房ぼう達がお互たがいに交代しながら女御の看病を手伝ってくれていたのだが、気を張り続けていたことで、倒たおれてしまうほどに疲つかれ切っていた者もおり、今はここから少し離はなれた廂ひさしで休息を取ってもらっている。

　いくら女御の看病に慣れていると言っても無理をすれば、今度は女房達の方が倒れかねないだろう。用がある時は呼ばせてもらうと言い含ふくめれば、渋しぶ々しぶといった様子で休息を取りに行ってくれた。

　……今、どのくらいの時刻なんだろう。これ以上、女御様に回復の見込みがないまま、時間だけが経てば……毒が完全に身体中に回りきってしまう。

　そうなってしまえば、解毒のための薬をいくら飲ませても効かなくなるかもしれない。後ろ向きに考えてしまった小春は膝の上で拳こぶしを握にぎりしめ、奥歯を強く噛んだ。

　……本当は、分かっている。今の私では……女御様を救えない。

　限界が目の前にあった。精せい一いつ杯ぱいやったとしても、女御を救えなければ意味がないのだ。

　……でも、何か……。何か、女御様を救う方法が他にもあるはず……。

　頼たよれる師である雪路はおらず、この場には医い療りように携たずさわっている者は自分しかいない。小春は頭の中で必死に、女御を救うための方法を探し続けた。

　このままでは女御だけでなく、身み籠ごもっている子どもにも影響が及およんでしまうかもしれない。

　女御の表情は苦しむように歪められたままだ。女御があまりにも辛つらそうに見えた小春は、彼女が抱いだく苦しみを少しでも和やわらげることが出来ればいいのにとさえ思ってしまう。

　……苦しさを……和らげる。

　何かが引っ掛かった小春ははっと顔を上げる。その方法を自分は知っていた。

　……依より代しろの法ほう、ならば……。

　巫ふ覡げきの血筋を持つ、丹波家の人間だけが使える秘術で、相手が持つ痛みや苦しみを術者へと移すことが出来るという。しかし、この術には術者の代だい償しようが必要となる。

　……もし、この呪じゆ禁ごんを使ったとして……背負う代償が大きいものだったならば……。

　小春は顔を強こわ張ばらせ、唾をごくりと飲み込んだ。胸むな元もとには母の遺品である刀とう子すが入っており、そこに手を触れつつ、荒あらくなりかけていた息を整えていく。

　母は依り代の法を使い、そして女御を救っている。だが、呪禁を限界まで使ったことで大きな代償を背負うこととなり、亡なくなった。まるで、自身の命を捧ささげるように。

　……それに呪禁に失敗してしまえば、女御様にさらに負担をかけてしまうことになる……。

　頭に過よぎったのは、何かに耐たえるように口を一文字に結ぶ冬次の横顔だ。小春はすぐに首を横に振る。母と同じ血が流れているとしても、呪禁が成功する保証はどこにもない。それにただでさえ、苦しんでいる女御をこれ以上、危険な目に遭あわせたくはなかった。

　……やっぱり、呪禁は……使えない。

　呪禁を使うことに躊躇ためらいを覚えた小春は胸元に触れていた手をゆっくりと下ろしていく。

　だが、他ほかに女御を救える術すべが思い付かない。一体、どうすればいいのか。何を選べば、自分は女御を救えるのだろうか。拭えない焦りだけが胸の底に渦うず巻まいては枷かせとなっていく。

「……小春」

　気だるげな声だというのに、それでも名前を呼んだ相手のことを気き遣づかうような響ひびきが含まれた声こわ色いろに小春ははっと顔を上げる。小春を呼んだのは、先程まで瞼まぶたを閉じていた女御だった。

「どう、したの……？　とても……かなしそうな、顔をして」

　身体からだが苦しいはずなのに、それでも女御は小春の腕うで前まえの未熟さを責めることはなかった。むしろ、小春が己おのれを責めていることを慰なぐさめてくれるような優やさしい口調で語りかけてくる。

「……申し訳ございません。今の私では……女御様をお救いすることが出来ないのです……」

「……」

　言葉にしてしまえば、己の無力さが目の前に形となって表れているようにさえ感じた。女御を救いたいのに自分は救う術を持っていない。それが悔くやしくて、辛くて、自分の腕を恨うらむことしか出来ないのだ。

　ふと、微かすかに衣きぬ擦ずれの音が聞こえた小春は自身の手に細く冷たい指先が重ねられていることに気付き、俯うつむきかけていた顔をゆっくりと上げた。

　動くことさえ辛いはずの女御が気力を振り絞しぼるように小春へと触れていた。

「……そんな顔、しないで。……あなたは、十分に頑がん張ばってくれたわ」

「ですがっ……。私が……未熟なせいで、女御様をっ……。それにお腹なかの子だって……！」

　女御に対して申し訳なさを抱いた小春は視線を少し逸そらしてしまう。

「……小春は優しいのね……。お腹の子の心配までしてくれて……ありがとう」

　消えてしまいそうなほどに女御は儚はかなげな笑えみを零こぼし、それから目を細めた。

「……やっぱり、小春は……小竹さんに、似ているわね」

　途と切ぎれそうなほどの声量で女御は呟つぶやいた。

「小竹さんも……わたくしに謝っていたわ……。助けられなくて、ごめんなさい、って……」

「え……？」

　だが、母は女御を救い切ったのではないのかと小春は首を傾かしげてしまう。

「わたくしがね……病で臥ふしている時、小竹さんは何度も、何度も……謝ってきたの。まるで、わたくしと別の誰だれかを重ねているみたいに……」

　女御は虚うつろだった瞳ひとみを閉じていく。それが永遠に眠ねむってしまうのではないかと思えるほどに、儚く見えた小春は身体の向きを女御の方へと勢いよく向けた。

「多分、小竹さんは叔お母ば様さまとわたくしを重ねていたのね……。叔母様も身体が弱かったもの」

　女御の叔母となると、亡き前さきの右大臣の妹だろうか。そのような話を耳にしたことはないが、今まで秘密にされてきたことが含まれているように感じて、小春は身を乗り出すように耳を傾かたむけてしまう。

「小竹さんと叔母様は……親友だったそうよ。……身分は違ちがうけれど、まるで姉し妹まいのような、そんな親友だったと言っていたわ。とても、とても……大事な友人だったと教えてくれたの」

　女御の瞳は灯台の火を映し、大きく揺ゆれて見えた。母の親友という言葉で思い出されたのは冬次の話だ。彼の母と小春の母は親友だったが、その話と女御の話が重なる気がした。

「でもね、小竹さんは……病で臥せった叔母様を助けることが出来なかったの。もちろん、助けられなかったのは小竹さんのせいではないと分かっているわ。けれど、あの人は……自分のせいだと己を責め続けて、後こう悔かいしていたのね……」

　静かに語られる話に小春は言葉を飲み込んでいた。

　……ああ、母様は……親友を助けられなかったことをずっと後悔していたんだ……。

　母が呪禁を使ったのは、親友をどうしても助けたかったからだろう。だが、呪禁は失敗し、親友は亡くなってしまった。それを自分のせいだと責めずにいられようか。

　助けたい人を助けられないということがどれほどもどかしく、どのような気持ちで己を責めるものなのか、今の自分ならば痛いほどによく分かった。

「だから……わたくしを助けようと必死だったのよ……。わたくしは叔母様と瓜うり二ふたつだったから……。小竹さんはわたくしを通して……叔母様を見ていたのよ、きっと」

　母の心情を覚さとっている女御の言葉に小春は小さな衝しよう撃げきを受けていた。母が自身の命を尽つくしてまで、必死に女御を救おうとした理由を今、理解したからだ。

　……母様はただ、救いたかっただけなんだ。女御様と親友を重ねて、今度こそは救ってみせると……ただ、必死に呪禁を使った。……それだけだったんだ……。

　母は医くす師しだ。そして呪禁師だ。だが、それ以前に彼女は己の心を持ったただの人だ。

　大切な人を失いたくはない、救いたい。それだけを心に秘ひめて、必死に抗あらがおうとした。だからこそ、大きな代償もいとわなかった。目の前にある命を絶対に助けるために。

　小春の顔が強張っていることに気付いたのか、女御は額に汗あせを浮うかべながら、小さく微笑ほほえんだ。今にも消えてしまいそうなほどに、儚く、優しく。

「……ねぇ、小春。……あなたはわたくしに、謝らないでね。わたくしは……あなたに、あなた達に救われ続けて、感謝しかないんですもの。その気持ちを……否定しないで欲しいの」

「っ……」

　女御の言葉に小春は胸の奥が締しめ付けられてしまう。

　どうして、彼女は自身の命に危機が迫せまっている中で、そこまで優しくいられるのだろうか。

　どうして、責めることなく受け入れることが出来るのだろうか。

　……いやだ。女によう御ご様をここで失いたくはない。──諦あきらめたくない、救うことを。

　心の中に生まれた感情はやがて強張っていた身体全すべてに伝わるように反はん響きようしていく。消えかけていた心の灯ともし火びが息を吹ふき返すように、小さな炎ほのおを生み出していった。

　……きっと今、女御様を救えなかったならば、私は絶対に後悔する。

　後悔する理由はすでに分かっている。女御の存在が自分の中では大切なものに変わっているからだ。ここで女御を救えなかったならば、自分は恐おそらく母のように一生後悔を抱き、己を責めながら生きていくことになるのだろう。

　……助けたい。女御様を助けたい。この方を失いたくない……！

　膝ひざの上に置いていた手をゆっくりと、女御の手に重ねていく。すでに冷たくなってしまっている彼女の手に、新たな温ぬくもりを与あたえるように包み込んだ。

　少しでも女御を救える可能性があるならば懸かけてみたい。小春は瞳を閉じ、静かに心を決める。失わないために、そして後悔しないために──今、ここで呪禁を使うことを選んだ。

　……依り代の法は患かん者じやが抱く負担を術者へと移すことが出来る。でも、この呪禁が術者だけでなく、患者にも危険が及ぶ可能性があることも分かっている……。

　そして、術を行使するには術者による代償が必要となることや成功するとは限らないことも──。

　この術が成功すれば、女御の回復力は上がるかもしれない。だが、術が失敗し、大き過ぎる代償を背負ったことで自身の命が危あやぶまれる可能性があることを怖こわくはないと言えば嘘うそになる。それに自分のせいで女御の身を危険に晒さらしてしまうかもしれない不安ももちろんあった。

　それでも──何をしてでも女御を助けたいと思う気持ちが勝ってしまうのだ。

　何もしないまま、大切な人を目の前で失うなど、絶対に耐えられない。

　ならば、覚かく悟ごを決めよう。この呪じゆ禁ごんに伴ともなう危険性や恐れ、不安などの全てを背負う覚悟を。

　もし、呪禁に失敗し、女御にさらなる負担をかけてしまった場合にはそこに生じる責任と向き合い、背負うつもりだ。きっと人を救うということは、常に重い枷を付けているようなものなのだろう。小春は自分の手によって人の命を左右する、その重さを改めて理解した。

　……結局、私は呪禁を知っても受け入れてはいなかったんだ。呪禁だけじゃない。医師を目指しているはずなのに必ず伴ってくる覚悟や責任から、目を逸らそうとしていた……。

　弱いのは自分の心だ。医師ならば最後の瞬しゆん間かんまで患者の命を諦めてはならないというのに。

　……それに女御様が抱いだく苦しみを減らすことが出来れば、毒に対する抵てい抗こう力が回復して、薬も効くようになるかもしれない。

　雪路は依より代しろの法ほうによる代だい償しようの大きさと術の効果は加減することが出来ると言っていた。ならば、母のように命をかけなくても、女御の苦しみを和やわらげることは出来るはずだ。

　小春は喉のどの奥につかえていた呪禁への恐ろしさや代償、不安、何もかもを自分の中へと押さえ込むように全てを飲み込んだ。そうすることで、やっと初めて呪禁を自分の一部として受け入れることが出来た気がした。

　深い息をひとつ、ふたつ、吐はいてから女御へと囁ささやくように小春は声をかける。

「……女御様。お願いがございます」

　女御は目を閉じていたが、まだ眠ってはいなかったようで薄うすく瞳を開いた。

「女御様に、初めての治ち療りよう方法を使わせて頂きたいのです。……成功するかは半々です。それでも、どうか……。どうか、女御様をお救いするために、使わせて頂けないでしょうか」

　微み塵じんも諦めたくはないと縋すがるように、小春は握にぎっている女御の手に力を入れる。

「……」

　頭を下げる小春の目の前からは、吐と息いきが漏もれるような声が響いた。

「小春が……後悔しないなら。わたくしにまた笑顔を見せてくれると……約束してくれる？」

　女御は疑うことも深く訊たずねることもなく、口元を緩ゆるめた。自分を信しん頼らいし、その身を預けてくれる女御に応こたえたいと強く思った小春は、姿勢を正してから頷うなずき返す。

「必ず……。必ず、約束をお守りいたします」

　小春が力強くそう返せば、女御は目元を和らげて、微かすかに微笑んだ。

　握っていた女御の手をそっと下ろしてから、周囲の気配を探さぐってみる。どこか遠くで誰かが呼びかけているような声が聞こえた気がして、小春は素す早ばやく振ふり返った。

　灯台の灯あかりが届かない向こう側には暗くら闇やみが広がっている。囁くほどの小さな声だったので離はなれた場所で眠っている女によう房ぼう達が起きたのかと思ったが、そのような気配は感じられない。

　……気のせい、か。緊きん張ちようしているから、特に物音に敏びん感かんになっているだけかも。

　呪禁が本来、禁じられているものだと分かっている。それ故ゆえに誰かに呪禁を使用しているところを見られてはならないのだ。心臓の高鳴りを静めるように、何度か深い息を吐いた。

　人の気配が周囲にないことが確かく認にん出来た小春は女御の方へと視線を戻もどした。失礼します、と小さく呟き、小春は女御の胸部辺りに右手を添そえる。

　……私が、女御様を絶対に助けてみせる。

　その決意を胸に、依り代の法の呪じゆ文もんを静かに呟いた。

「……玉の緒おを結び固めて、身に負わず。この身に依りて、身結び給たまう」

　まるで詩歌のような呪文がその場に、静かに響ひびく。

「……」

　だが、確認しても女御の苦しげな様子が変わることはない。それに術者であるはずの自分に、代償という名の身体的な負担が移っていないことを察する。

　……まさか、失敗した……？

　すっと、身体からだの中の血が引いていく気がして、小春は身み震ぶるいした。ここまで決意を固めて、術が発動しないとは予想していなかったため、心の中で焦あせってしまう。

　……違ちがう、ちゃんと考えなきゃ。だって、前にこの呪文を唱えた時、女めのわ童らわ相手には呪禁は確かに発動していたもの……。

　あの時と今、違いがあるとすれば、一体何だろうか。

　女御の胸部に添えていた手を一度、引き戻してから、小春は自身の胸むな元もとを掴つかむように衣ころもの襟えりを握りしめる。ふと、何気なく右手が触ふれたのは、形あるもの。

　右手で触れた硬かたいものの存在に気付き、小春は目を見開いていく。

　──道具や霊れい符ふなどを媒ばい体たいとし、呪文を唱えることで……。

　脳のう裏りに浮かんだのは冬次に、呪禁について教えてもらっていた時の言葉。はっとした小春は懐ふところから母の遺品である刀とう子すを急いで取り出した。

「っ……！」

　もしかすると、この刀子こそが母が呪禁を行使する際に使っていた道具だったのかもしれない。だが、呪禁を母から習ったわけではないので、刀子の使い方が分からなかった。

　……思い出さなきゃ。母様が……この刀子を使って、どうやって呪禁を使っていたのかを。

　小春は自身の胸に抱くように刀子を握り締めつつ、瞳ひとみをぎゅっと閉じる。掘ほり起こすように思い出したのは、自身が小さい頃ころに怪け我がをした光景だ。

　──おまじないをかけてあげましょうか。

　怪我の痛みで泣いている小春に向けて、母は微笑み、左手で怪我をした部分を撫なでつつ、そして──右手に持った刀子を心臓辺りに添えていた。

　……そうだ、思い出した。依り代の法の使い方は、母様が見せてくれていたんだ……。

　教わってはいないが、それでも確かに覚えている。優やさしい声こわ色いろも聞き慣れない言葉も、困ったように微笑む姿も。痛みを取り除こうと母が自分に呪禁を使った時の光景が鮮せん明めいに蘇よみがえった。

　小春は記き憶おくに沿うように動き始める。朱しゆ色いろの刀子の柄つかの先には五色の組くみ紐ひもが流れるように彩いろどっており、それを束ねる小さな水すい晶しようが灯台の火によって、光を反射させる。

　……必要なのは道具と呪文。でも、それだけじゃない。

　右手で刀子の柄を握りしめ、小春はゆっくりと鞘さやから抜ぬいた。きらりと光ったのは刃はが潰つぶされている刀身だ。その刀身を自身の胸へと添えて、女御の胸部にゆっくりと左手で触れた。

　指先に伝わって来るのは女御の鼓こ動どう。耳に入って来るのは呼吸の音。女御が発するものを全て受け取るように小春は感覚を研とぎ澄すましていく。

　……大だい丈じよう夫ぶ。やり方は……覚えている。

　だからこそ、小春は迷うことなくもう一度、依り代の法の呪文を口にした。

「──玉の緒を結び固めて、身に負わず。……この身に依りて、身結び給う」

　母とは違い、命を懸けるつもりはない。ただ、どうか少しでも女御の負担が自分へと移りますようにと、そんな強い想おもいを抱きつつ、小春は言葉に意味を乗せた。
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「っ……」

　瞬間、どくん、と自身の心臓が強く脈を打つ。それはあまりにも違い和わ感かんがあるものだった。先さき程ほどと同じ言葉を発しただけなのに、大きな違いがあるとはっきりと分かる。

　自分の左手から見えない何かが女によう御ごへと伸のびているような奇き妙みような心ここ地ちがした。まるで自分が元々持っている感覚と女御の感覚が一瞬で繋つながったように感じられたのだ。

　胸元の刀子の刀身が自ら光ったようにも見えた次の瞬間、小春はその衝しよう撃げきを自覚した。

　……何かが、来るっ。

　自分と女御を繋げた何かを通して、怒ど濤とうのように流れてくるのは形容しがたいものだった。

　息が出来ないほどに重苦しく、火傷やけどしているのではと思えるほどに熱い何かが左手を伝って小春の方へと流れてくる。その勢いは増すばかりで、止める術すべが分からない。

　……苦しいっ。これが、女御様の……女御様が抱いていた、苦しみだというの……。

　眩暈めまいがするほどの圧が流れ続けて来る。これこそが「依り代の法」なのだ。相手が抱くものを自分へと移す、それがどのようなものなのか、小春は初めて理解した。

　……まずいっ、このままだと……！

　流れ続けるものを自分の力で制せい御ぎよすることが出来ないと察した小春は焦ってしまう。

　女御が抱く苦しみを少しでも良いから受け取りたいと思っていたが、呪禁の力がこれほどまでに凄すさまじいものだとは知らず、全すべての意識が掻かっ攫さらわれるように呪じゆ禁ごんの勢いに吞のみ込まれかけていた。

　受け取れるだけの負担を自分へと移し、この流れを緩やかに断たち切らなければ、今度は自分の命が危あやうくなると分かっている。だが、まるで急速に命を吸い取られているような感覚に陥おちいり、自分の身体であるはずなのに握っている刀子を己おのれの意思で放すことさえも出来なかった。

　逃のがれることなど出来ないのだと覚さとってしまえば、抱いていた思考は掻き消されていく。

　……ああ、でも。

　少しずつ意識が薄れかけていた小春は、母が身を尽つくしてしまった理由が分かる気がした。

　……私の命が途と切ぎれても、女御様が助かるなら……。

　抗あらがえない奔ほん流りゆうの中で弱気になった自分が囁いてくる。自分にとって、大切な人が助かるならば、それだけで──。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、小春の身体は呪禁によるものではない衝撃を感じていた。刀子を持っていた右手は衝撃を受けたことで、柄を放してしまう。女御に触れていたはずの左手が後ろへと力強く引かれた反動により、小春の身体は軸じくを失ったように揺ゆれた。

　痛い、と思ったのは何故なぜだろうか。左手が、とても痛い。何かに引っ張られ、強く掴まれている。どうしてそう思ったのかは分からないが、自分は──この温度を知っている気がした。

　ひゅっと、引き攣つったような呼吸をした小春はまるで魂たましいが自分の中へと戻ったようにここが現実かどうかを確かめるべく瞳を瞬まばたかせる。ぼんやりとしていた視界には大きな影かげが映った。

　だが、その影が人なのだと気付き、小春は眩まぶしいものを見るように瞳を細めた。

「ふゆ、つぐ、さま……？」

　小春の傍そばには何故か冬次がいた。遠くなりかけた意識の中で見る夢のようなものではない。自分へと注がれる熱が含ふくまれた視線は、泡沫うたかたのような生易しいものではないはずだ。

「……何故、呪禁を使ったんだっ!?　その身に危険が及およぶことは、知っているだろう……！」

　冬次の声が脳内に響く。彼は小春の左手を掴み上げ、そして右みぎ肩かたに手を添えながら支えてくれていた。灯台の下で照らされている冬次の顔は、今にも泣き出してしまいそうなほどに歪ゆがめられている。

「……君がその命を以もつて、呪禁による治ち療りようを行ってしまえば、女御の心に傷を残すとは考えなかったのか。……残される者がどのような気持ちで生きていくのか、考えなかったのか」

　冬次の声が小春の心へと浸しん透とうするように響いてくる。それは𠮟しつ責せきなどではなく、悪いことをしてしまった幼子を諭さとすような重みが含まれていた。

「君は……医くす師しだろう。それならば、自分の身も含めて、救おうとしてくれ。大事にしてくれ。──小春。君だって、代わりのいない、たった一人の人間なんだぞ……！」

　自覚をしろと訴うつたえるように、そして心の底から希ねがうように、彼は小春へと願って来る。

　冬次の言葉が胸の奥に刺ささった小春は石のように固まっていた身体をわずかに動かした。そして、自身の感覚を取り戻すために、血を身体中に巡めぐらせることを意識する。

　……忘れてはいけなかったのに。女御様と、約束をしたことを。

　ここで意識を途切れさせてはならないと、小春は身体に力を入れようと歯を食いしばる。

　きっと、母は女御を救ったことを後こう悔かいはしていないだろう。だが、残された者達のことは考えていなかったのかもしれない。それでも小竹という人間を慕したっていた者は多くいたはずだ。

　慕う者達はどのような想いを抱いだき、今まで生きて来たのか、自分は知っている。寂さびしくて、悲しくて、もう一度会いたいと何度も望んだ。その気持ちを自分は持ち続けているのだから。

　身を以て、知っていたことなのに、それを他人へと押し付けようとしていたことに気付く。

　……女御様は私を信じて、身を任せてくれた。それなのに私自身が手放そうとしていた。

　そうしてしまえば、自分はきっと母と同じになってしまう。残した人達に後悔と嘆なげきを与あたえてしまうことになるのだろう。それだけは駄だ目めだ。自分が望むものはそのようなものではない。母と同じであってはいけないのだ。

　女御のために、そして今、目の前で自分を想ってくれている人のために。

　女御から受け取った負担は、今も自分の中でとぐろを巻くように渦うず巻まいている。それを吐はき出してしまわないように、小春は腹部に力を込める。治まれ、鎮しずまれと念じながら、受け入れた重く熱いものが二度と自分の外へと出ていかないように、見えない何かで蓋ふたをした。

「……──ふぅ……」

　深い息がその場に長く響ひびく。これでもう、受け取ったものが出てくることはないだろう。教わってはいないが感覚的には、呪禁を自分の意思で制御出来たというべきだろうか。

　目を閉じていた小春はゆっくりと瞳を開き、それから冬次の方へと顔を向けた。彼はまだ、厳しい表情を浮うかべており、こちらを窺うかがうように見つめている。

「……冬次様。引き戻もどして下さり、ありがとうございました。……もう、大丈夫です」

　全て持ち直したと小春が無理に笑えみを作ってみせると冬次は一瞬だけ、表情を崩くずしていたが、やがて小春の左手と肩かたを掴んでいた手をゆっくりと離していった。

「母と……同じ道は辿たどりませんから。だから、安心して下さい」

　力強く小春が告げると、冬次は何かを飲み込んだような表情で微かすかに頷うなずいた。

　小春は床ゆかの上に落としてしまっていた刀とう子すを拾い、鞘の中に納めてから懐ふところへと仕し舞まい込む。

　呪禁の代だい償しようによる影えい響きようなのか身体からだが重たい気がしたが、冬次に覚られないようにと小春は表情を引き締しめた。

　……今のところ、感覚に異常は見られないけれど、気を付けておかないと。

　そういえば、冬次はどうしてこの場にいるのだろうか。あまりにも自然に同席していたため、彼がここにいることに対する違和感に気付くのが遅おくれてしまう。

　冬次がここに来た理由を訊たずねようとしたが、目の前から小さな吐と息いきがこぼれ落ちた。

「……ん」

　女御の瞼まぶたが少しだけ動いたため、小春はすぐに身を乗り出すように膝ひざを進める。

「……女御様。ご気分はいかがでしょうか」

「小春……？　……気分。気分は、ええ……どうしてかしら。先程よりも、幾いく分ぶんか呼吸がしやすくなった気がするわ……」

　小春が呪禁を使う前と比べると女御の声こわ色いろは明るいように思えた。失礼します、と一言断ってから女御の額に手を添そえる。

　……熱が下がっている。

　思わず驚おどろいてしまうほどだ。つい、先程までこちらの手が焼かれているのではと思えるほどに熱かったというのに女御の額に宿る温度は、今は落ち着いている。

　念のために女御の手を取って、脈も測ってみたが脈数は安定しているようだ。

　……ちゃんと成功して良かった。……今の状態ならば、薬が効くかもしれない。

　まだ、女御の身体の中には毒が残っているはずだ。油断するには早いだろう。

　小春は先程、冷ましておいた煎せんじた薬が入った椀わんを女御の前へと持って来る。

「あの、女御様。……喉のどは渇かわいておられませんか。先程、煎じた薬をお飲みになれますか」

　小春は空いている片手を使い、起き上がろうとする女御の背中をそっと支えた。

「頂くわ。……あら、思っていたよりも苦くはないのね。飲みやすいわ」

「少し前にお飲みになったものと同じですよ」

「そうなの？　……さっきは身体が辛つらくて、味まで分からなかったから……」

　ならば今は、味覚まで正常に戻っているということなのだろう。

　薬を飲み終えた女によう御ごは再び横になる。女御は先さき程ほどよりも身体が楽になったことで眠ねむりやすくなったのか、小さな寝ね息いきが次し第だいに聞こえてくる。

　……体調はさっきよりも安定しているみたいだし、しばらくは様子を見よう。

　女御の安らかな寝顔を見て、小春は安あん堵どの息を吐き出した。肩に入っていた力は抜ぬけていき、伸ばしていた背筋も気を付けていなければ曲がってしまいそうだ。

　冬次も女御が安らかな寝息を立てていることに安堵しているのか、表情が和やわらいでいた。

　山場を越こえて、女御を救うことが出来たのだと、やっと実感した小春は何気なく自分の右手を見つめた。

　……でも、そうか……。呪禁が治療の補助として使われていたのは……。使う薬の効果を高めるために呪禁で症しよう状じようを和らげて、補完するためだったんだ……。

　胸むな元もとに収めた刀子に右手で触ふれつつ、小春は呪禁の本質を改めて理解した。

　きっと、母は呪禁の本質をしっかりと理解した上で使っていたのだろう。もちろん、母だけでなく、今は消え去ってしまった呪禁師達も。

　小春はもう一度、深い息を吐いてから女御が安心して眠れるようにと、近くに立てられている几き帳ちようを引き寄せて、その後ろに控ひかえることにした。

「……疲つかれたならば、少し眠っていても良いんだぞ。呪じゆ禁ごんの代償だって、抱かかえたままだろう」

　同じように几帳の後ろへと下がった冬次が、小春を気き遣づかうように静かに囁ささやいた。

「いえ、私なら大だい丈じよう夫ぶです。身体が少し重いだけで体調が悪いわけではないので。……冬次様こそ、そういえばどうして、ここへ……？」

「……主上おかみの指示だ。それに藤壺の女御と女によう房ぼう達とは顔見知りだから、心配はいらない」

「主上の……？」

「毒で倒たおれたと聞き、よほど心配だったのだろう。だが、主上は立場上、軽けい率そつに動くことは出来ない。だからこそ、隙すきを突ついてくる者から女御を守るために俺をここへと送ったんだ」

「もしかして直接、女御様を害する人が現れるかもしれないと？」

「……身重の女御を排はい除じよするために毒が送られたということは、相手も手段を選んでいられないほどに追い込まれているはずだ。この先、どんな手を使ってくるのか分からない以上は直接、守った方が一番安全で確実だからな。本来ならば、男が殿でん舎しやの奥に入ることはあり得ないが、主上直々に頼たのまれた以上、女御が宿下がりする日までここに宿直とのいすることになるだろう」

「そう、なんですね……」

　冬次が帝の信しん頼らいを得ているからこそ、女御の傍そばに身を置くことを任せられたのだろう。

　女御が宿下がりするまで、これで安全だと分かった小春はふっと、安堵の溜ため息いきを吐つく。

「……小春。君も毒が使われたという不ふ穏おんな状じよう況きよう下かで不安だっただろうに、よく耐たえたな」

　冬次が穏おだやかな口調で労ねぎらってきたが、小春は小さく首を横に振ふり返した。

「私は……ただ、必死だっただけです。どうにか女御様を助けたくて……」

　小春がそう答えると冬次は目元を和らげた。

「……君は……やはり、凄すごいな」

　ぼそりと冬次から呟つぶやかれた声に反応するように小春は視線を動かした。灯台の灯あかりが少しだけ切なげに見える冬次の顔を照らしたことで、小春は視線だけでなく心も奪うばわれてしまった。

「誰だれかのために全力になるところも、最後まで諦あきらめずにやり通そうとするところも……。君のその意志の強さを……俺は眩まぶしく思うよ」

　彼は何故なぜか、嬉うれしそうに口元を緩ゆるめて、そう言った。まるで小春自身が認められたような気がして、身体中が熱くなってしまう。自分を真っ直すぐ見つめてくる冬次の顔を見られなくなった小春は小さく視線を逸そらしてから、抱いた熱を隠かくし、誤ご魔ま化かすように言葉を返した。

「諦めずに真っ直ぐ進むのは……私の取り柄えですから」

「……そうだな」

　小春の返事に冬次は軽く苦く笑しようする。それまで張り詰つめていた空気が塗ぬり替かえられ、柔やわらかなもので満たされていく。

　肩に伸のし掛かかっていたものがやっと下りた気がして、軽く瞳ひとみを閉じた小春はゆっくりと息を吐き出す。そして、医くす師しとしての役目を終えたのだと、改めて実感していた。
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　藤壺の女御を治ち療りようした翌日、小春は再び、藤壺の殿舎へと赴おもむいていた。

　女御の容体が落ち着いたことを確かく認にんした小春は女御専用の薬くすり棚だなに生薬を補ほ充じゆうするために一度、典薬寮の女医処へと戻った。だが、その日は女医処を開ける余よ裕ゆうはとてもではないがなかったため、「不在中」の札を立ててから、少し休息を取り、再び藤壺へと戻ったのである。

　小春の目の前に立てられた几帳の隙間から見える女御は、昨晩と同じ気楽な装よそおいで、畳たたみの上に座っていた。身体の調子はまだ完全に戻ってきているとは言えないので、長居しない方が良いだろう。

「昨晩は大変だったでしょう。でも、小春のおかげで少し起きられるようになったの」

　起き上がる時は少し身体が重そうだったが、それでも几帳の隙間から覗のぞき見た顔色は昨日と比べれば随ずい分ぶんと良くなっており、小春は密ひそかに安堵の溜息を吐いた。

　女御が座っている周囲には人の気配が無かったので、事前に人ひと払ばらいされているのだろう。彼女の乳ち姉し妹まいである出雲でさえ、話が聞こえないほどの遠くに座っているようだ。

「女御様のお役に立てたならば何よりです。……あの、お腹なかの子の様子はいかがでしょうか」

　小春がそっと窺うかがうように訊ねてみれば、女御は笑みを浮うかべたのか柔らかい息を零こぼした。

「特に不調はないわ。……小春。わたくしだけでなく、お腹の子も助けてくれて、ありがとう」

「いえ、そんな……。……ですが、その……女御様に初めての治療方法を使ったことは他言しないで頂けると助かります」

「ええ、もちろん。……と言っても、朦もう朧ろうとしていたから、あまり覚えていないのだけれど。……冬の少しよう将しようも今、ここで聞いたことは秘密にしておいてくれるかしら」

　女御は几帳越ごしに、小春の右みぎ隣どなりに座っている人物へと声をかけた。

「その呼び名はやめて下さいといつも言っているでしょう」

　不ふ機き嫌げんさを隠さない声色で女御へと言葉を返したのは冬次だ。

「あなたこそ、わたくしのことを小さい頃ころのように、姉上と呼んでくれても構わないのよ」

「出来るわけがありませんし、呼びません」

　ぴしゃりと冬次は言い放ち、ふんっと鼻を鳴らす。彼もこの場に呼ばれていることを不思議に思っていたが、どうやら冬次と女御の間には姉弟きようだいのような気安さがあるようだ。

「そのようなことよりも、今は事件の詳しよう細さいをお聞き下さい」

　冬次は深い溜息を吐いてから話を切り出す。このままでは埒らちが明かないと思ったのだろう。

「まず、昨日の宴うたげの席で女御に藤ふじ色いろの粉ふ熟ずくを送ったのは藤ふじ原わらの正まさ敏としという男でした」

　初めて聞く名前に小春は首を傾かしげてしまう。冬次は小春の方へと振り向いた。

「前さきの美濃みのの守かみだった男だ。……この男は任国先での行いが悪かったようで、美濃みのの国くにの郡司達から行いを糾きゆう弾だんする訴そ状じようが蔵人所へと届けられていた」

　ここひと月、冬次は訴状に訴うつたえられていたことが事実であると裏付けるために、密かに藤原正敏の周辺を調べ、証しよう拠こ集めをしていたという。

　小春が家出をした日、市中で冬次と鉢はち合あわせしたが、どうやらすぐ傍にあった屋や敷しきこそが正敏のものだったようで、屋敷に出入りする商人や近所の者に聞き取りを行っていたらしい。

「受ず領りようとなり、富を増やすことはよくある話だがこの男の場合、かなりあくどい方法で財を築いていたらしい。羽は振ぶりが良くなった正敏は築つい地じや屋敷全体の修しゆう繕ぜんをするだけに止とどまらず、高級品を買い漁あさり、毎日のように大量の酒を購こう入にゆうしていたと調べがついている」

　しかし、あと一歩で追い詰められるところまで来ていたというのに、蔵人所の塗ぬり籠ごめに保管されていた訴状は正敏の手の者によって盗ぬすまれてしまったと冬次は悔くやしげに表情を歪ゆがめる。

「小春が校書殿へと入った時に、塗籠の戸が開いていただろう。蔵人所に小こ舎人どねりとして勤めている正敏の家人が鍵かぎを開けて、保管されていた訴状を盗もうとしていたらしい。ただ、あの時は俺達がいたことで失敗し、後日にまた忍しのび込んだようだな」

「それじゃあ、あの時……塗籠にやって来た人が盗とう難なんの件の犯人だったんですか」

「そうだ。……訴状の盗難が知れ渡わたった時、その小舎人は自分の仕し業わざだと発覚するのを恐おそれて、俺が塗籠にいたことを吹ふい聴ちようし、犯人に仕立てようとしたらしい。……おかげで濡ぬれ衣ぎぬを着せられそうになったけれどな」

　その小舎人も正敏の罪が明らかになったことで今は捕とらえられているという。

「だが、正敏が訴状を盗んだことに気付き、利用したのが左大臣派だったんだ」

　蔵人所に勤めている左大臣派の人間は正敏に近付き、藤壺の女によう御ごを排除すれば、盗難と訴状の件をもみ消し、今よりも良い地位へと取り立ててやると言って脅おどしたのだという。

　追い込まれた正敏は訴状だけでなく、盗難の件が公おおやけになれば自身の信用が更さらに落ち、出世の見込みがなくなることを恐れて、その取引に応じることにした。

　正敏はどのように女御を害そうかと考え、そして──清涼殿に勤めている女房、若狭に目を付けたという。元々、若狭の夫が正敏に仕えており、夫が亡なくなった後は娘むすめとともに住み込みで清涼殿に勤めていたことを知った正敏は帝の信用を得ている女房ならば、女御を容易たやすく害する機会はあるだろうと若狭の娘、矢代を誘ゆう拐かいし、裏から脅しをかけていたらしい。

　宴当日、藤色の粉熟を正敏に渡された若狭は女御のもとへと持参し、その後、娘を返してもらうために無人の承しよう香きよう殿でんで正敏を待っていたところを捜そう索さくしていた冬次によって見つかることとなった。冬次は若狭を一時的に捕ほ縛ばくし、藤色の粉熟の件について問い詰めたという。

「若狭は中々、口を開こうとしなかったんだが……君が若狭の体調を気にかけて捜さがしていたと伝えた途と端たんに堰せきを切ったように泣き出し、正直に話してくれたんだ。……きっと、君の何気ない気き遣づかいが若狭の中の良心を思い出させたんだろうな」

　少しだけ俯うつむいた小春の肩かたを冬次は気に病やむなと言わんばかりに軽く叩たたいた。

　若狭が藤原正敏に女御を害するようにと脅されていると証言したことで冬次は帝みかどの命のもと、近この衛えや検け非び違い使し達を連れて、正敏の屋敷に押し入り、家や捜さがしをしたという。

　娘の矢代は正敏の屋敷の塗籠の中に閉じ込められていたようだが、衰すい弱じやくはしておらず、今は安全な場所で休んでいると聞いて、小春は思わず安あん堵どの溜息を吐いた。

　冬次が正敏の屋敷の者に聴ちよう取しゆを行ったところ、正敏が用意した材料で藤色の粉熟を作ったと証言した者が現れたため、厨くりやを調べてみればそこには藤色の粉熟が皿の上に残してあった。

　家人は正敏に粉熟を作れと命じられたが決して食べてはならないと言われたため、律りち儀ぎに余った分の粉熟を取って置いたという。また、正敏に何かの植物の葉を渡され、材料に混ぜろと命じられたと家人が証言したことで正敏は粉熟を女御に送った件を認めざるを得なくなった。

　更に正敏の屋敷からは盗んだ訴状が出てきたため、盗難の件の犯人としても捕つかまったらしい。どうやら訴状に記されている美濃国の郡司や民衆達の名前をもとに、密かに報復するつもりで保管していたとのことだ。

「正敏は左大臣派に脅されたと主張しているが、左大臣派の者は正敏を庇かばうどころかそのような覚えはないと言って突つっぱねているようだ。……お互たがいに罪を擦なすり付け合っているが今回の件、主上おかみがかなりお怒いかりだからな」

　冬次はどこか呆あきれたように、ふっと深い息を吐き出す。

「実行犯の正敏は流る罪ざいが決まっているし、彼を教きよう唆さした左大臣派にも何かしらの罰ばつはあるだろう。……若狭は出家するとのことだ。それ以外に女御への謝罪が見つからないと言っていた」

「……そう、ですか」

　娘を人ひと質じちに取られていたからこそ悪事に手を貸してしまい、処罰されることとなった若狭に対して送る言葉が見つからない小春は唇くちびるを噛かみ、口を噤つぐんだ。

「……若狭は君に感謝していたぞ」

　冬次から唐とう突とつに告げられた言葉に、どういう意味なのかと小春は瞳を瞬まばたかせる。

「君が女御を救ったことで、人を殺さずに済んだと。娘のためとは言え、女御を殺あやめてしまっていれば、矢代に顔向けが出来なくなっていたと言っていた。……君が若狭の心を救ったんだ。俯く必要はない」

　小春は思わず、表情を歪めてしまう。目の奥から出てきそうになったものを必死に押し止め、誤ご魔ま化かすように話題を変えた。

「矢代は……どうなるのでしょうか」

　若狭の夫が亡くなっているならば、他ほかに親族はいるのだろうか。冬次も矢代の今後をどうするべきか迷っているようで、即そく答とうはしなかった。そこに優やさしげな声が一つ、降って来る。

「それならば、わたくしの殿でん舎しやでその女によう房ぼうの娘を預かりましょう。幼子を連れて出家するのは難しいでしょうし」

　女御の言葉に驚おどろいているのは小春だけではないようだ。冬次も瞳ひとみを丸くしている。

「……毒の件に関かかわったことがその女房の本意ではないならば、わたくしは処罰を与あたえたいとは思っていないの。だって、娘を人質に取られていただけですもの。けれど、何かしらの処罰を与えなければ、この件はまとまらないわ。ならば、わたくしも若狭という女房の誠意と謝罪を受け入れるためにその女めの童わらわを人質に取らせて頂きます」

　人質、という言葉を使っているがそれは建前であることは小春も分かっていた。

「……そして、己おのれの罪に懺ざん悔げをし終えて、いつかお互いに心の整理がついたならば、再び母娘おやこが顔を合わせることも出来るでしょう」

　女御は慈じ愛あいを含ふくんだ優しげな声でそう言った。利用されたとは言え、自分を害そうとした女房の娘を引き取ろうなど、誰だれが思うだろうか。小春は女御の心根の優しさに心を打たれ、離はなれることになる母娘の再会がいつか来ることを静かに願った。

「冬次、主上にもそう伝えておいてね。件くだんの女房の娘はわたくしが引き取りますって」

　女御の頼たのみに対して冬次はわざとらしく肩を竦すくめる。

「全く……。俺は主上と姉上の文ふみ使いではないというのに……」

　冬次もすっかり、女御に対する口調が砕くだけているようだ。

「でも、あなたに伝言する方が確実だし、他人の横よこ槍やりが入らないから安心ですもの。そういえば主上が最近、あなたを囲い碁ごに誘さそっても断られるから寂さびしいって言っていたわ」

「……ここ最近の様子を根ね掘ほり葉掘り聞くつもりだろうから、絶対に断らせてもらう」

　二人のやり取りを眺ながめていた小春は、軽々しい雰ふん囲い気きに目を丸くしていた。そんな小春の様子に気付いたのか、女御は冬次を小さく咎とがめた。

「あら、冬次。小春にはまだ、あなたのことを伝えていなかったの？　後から面めん倒どうなことになって後こう悔かいするのはあなたよ。これからも親しくしたいと思っているならば、今のうちに言っておきなさい。小春ならば、話しても大だい丈じよう夫ぶでしょう？」

　まるで姉に𠮟しかられている弟のようである。冬次は小さく呻うめいていたようだが、しびれを切らした女御が冬次の代わりに言葉を続けた。

「冬次はね、わたくしの従弟いとこなのよ。父と冬次の母が異母兄妹きようだいだったの。昨夜、話したでしょう。わたくしの叔お母ば、つまりこの子の母は前さきの麗れい景けい殿でんの女御として入じゆ内だいしていたのよ」

「えっ……」

　冬次と女御が親しん戚せき関係であることは何となく覚っていたが、冬次の母が前の麗景殿の女御という事実に驚きを隠かくせなかった。つまり、彼は──帝の血を引いているということだろうか。

　小春は勢いよく、冬次の方へと視線を向ける。彼は女御の言葉を否定することなく、どこか気まずそうに頬ほおを掻かいていた。

「……正確に言えば、先帝の皇み子こだっただけだ。今の俺はただの坂上冬次で、これからもそうであることに変わりはない」

　弁明するように冬次はそう言っているが、隣となりに先せん帝ていの皇子──今上帝の弟が座っていると知って、萎い縮しゆくしないわけがない。だが、どうして彼の姓せいは藤原ではなく、坂上なのだろうか。小春が疑問に思っていると女御は几帳越ごしの冬次を楽しげな表情で窺うかがいつつ、教えてくれた。

「冬次は世間では数年前に亡くなったことになっている先帝の三の宮だったの。でも、命を狙ねらわれることがよくあったから、先帝とわたくしの父がその身を案じて、叔母様の親戚筋にあたる坂上家に臣しん籍せき降下させたのよ。もちろん、そのことを知っている人は限られているけれど」

　女御の説明を聞いて、小春は以前、五位蔵人くろうどの橘時行が話していたことをふと思い出す。彼は冬次が誰かに似ていると言っていたが、恐らく帝のことを指していたのだろう。

「……あの、私にそのような話を聞かせて宜よろしかったのでしょうか」

　小春が恐る恐る訊たずねると女御は扇おうぎを広げているのか、その裏側で小さく笑い始めた。

「あら、小春だからこそ、話しているのよ。……まぁ、冬次は小春が自分から離れていくのが嫌いやだったから、本当のことを話すのを躊躇ためらっていたみたいだけれど」

「余計なことを言わないでくれ」

　女御の呟つぶやきに対して、冬次はすかさず抗こう議ぎしているが効果はないようだ。

「ねぇ、小春。……冬次は複雑な立場だけれど、今後もどうか気にかけてあげて欲しいの」

「わ、私は……ただの、女によ医い生せいですし……」

　本当ならば無位である自分が、冬次の秘密の出自を聞くことさえもあり得ないことだ。

　先帝の皇子ということを隠していても、冬次は右近衛府の少しよう将しようであり、五位蔵人だ。出世の道を歩んでいる彼を気にかけて欲しいと言われても、どうすれば良いのか分からない。

　おろおろと視線をさ迷わせていると冬次は小春にだけ聞こえる声で、ぼそりと呟いた。

「……今いま更さら、距きよ離りを置かれても困るのだが」

「えっ」

　それはどういう意味が含ふくまれているのかと考えるよりも先に、小春の身体からだには一いつ瞬しゆんで熱が宿っていく。しかし、冬次はそんな状態の小春にお構いなしに話を続ける。

「それとこれは主上からの伝言なんだが……藤壺の女によう御ごを献けん身しん的に救った君にお礼として、臨時の禄ろくを与えたいとのことだ。今回の件、早く片付いたのは小春のおかげだ。君がいなければ粉ふ熟ずくに毒が入っているとは気付けなかっただろう」

「そうね。でなければ、わたくしだけでなく、お腹なかの子も危なかったんですもの。感謝してもし切れないくらいだわ」

　冬次に同意しつつも、女御はお腹をさすっているのか、衣きぬ擦ずれの音が微かすかに聞こえた。

「君の行動が結果的には左大臣派の目もく論ろみを潰つぶした上に、訴そ状じよう盗とう難なんの件の解決にも繋つながったのだから、蔵人所に勤めている者として、俺もお礼が言いたいくらいだ」

「い、いえっ！　わ、私はやるべきことをやっただけで、意図してやったわけでは……！　なので、禄を頂くわけにはいきませんっ！　実際に犯人を捕まえたのは冬次様ですしっ！」

　小春はぶんぶんと首を横に振ふりつつ、何とか禄の件から逃のがれようと抗あらがってみる。冬次はあまりにも必死な小春の様子に小さく苦く笑しようしてから言葉を続けた。

「……そう言うと思ったよ。分かった、主上には禄の件は辞退させてもらうと伝えておこう」

「あ、ありがとうございます……」

　冬次の返事に小春はそっと胸を撫なで下ろす。とてもではないが、主上から直々に禄をもらうなど、恐おそれ多くて出来るわけがない。

「これでひとまずは解決したが……しばらく食事には毒見の者を置いた方がいいだろうな」

「仕方ないけれど、そうするわ。……小春」

　女御は持っていた扇をぱちんと閉じて、几き帳ちようの隙すき間まから小春へと笑みを浮かべた。

「改めてお礼を言わせてもらうわ。わたくしとそしてお腹の子を助けてくれて、ありがとう。小春は自分のことを未熟だと思っているみたいだけれど、わたくしにとっては頼たよれる医くす師しだったわ。また今度、お礼をさせてね」

　女御の言葉に、小春は静かに頭を下げた。これで女御が毒を受けた件は終わりだろう。

　それでも小春は心の中に安あん堵どだけでなく、上手うまくは言い表せない複雑さを抱いだいていた。




　日が傾かたむきかけ始めた頃ころ、藤壺の殿舎から小春は冬次とともに辞した。

　今夜、藤壺の殿舎で宿直とのいをする冬次は、支し度たくを整えるために彼の屋や敷しきに一度、帰るようだ。その際に、雪路の家まで小春を送ると言って聞かなかったので世話になることにした。

　大だい内だい裏りの中に牛ぎつ車しやを入れることは出来ないため、冬次の牛車は大内裏の美び福ふく門もんまで迎むかえにきてくれるらしい。その門を目指し、小春達は隣に並びながら歩いた。

「……どうかしたのか？」

　小春が俯うつむきがちに歩いていることに気付いたのか、冬次は訊ねてくる。

「……少し、考え事をしていました」

　思わず立ち止まってしまった小春に続くように、冬次は数歩ほど、進んでから立ち止まる。

　思い出されるのは、自分のことを頼れる医師だと言ってくれた女御の言葉だ。だが、自分はそれに対して自信を持って頷うなずき返すことなど出来なかった。

「女御様を救うために、呪じゆ禁ごんの使用を選んだことに後悔はしていません。使用することで伴ともなう危険性や代だい償しようについてももちろん、理解しています。ですが……」

　小春は朱しゆ色いろが混じり始めた空へと視線を向ける。

「ですが、私はまだ医師として未熟なのだと改めて実感したのです。呪禁を使わなければならないほどに、私の腕うでは未熟だと……医師にはまだ程ほど遠とおいと思い知ったのです」

　小春は薬箱を持っていない左手を自分の胸の前へと持って来て、ぎゅっと握にぎりしめる。

　それに呪禁を使った際に小春が命を手放さずに済んだのは、呪禁の力に吞のみ込まれかけていた自分を冬次が引き戻もどしてくれたからだ。

　だが、母は呪禁を使った時に止めてくれる人がおらず、命を落とすこととなった。

　──医師は痛みや苦しみで辛つらい思いをしている人達に笑顔を取り戻すお仕事でもあるのよ。小春も温かくて優やさしいものを渡わたせる、そんな素す敵てきな医師になってね。

　ふと、母と交かわした言葉を思い出す。母は呪禁を使い、命をかけて人を救ったが、結果としてたくさんの人を悲しませた。人を悲しませるということは、心を傷付けることと同じだ。自分は母のことを尊敬しているが、それは自分が憧あこがれた母の姿ではない。

　だからこそ自分は誰だれかを傷付けることなく、心も救えるような医師になろう。約束を交わした母へと胸を張れる──優しい温ぬくもりを与あたえられる、そんな医師に。

　もちろん医師と呼ばれるには、今の自分にはまだ足りないものが多過ぎると分かっている。それはきっと、これから何度も痛感していくことになるのだろう。

「……確かに君は呪禁を使うことを選んだ。誰だって、人の生死が自分の手に委ゆだねられていれば、躊躇ってしまうだろう。それでも君は──自分で、選んだ。女御を絶対に救うために」

　冬次の表情は少しだけ、悲しげだった。それは恐らく、彼の本音としては小春に呪禁を使って欲しくはないと思っているからだ。

「……けれどたとえ、君が医師として未熟だとしても、毒に侵おかされた女御を救うことが出来たのは君の決断とたゆまない努力の成果だと俺は思っている」

　冬次は心の底からそう思っているのか、真しん剣けんな表情で告げた。だが、次の瞬間、その表情が少しだけ崩くずれた。

「医師の定義というものは良く分からないが……。それでも、小春は小さい頃から俺にとっては医師だった。それだけは……絶対だと言える」

「……え？」

　冬次の言葉に小春は目を瞬まばたかせる。大内裏の中だというのに退勤後だからなのか、人通りはほとんどない。だからこそ、冬次の声が小春へと真っ直すぐに届いた。

「……君がまだ七、八歳くらいの時だったから、覚えていなくても無理はない。だが、俺と君は会ったことがあるんだ」

　そう告げられても、あまり驚おどろかなかったのは何故なぜだろうか。

「君と出会った頃の俺は深く気落ちしていた。……母を亡なくしたばかりだったからな」

　冬次の母は前の麗景殿の女御だ。そして、小春の母の親友──。

「……申し訳ありません。母様の呪禁で冬次様のお母君が……」

　母にとって大事な親友だったからこそ、どうしても救いたいと焦あせってしまい、呪禁を失敗してしまったのかもしれないと小春は密ひそかに思っていた。

「いや、謝って欲しいわけじゃない。……それに恐らく、母は小竹さんが呪禁師であることを知っていたと思う。受け入れたのは母自身の意思だったのだろう」

　小春が瞳ひとみを瞬かせると彼は少し寂さみしげに目を細めた。まるで、昔に思いを馳はせるように。

「……母が死ぬ間ま際ぎわ、俺に言ったんだ。小竹さんのことを責めないで欲しいと。そして、どうか彼女の理解者になって欲しいと頼たのまれた。……自分はもう、傍そばにはいられないから、と」

「理解者……」

「その時は俺も母がどのような意味を込めて、そう言っているのか分からなかった。だが、今ならば分かる。……呪禁師がいかに孤こ独どくな存在なのかを」

　呪禁は禁じられている存在だ。母以外に呪禁師がいなかったならば、その心にどのような孤独を抱いていたのか、今は知る術すべはなかった。

「だから、冬次様は母様の呪禁について調べていたんですね。お母君の願いを叶かなえるために」

「そうだ。……けれど、本当は苦しかった。理解者になって欲しいと言われても、母を死に追いやった呪禁を調べなければ、理解など出来ないからだ。母の言葉は叶えたいが、己おのれの行動と思考が一いつ致ちしないまま、時間と心だけが擦すり減へっていった」

　呪禁の危険性を疑う自身の気持ちと母の願いを叶えたいという望みの間で板いた挟ばさみになっていたのだろう。冬次は複雑な表情で自身の右手に視線を落としていた。

「……だが、あの日、君と再会した」

　しかし、次の瞬間、懐なつかしいものを見るような視線を冬次は向けて来る。

「君は何も変わっていなかった。……俺を覚えていないことは分かっていたが、それでも……夢を追い続けて、医師になるために典薬寮に入ったのだと知って、嬉うれしかったんだ」

「……私が医師を目指していたことを知っていたんですか」

　小春が思わず口にすると、彼は困ったように苦笑した。

「……小さい頃、約束したからな」

　冬次の言葉に引っ張られるように、頭にふと、一つの声が響ひびく。

　──約束だよ。俺の医師になるって言ったこと、忘れないで。

　どこか泣きそうな声で、自分に向けて告げられた言葉。あと少しで何かを思い出せそうなのに、引っかかってしまうもどかしさがあった。

「覚えていなくても構わない。……ただ、俺が大事にしたかっただけだ」

　少しだけ寂さびしそうに彼は呟つぶやいた。

「どうして……。そんなに大事にしてくれるんですか。私は……忘れてしまったのに……」

「……」

　冬次は小春から少しだけ視線を逸そらした。そして、再び戻った瞳には熱のようなものが込められていることに気付く。

「君に救われたからだ」

　小春は目を見開く。あまりにも真っ直ぐに注がれるものに囚とらわれ、動けなくなった。

「……三番目に生まれたことから皇み子ことしての存在意義もないのに、他ほかの何者にもなることも出来ず……そんな生に意味はあるのかと自身に問い続けていた」

　どこか自じ嘲ちようするように冬次は呟き、たった今、出て来たばかりの内裏へと視線を向ける。

「母が亡くなり、自身の命を守るために密かに臣しん籍せき降下し……帝てい位いのしがらみから解放されても、自分が進むべき道など見つけることが出来ずにいた。ただ、鬱うつ々うつとした日々を送り、やがて病で臥ふせることとなった。──そんな時だった。主治医だった小竹さんが俺のもとへと君を連れて来てくれたのは」

　瞳に宿る熱にはどのような意味が込められているのか、問うことは出来なかった。

「小竹さんは俺の話し相手として君を連れてきてくれたんだろうが、君は小竹さんの助手のように一いつ生しよう懸けん命めいに振ふる舞まっていた。だから、訊たずねてみたんだ。……医くす師しになりたいのかと」

　昔を思い出したのか、冬次は目元を少しだけ和やわらげる。

「君はただ、真っ直ぐに答えた。──母のような医師になると。優しいものや温かいものを渡せる医師になって、苦しんでいる人を笑え顔がおにするんだと、そう答えていた」

「……」

「小さな君が迷いなく無む邪じや気きに答えるから、ならば真っ暗で何も見えない俺を助けてくれるのかと意地悪するように言ってしまったんだ」

　小さな子を相手に大人気ないだろうと、そう言って彼は苦く笑しようしていた。

「でも君は俺の手を握って、真っ直ぐに視線を向けて、舌足らずな声で言ったんだ──助けると。暗くて見えないなら、歩けるように手を引いてあげると君は笑って答えた。笑顔になってくれるなら、俺の医師になって、何度だって助けると。……何者にもなり切れていない俺に君がそう言った時、ずっともがいていた闇やみの中から掬すくい上げられたように感じたんだ」

　冬次は一歩、小春へと近付いてくる。そこに自嘲の笑みは浮うかんでいなかった。

「嬉しかったんだ。立場など関係なく俺自身を見て、俺の医師になると言ってくれたことが。こんな自分に、未来を約束してくれたことが。……だから、自分へと迷いなく誓ちかってくれた小春に恥はじない人間になろうと決めたんだ」

　小春、と冬次はまるで愛いとおしいものを呼ぶような声こわ色いろで、名前を呼んだ。

「あの時から、君は俺にとって医師だったよ。俺の心を救ってくれた、医師だった」

　目元を和らげて、穏おだやかに微笑ほほえんだ姿が記き憶おくの中の誰かと少しずつ重なっていく気がした。

「それにこの太刀たちの手て貫ぬき緒おに使っている組くみ紐ひもだって、元々は君が俺にくれたものだぞ」

「えっ」

　以前、貸して貰もらった時に見覚えがあると思っていたが、まさか自分が渡した物だったとは。覚えていなかった小春は気まずげな表情を浮かべてしまったが、冬次は苦笑しているだけだ。

「君が一本、一本、紐を組んで願いを込めたと言っていた。……俺が元気になるように、また笑えるように、と願って」

　彼が穏やかにそう告げた時、それまでばらばらだったものが、頭の中でやっと繋つながったような感覚を抱いだいた。閉じられていた何かがゆっくりと開かれていく。

[image: ]

　──私、大きくなったら、冬ちゃんの医師になる！

　──……俺の？

　──うん！　だって、冬ちゃんに元気がない時、すぐに助けたいんだもん。冬ちゃんにはずっと、笑っていて欲しいの。

　──それなら、俺は……小春に頼たよられるくらいに強くなるよ。大事なものを自分の力で守れるように。だから……約束だよ。俺の医師になるって言ったこと、忘れないで──。

　思い出されるのは幼い頃ころの記憶。そうだ、自分は──約束をしていた。

　名前を名乗れないと言った彼が冬生まれだと知り、勝手に「冬ちゃん」と呼んでいた。母親を亡くしたばかりで元気がない彼にどうにか笑顔になって欲しくて、力になりたかった。

　自分が医師になりたいと言っても笑わないで肯こう定ていしてくれた、たった一人の大事な友達が。

　……ああ、こんなにも大事な思い出を忘れてしまっていたなんて。

　母が亡くなった後は医師になるためにただ必死で、自分のことしか考える余よ裕ゆうがなかった。自分は忘れてしまっていたのに、冬次は心の中でずっと、ずっと覚え続けていたのだろう。

　だが、忘れていても、医師になることに固こ執しゆうし続けていたのは、心のどこかで冬次との約束を守ろうとしていたのかもしれない。

「冬次様が……冬、ちゃん……だったんですね」

　震ふるえる声で小春はたった一人、夢を語った友達の名前を呼んだ。

　小春が全すべてを思い出したことを嬉しく思っているのか、あの頃の面おも影かげを少しだけ残している彼が、困ったように笑う。

「この歳としでその呼び方は気き恥はずかしいな」

　まるで冬の寒さが春の陽気に溶とかされたような、そんな穏やかな笑みを彼は浮かべていた。

「っ……。願い、は……」

　訊ねなくても、目の前の彼を見れば分かる。だが、訊ねずにはいられなかった。

「言っただろう。……組紐に願われたものは、すでに叶かなっていると」

　返って来た言葉と柔やわらかな笑みに、小春は泣き笑いのような表情を浮かべてしまう。

　彼は笑えるようになった。自分が幼い頃に願った望みは、確かに叶っていたのだ。

「だが、あの頃に交かわした約束は今も続いている。……君も、俺も」

　それでも、と冬次は続きを呟く。

「小春がどのような医師を目指していても、俺は応おう援えんし続けるよ。君の夢が叶う日まで」

　ふわりと、その場に柔らかい風が吹ふき通って行く。桜色の組紐で結んでいる小春の髪かみが持ち上げられるように揺ゆれた。

　一いつ瞬しゆんだけ目を閉じて、再び瞼まぶたを開いてみれば、どこからか流れてきたのか桜の花びらが二人の間を通り過ぎるように舞まい上がった。

　花びらが舞う景色の中、冬次はただ優やさしい笑みを小春へと向けていた。その光景がまるで永遠のように思えて、目を細めてしまう。そして、小春も冬次へと笑みを返した。

「……あの日の約束、きっと叶えてみせますから。……それまで待っていてくれますか」

「ああ、もちろんだ。……俺もまだ、大事なものを守るという約束を叶える途と中ちゆうだからな」

　小春が望むものを冬次は疑うことなく、信じてくれている。それはきっと、約束を交わしたあの日から何も変わらず、ずっと信じてくれていたのだろう。

　ならば、その期待に応こたえることが出来るように前を向いて進み続けよう。そして、いつか必ず呪じゆ禁ごんを必要としない一人前の医師になってみせようと、小春は心の中で改めて決意した。

　再び、強い風が春の匂においを乗せながら、薄うす紅べに色いろの花びらを宙へと持ち上げていく。その光景を小春と冬次は穏やかに眺ながめながら、小さな子どものように笑い合った。

　春の花はまだ、咲さいたばかりだった。







　あとがき







　初めまして、伊い月づきともやと申します。この度たびはお手に取って頂き、誠まことにありがとうございます。本作は第十八回角川ビーンズ小説大賞にて奨しよう励れい賞しようを頂き、改題改かい稿こうしたものになります。

　読者審しん査さ員の皆みな様さま、編集部の皆様、選考に携たずさわられた全ての方々にお礼申し上げます。

　担当者様。大変苦労をおかけしましたが、担当者様の丁てい寧ねいな指導と温かな励はげまし、助言により本作を書き上げることが出来ました。何度、お礼を申し上げても足りないくらいです。

　條えだ様。小こ春はるや冬ふゆ次つぐを素す敵てきに、魅み力りよく的に描かいて下さり、ありがとうございました。ラフを見せて頂いた時、思わず手を合わせて拝んでいました。一生、家宝に致いたします。

　また、校正者様をはじめ、この作品の出版に関かかわって下さった方々にお礼申し上げます。

　そして、読者の皆様。たくさんの想おもいが詰つまったこの作品を読んで下さり、本当にありがとうございました。皆様の心にほんの少しでも残ることが出来れば幸いです。

　最後にもう一度。この作品に関わった全ての方に最大限の感謝をこめて。
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